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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夢む幻げん都と市しイデア中央の行政特区──、官庁の様々な建物が並ぶ中に一ひと際きわ大きなビルが目立つ。

　そのビルの中、漆しつ黒こくの大理石造りのエントランスにヒールの足音がカツカツと響ひびく。昼下がりの中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいか出入りする人の数も少なく、それは余計に響いて聞こえた。

「お疲つかれ様ですっ！　天てん王のう寺じ隊長」

「お疲れさまです──」

　警備の衛兵から敬礼を向けられ、天王寺真ま冬ふゆは同様にそれを返すと、エントランスホールの奥へと急ぎ足で向かって行く。

　長い髪かみを小こ綺ぎ麗れいに結ゆい上げ、そのほっそりとした体は黒の軍服に包まれている。垂れ目がちの優しそうな目に、ふっくらとした艶やかな唇くちびると、いかにも男受けしそうな顔立ちをしている真冬だが、今日はそれを敢あえて押し隠かくす様なビジネスライクなメイクで武装してきた。

　その理由が今いる重々しい雰ふん囲い気きが漂ただよう建物だ。

〝悪夢の七日間〟──、十年前に発生したＳＡＲ技術の暴走により、首都トウキョウは巨きよ大だいな次元迷宮ダンジヨンに吞のみ込まれた。

　その〝始まりの迷めい宮きゆう〟探たん索さくのための実行部隊として、政府直ちよつ轄かつで組織されたのが特務機関ムラサメだ。そしてこここそがその総本部である。

　十二の部隊から構成される特務機関ムラサメにおいて、真冬は二十一歳の若さで四番隊の隊長へ抜ばつ擢てきされた。

　創成士イマジニアとしてそれだけの実力があるからこそだ。だが出る杭は打たれる──、組織内に自分の存在を快く思っていない連中が多いのも確かだった。

　真冬としては、そんなしがらみと正面切ってぶつかり合う気はさらさらないし、彼らの感情も理解できる。お堅かたい政府直轄の機関であるムラサメの中で、女の自分が若くして台頭して来たのだからある意味、当然の反応だろう。

　エレベーターで最上階まで上がり、赤絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを抜ぬける。

　その突つき当たりにあった両開きの扉とびらを、真冬は遠えん慮りよ気味に押し開いた。

　廊下から洩もれた光が、暗がりの室内に差し込む。

　それに反応するように階段式の会議室内から、数十人の刺さすような視線が集まった。

　熟練の創成士イマジニアや、官庁上がりの幹部たち──、その老ろう獪かいな顔ぶれに臆おくするでもなく真冬は会議室の中へ足を踏ふみ入れる。

「ゴホンっ──」

　壇だん上じよう脇わきに座る中年の厳いかめしい面つら構がまえの男が威い圧あつするように咳せき払ばらいを漏もらす。政府筋からの出向者で副議長──、特務機関ムラサメ内におけるナンバー２の権力者だ。

　厳しい男社会で揉もまれてきたせいなのか、この男は何かと真冬を敵視することが多かった。

「天王寺君。随ずい分ぶんと優ゆう雅がなものじゃないか？　こんなにのんびり会議に御ご出席だなんて」

「申し訳ありませんわ、副議長。なにぶん女は出かけの準備に時間がかかるものでして」

　すると副議長の脇に座る初老の男性がゆっくりと口を開いた。

「いやいや、彼女を責めるのは筋が違ちがう。今日の会議に参加してもらうために、急きゆう遽きよ現場から帰き還かんしてもらったのだからね。非は無理をお願いした私にある」

　草くさ葉は一いち玄げん──、特務機関の最高職である議長を務めるこの初老の男の名だ。元は科学者でＳＡＲの開発にも携たずさわっていたらしい。真冬の実力を認め四番隊隊長へ抜擢したのも彼の判断だと聞いている。

　昨日まで〝始まりの迷宮〟内の探索任務中だった真冬は、草葉からの要よう請せいを受けて急遽今日の会議に参加する運びになった。

　夢幻都市イデアに戻もどって来られたのはついさきほど。強行軍での帰還となったのでさすがに体に堪こたえた。

　もっとも真冬としても議題として取り上げて欲しい案件があったので、願ったり叶かなったりではあったのだが。

　草葉の温和な笑え顔がおに促うながされるようにして、真冬はようやく会議室の末席に腰こしを落ち着かせた。

　それを待っていたかのように、会議は再開される──、

　前列の方で白衣を纏まとった若いエンジニアの創成士イマジニアが立ち上がった。

「ご存じとは思いますが、〝始まりの迷宮〟を構成するＳＡＲデータを管理しているのは、驚きよう異い的な計算能力を誇ほこる量子型スーパーコンピュータの〝プラトン〟。廃はい都とトウキョウの中心に位置する巨大ネットワークデータセンター──、旧セントラルビルディング内に置かれています。このサーバーの管理を取り戻さなければ、〝始まりの迷宮〟攻こう略りやくは成し得ません」

「そのための特務機関ムラサメだ。で、その旧セントラルビルディングに到とう達たつするために、現状どの程度攻略が進んでいるのかね？」

　意地悪な笑みと共に、副議長から話を振ふられたのは、前列に座っていたムラサメの一番隊隊長の鵜う堂どう辰たつ巳みだ。

　この三十半ばの髭ひげ面づらの男はムラサメの全十二の探索部隊における総隊長としての責任も任されている。その意味で真冬の直属の上司とも言える人物だった。

　鵜堂は立ち上がると渋しぶい表情と共に言葉を紡つむぐ。

「〝始まりの迷宮〟は約２キロ㎡ほどの細かなエリアから構成されており、各エリアを攻略しないことにはその奥へ進むことが出来ません。〝始まりの迷宮〟がどれだけの数のエリアによって構成されているかは不明ですが、廃都トウキョウの総面積から換かん算さんするに、攻略されたエリアの割合は７％ほどかと……」

　元より知っていたことだろうに、それを聞いた副議長はわざとらしく落胆した様子でため息を漏らした。

　それを見た草葉は鵜堂のフォローへ回る様に、

「鵜堂君、報告ありがとう。何、君が気にすることではない。攻略の進しん捗ちよくに関する責任は全すべて私にある。──とは言え、このペースでは、〝始まりの迷宮〟攻略が何十年も先の夢物語になってしまうのも事実。今日の会議で皆みなに集まってもらったのは他ほかでもない。直ただちに迷宮攻略へ繫つながる重要な情報が、研究院から上がって来たものでな」

　その前振りを聞いて、会議室内がにわかにザワつく。

　ただ一人、真冬だけはあっけらかんとした笑顔で、小さくポンと手を叩たたいた。自分がわざわざ呼び戻された理由にようやく理解が及およんだからだ。

「コホンっ──」

　副議長の咳払いを受けて会議室内に静せい寂じやくが戻り、再び草葉へ注目が集まる。

「私自身も開発に携わっていたので元より知っていたのだが、廃都トウキョウ内にはもう一台の量子型スーパーコンピュータが眠ねむっている。名は〝ウラヌス〟──、〝プラトン〟の試作機として設計されたものだ。研究院の連中によると、この〝ウラヌス〟と〝プラトン〟間での直接的なネットワークリンクが未まだ生き残っているらしい」

　室内に響くザワつきは先ほどの比ではない。

　それもそのはず。今の草葉の話──、〝ウラヌス〟の制せい御ぎよを取り戻せれば、それを介かいしてネットワークで繫がった、〝プラトン〟の制御も手に入れられるということだ。

「それで議長、その〝ウラヌス〟はどこにっ？」

　興奮気味の副議長に促され、草葉の眼まな差ざしが真っ直すぐ真冬へ向けられた。

「〝始まりの迷宮〟西地区のエリアＢ36──」

　真冬は気構えるようにして、背筋を伸ばす。

　エリアＢ36は真冬の四番隊が現在、攻略を担当しているエリアのすぐ近くであり、それこそが真冬が強行軍での帰還を命じられた理由だった。

　遥はるか遠く先にあったはずの、〝始まりの迷宮〟攻略という言葉が、一気に近くへやって来たせいだろう。機関の他メンバーからも熱のこもった視線が真冬へと集まる。

　真冬としては〝ウラヌス〟に関するその情報は、個人的な情報筋から仕入れており、こうなることは先ほどの時点で既すでに察していた。唯ゆい一いつ気になるのは、なぜ今この時にその情報を研究院が嗅かぎつけたかだ。

　あまりにタイミングが悪過ぎる……。

　真冬はすっと椅い子すから立ち上がると──、

「現状におきまして、そのエリアＢ36は、攻略済みエリアから最短でエリア三つ先に行った場所になりますわ」

「それでエリアＢ36に到達するのに、どれぐらいの時間がかかるのかね？」

「攻略が順調にいったとして一ヶ月。ですがディストピアの妨ぼう害がいを受けるとすれば、残念ながら確かではありません」

　真冬の返答に副議長は苦々しそうに口元を歪ゆがめる。

　一いつ般ぱん社会に公表されている〝悪夢の七日間〟の主原因はＳＡＲの暴走による事故となっている。だがＳＡＲ技術の開発者である七人のセブンス・革新者ウイザードが裏でそれを手引きし、現在ディストピアと呼ばれる組織を率いて、〝始まりの迷宮〟を占せん拠きよしていることは、特務機関ムラサメにおいて公然の事実として認にん識しきされていた。

　気き掛がかりなのは最近になってディストピアの動きが活発になっていることだ。〝始まりの迷宮〟内でも頻ひん繁ぱんに姿を見せ、多くの部下がその襲しゆう撃げきで命を落としている。

　加えて先日のハイランドタワーでの一件──、彼らの魔まの手は〝始まりの迷宮〟を飛び越こえ、夢幻都市イデアにまで既に及んでいる。

　エリアＢ36の探索となれば、ディストピアからの妨害は必然……。

　いずれは避さけては通れない戦いではある。しかし現場をよく知る真冬としては、正面から彼らにぶつかってまともに勝てるとは残念ながら思えなかった。

　もっと言えば真冬は〝ウラヌス〟の制御奪だつ還かんが、問題の根本的な解決に至らないことをも既に知っている。

〝始まりの迷宮〟攻略にはまだ一つピースが足りない……。そして真冬はそのピースを揃そろえるために、強行軍でイデアに戻って来たのだ。

　真冬は小さく息をついて間を空ける。

「議長、私から一つ提案がございます」

「何かな？　天王寺君」

「ディストピアに対たい抗こうし得る戦力の補ほ充じゆうですわ。創成士イマジニア育成学園の生徒数名を、選抜徴兵制度を通じて、〝始まりの迷宮〟へ召しよう喚かんしたいのですが」

　嘲あざけるような失しつ笑しようと共に、会議室内から好こう奇きの視線が注がれる。

　そしてそれを代弁するように副議長が、

「ふん、学生風ふ情ぜいに一体何が出来ると言うのかねっ。〝始まりの迷宮〟攻略への道筋が見えたというのに、そんな余計なことをして、いたずらに犠ぎ牲せいを増やすだけじゃないのか」

「ふふふっ、御心配には及びませんわ。何せ彼らは既にディストピアを相手にして、十分な実力を示しているのですから」
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　学園ヴァルフォールの学生棟とう三階──、窓から陽ひの光の差し込む廊ろう下かを、緋ひ桜ざくら杏あん奈なは朱しゆ色いろの髪かみを振り乱しながらズカズカと大おお股またで歩いていく。その背中からあからさまな怒いかりのオーラが滲にじんでいた。

　──あり得ないっ。本当にあり得ないっ。

　先ほどまで杏奈は学生課の事務員から、嫌いや味み満まん載さいの説教を長々と受けていた。

　その原因は昨日の放課後に闘とう技ぎ場で行われた遥はる斗との定期決闘デユエルだ。

　対戦相手は四年生の二桁ダのブ猛者ル。とは言え、ハイランドタワーでの一件以降、一シ桁の覇ング者ル入りをも噂うわさされる遥斗からすれば格下の相手に過ぎない。簡単に遥斗の勝利が決まるものと思われた。

　だがその戦せん闘とうの最さ中なかに問題は起こった……。

　対戦相手の兵器アプリを、遥斗はオーバークロックブーストによる過か干かん渉しようで打ち消そうとしたらしい。しかしその出力制御を誤ったらしく──、過干渉の影えい響きようは相手の兵器アプリは疎おろか、バトルフィールドを司つかさどるＳＡＲ、強ひいては闘技場そのものの建物アプリにまで伝わってしまったのだ。

　その結果、闘技場の全システムがダウン……。

　おかげでその後に予定されていた他の生徒の定期決闘も全て延期となってしまった。

　初めてのこととあれば学園側もまだ大目に見てくれただろう。しかし今週に入って遥斗は同様のトラブルを既に三回も起こしていた。

　スナッチャー相手に能力を覚かく醒せいさせてから、どうも遥斗はその力の制御を持て余しているらしい。

　もっともそれで遥斗が呼び出されてお咎とがめを受ける分には、杏奈としても何も問題はない。だが遥斗はその呼び出しを見事にすっぽかした。それがギルドリーダーである杏奈の監かん督とく不行届として飛び火した形だ。

　杏奈は自分たちのギルドルームの前へ辿たどりつくと──、




　バコーンっ！

　怒りに任せてその扉とびらを蹴けり開ける。

「ちょっっと遥斗っ!?　何で私がアンタのぶんまで説教されなきゃなんないのよっ？」

「──……。ふぇっ？」

　しかし予想外なことに、室内から返って来たのは羽は奈な子この寝ねぼけ眼まなこのマヌケ面づらだけだ。ついさっきまで長机に突つっ伏ぷして寝ていたらしい。

　虚きよを衝つかれた杏奈は、気を取り直すように再び怒りの沸ふつ点てんを上げると、長机に掌てのひらを叩きつけた。

「羽奈子、遥斗の奴やつどこへ逃にげたの？　隠かくすとアンタのためにならないわよ」

「杏奈ちゃん、顔怖こわいよ……。ってか何でそんな怒おこってんの？」

「アイツの身代わりになって、さっきまで学生課の事務員にねちっこくお説教されてたからに決まってるでしょっ！」

「あー……。昨日の闘技場でのトラブルかぁ。それはそれは御ご愁しゆう傷しようさまです。──でも遥斗ちゃんなら、さっき生徒会長が来て、一いつ緒しよにその闘技場へ出かけちゃったよ。美み亜あちゃんと、狗く郎ろうくんも連れてかれちゃった。何か直じき々じきに稽けい古こをつけてやるーとかって」

　羽奈子の説明に、思わず杏奈は頭を抱かかえる。怒りが限界を超えて頭痛がしてきた。

「はぁっ？　千ち影かげのやつまた勝手なことを──、っていうかそもそも昨日の一件で、遥斗は闘技場の無期限使用禁止を言い渡わたされてるはずでしょ？」

「えーっと、そこは生徒会長パワーでどうにかするんじゃないかなぁ」

　職権乱用も良いところだ。千影は杏奈にはこと細かな文句をつけてくるくせに、遥斗には好意からなのか甘い所がある。

　そういった態度が杏奈としては余計に腹立たしい。

　杏奈は椅子に座っていた羽奈子の奥襟えりを力任せに摑つかみ上げると、そのまま引き摺ずるようにして廊下へ飛び出た。

「ちょっ、ちょっと杏奈ちゃん？　急にどこ行くのっ？」

「闘技場の遥斗のとこに決まってるでしょっ」

「えーっ……。わたしオーバークロックブーストの制御プログラム調整で、昨日ほとんど寝てないんだけど……」

「つべこべ言わないっ。遥斗に勝手を許した羽奈子も同罪なんだからね」

「ふぇーっ、そんなぁーっ……」

　昼下がりの学内に羽奈子の間の抜ぬけた悲鳴が響ひびき渡った。




　　　　※




　──なるほど……、学園ヴァルフォール最強の名はさすがに伊達だてじゃない。

　シルバーリムズを換かん装そうさせた神かん凪なぎ遥斗の拳こぶしに、ギュッと力が入る。

　同刻、学内闘技場──、石造りの床ゆかに覆おおわれただだっ広いバトルフィールドにおいて、遥斗の正面には漆黒の金属に覆われた機械仕掛けの兵士──、ゴーレムが構えを取っていた。

　高さ２メートルほどの身しん軀くに、メカニカルで槍やりの穂ほ先さきを思わせるような鋭するどいデザインのボディ──、そのゴーレムが素す早ばやく両りよう腕うでを交差させると、大気がうねる様に歪み、いくつものつむじ風が遥斗目め掛がけて放たれる。

　鋭く地を走る幾いく本もの風の柱は、不規則な曲線的な動きで遥斗の周囲を囲いながら距きよ離りを詰つめてくる。さすがにこの風の檻おりを強きよう行こう突とつ破ぱするのは無む茶ちやそうだ。

　一いつ閃せん──、遥斗が手刀を素早く振ふり下ろすと、そこから放たれた真空波は一本のつむじ風へとぶつかり、その存在を消しよう滅めつさせた。

　遥斗は同様に数本のつむじ風を打ち消して道を切り開くと、銀色のブーツに覆われた足で床を蹴り飛ばし、勢いよくゴーレムへ飛び掛かった。

　そのあまりのスピードに、一いつ瞬しゆんにして景色が背後へと吹ふき飛ぶ。

　そして振り上げた遥斗の拳が、ゴーレムの体を打ち抜かんとした間ま際ぎわ──、




　トクンっ──、遥斗の肌はだが敏びん感かんに周囲の気圧の変化を感じる。

　ゴーレムは遥斗の突とつ撃げきを待ち構えていたかのように、掌を床に叩たたきつけた。それに合わせて扇おうぎ状じように衝しよう撃げき波はが打ち出される。

　回かい避ひも間に合わず、遥斗の体はその圧縮された大気の津つ波なみに押し流されるようにして、弾はじけ飛んだ。

　──くっ……。

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえして勢いを殺す。

　どうにか両手足で床へ着地したものの、それでも十分に威い力りよくを殺すことはできず、滑すべる様にして遥斗はバトルフィールド端はじの壁かべへと背中を打ちつけた。

　とは言えダメージというほどではない。

　そう気を取り直すように構えをとった遥斗だが──、

　再びゴーレムの両腕が交差し、幾本もの風の柱が遥斗の周りを取り囲んだ。

「ふりだしに戻もどるか……」

　そう遥斗は自じ嘲ちよう気味に一つ息をついてから、風の檻おり越ごしに同バトルフィールド上の他ほかの二人──、美亜と狗郎の様子を窺うかがった。

　美亜と狗郎の二人もそれぞれ別のゴーレムと激しい戦闘を繰くり広げている。

　美亜と対たい峙じするのは流線的で瘦そう軀くのフォルムのゴーレム、その両の拳からは激しく炎ほのおが噴ふき上がっている。

　ゴーレムの打ち下ろし気味の右ストレートが美亜を掠かすめて、床を抉えぐる。

　接地箇所から爆ばく音おんと共に大きく火柱が上がり、それから逃のがれる様に美亜は大きく飛び退のいた。

　ランチャー型の武器ウエポンアプリ──、美亜はヘルインパクトの銃じゆう口こうをゴーレムへ向けようとしたが、相手がそれを許してくれない。

　ゴーレムは凄まじい速度で距離を詰めると、そのまま燃え上がる拳を突き出した。

　その一いち撃げきもどうにか身を翻すように躱かわし、再び距離をあけようとする美亜だったが、まるで鬼おにごっこのようにゴーレムはどこまでも付き纏まとってくる。

　一方で狗郎の方もなかなか苦戦を強しいられているようだ。

　相手のゴーレムは他に比べて二回りほどの巨きよ軀くに、手には斧槍ハルベルトと大おお盾たて──、

　狗郎は必殺技アーツアプリのファントムにより自身の分身を二体ほど作り出すと、時間差で飛び掛かる様に攻こう撃げきをしかける。

　それに対し相手のゴーレムは躊ちゆう躇ちよする様子も見せず、ハルベルトの柄えでコンと床を叩いた。

　すると轟ごう音おんと共に床から先せん端たんの尖とがった岩が迫せり出して、狗郎の分身二体を貫つらぬき存在を消滅させる。

　どうにか上空へ逃れた狗郎の本体は、ダガーの武器ウエポンアプリを両手に構え、落下の勢いのままにゴーレムの肩かた口ぐちへ突き立てる。

　しかしダメージが浅かったらしい。ゴーレムがそれに動じることは無い。

　大盾を振り回すように殴なぐられ、狗郎の体は毬まりのように弾け飛んだ。

　──完かん璧ぺきに嵌はめられたな……。

　自身に次々と迫せまりくるつむじ風を打ち消しながら、遥斗は小さく舌打ちを漏もらす。

　美亜には接近戦が得意なゴーレムを宛あてがってその遠距離攻こう撃げきを潰つぶす。攻撃出力に劣おとる狗郎には頑がん強きようでパワーのあるゴーレムをぶつける。そして二人を仕留めるまで、遥斗は風の檻の中へ閉じ込めておく。

　作戦通りといったところらしい。バトルフィールド中央に立つ遥斗たちの真の対戦相手──、天てん王のう寺じ千影は各戦いをのんびり観戦するかのように涼すずしい表情を浮うかべていた。

　シックス・ピーシーズ──、チェスの駒こまを模した六体のゴーレムからなる召しよう喚かん獣じゆうアプリ、これが千影のアプリだ。

　今遥斗が相手にしている風を使うゴーレムが僧兵ビシヨツプ、美亜と戦う炎を操あやつるゴーレムが歩兵ポーン、狗郎と対峙する大地を司るゴーレムが城兵ルークといった具合である。

　過去の決闘データから千影のアプリについては知っていたが、これだけハイスペックの召喚獣を三体同時に操るのはさすがに遥斗としても予想外だった。

　大規模アプリデータを並列して処理する脳内メモリの高さもすごいが、自分たち三人の動きを読み切って自在に召喚獣を操る判断力も凄すさまじい。千影を相手にしては三対一という数の利などあってないようなものだ。

　──とは言え、ここで感かん嘆たんしてても事態は好転しないな。

　まずはこの個々が分断された状じよう況きようをどうにかしなければならない。

　風の檻の先に佇たたずむ千影へ、遥斗は鋭い眼まな差ざしを向ける。それからその間を邪じや魔まする数本の風の柱目掛けて、空間を切り裂さく様に回し蹴りを放った。

　つま先から発せられた圧縮空気は真空波となり、大気がぶつかり合うようにして旋風つむじかぜを消滅させる。

　これで道が開いた──、

　自ら目掛けて迫る一本の風の柱を手刀で打ち払はらってから、遥斗は拳を引く様にして大きく構えをとった。

　そのまま全体重を乗せて真っ直すぐに拳を打ちだす。

　オーバークロックブーストに強化されたエネルギーが拳から打ち出され、大気を揺ゆるがす。それは弾だん丸がんとなり一直線に千影へ襲おそいかかる。

　一いつ拍ぱく遅おくれてその攻撃に気づいた千影だが、その表情に焦あせりの色は見られない。

　圧縮された弾丸が千影を撃ち抜かんとした瞬しゆん間かん──、




　ギリギリで体を滑り込ませたのは、城兵のゴーレムだった。手に持った大盾で威力を抑おさえ込むようにして、遥斗の一撃を受け止める。

　だがここまで含ふくめて遥斗の想定通りだ。

　城兵の相手から解放された狗郎は、まるでその合図を待っていたかのように、美亜と戦う歩兵目掛けて駆かけ出した。

　狗郎は両者の間に割り込むと、歩兵の素早い動きに躊躇することなく攻撃を捌さばきながら、相手の体を次々とダガーで斬きりつけていく。

　そして──、

　遥斗のすぐ脇わき、突とつ如じよとして僧兵の鋭えい利りなフォルムの体が爆ばく発はつに巻き込まれ、その四し肢しが千切れる様に弾け飛ぶ。

　美亜のヘルインパクトから放たれた小型ミサイルの弾だ。狗郎のおかげで手が空き、フォローに回ってくれたらしい。

　これでようやく遥斗が風の檻から解放された。

　この絶好のチャンスを前に、遥斗は大きく息をついて意識を脳内の深い場所へと向ける。そこにインストールされたアプリ──、オーバークロックブーストの存在へ意識を集中させた。

　そこから溢あふれるエネルギーを一気に爆発させる様にイメージした刹せつ那な──、

「幻げん影えい換かん装そうっ！」

　右みぎ肩かたのインプリメントから眩まばゆい光の粒りゆう子しが洩もれ出て、その光は遥斗の体を包むようにして、黒い装しよう束ぞくを作り上げた。

　そのバトルコートを纏った瞬間、遥斗の脳内が冴さえわたり、体の隅すみ々ずみにまで力が行きわたる。

「一気に攻勢に転じさせてもらおう」

　遥斗が床を蹴けると、一瞬にしてその黒装束の姿は千影を守る城兵の真ん前へ移動していた。

　迎むかえ撃うつ様に振り下ろされたハルベルトの一撃を、遥斗は軽々と飛びあがって躱す。そしてそのまま城兵の頭上へと渾こん身しんの力を込めて拳を打ち下ろした。

　金属がひしゃげる甲かん高だかい音を、歪いびつな破は裂れつ音が追いかける。

　城兵の体はプレス機に掛けられたように潰つぶれ、遥斗の拳はそれに飽あき足らず大きくバトルフィールドの床を抉えぐった。

　まるで天から降り注ぐ流星のような一撃──、周囲に同心円状に衝撃波が広がり、煽あおりを受けて傍そばにいた千影の体が吹き飛ばされた。

　──やはりまだ慣れないな……。ここまで威力を上げるつもりはなかったんだが。

　今ので最大出力の20％ぐらいだ。元より手加減するのは苦手な方だが、ハイランドタワーの一件以降それが悪化した自覚さえある。

　だがこの結果はこれで好都合だ。

　着地に合わせて床ゆかを蹴り、吹き飛んだ千影を追う様に遥斗の体が宙を舞まう。

　追い付くと同時に、遥斗は千影の体を片手で抱だきかかえて床へ足を着く。それからもう片方の手で拳こぶしを作り、それを千影の鼻先へ向けた。

「チェックメイトだ」

　それに対して、胸の中にいる千影は含み笑いを浮かべる様に口元を緩ゆるめながら、

「さすがは私が見込んだ男。やはりやるな……。参った。私の負けだ」

　そう千影が告げると、それに呼応するようにバトルフィールド内に遥斗たちの勝利を告げるアナウンスが響ひびいた。

　遥斗は不服な表情を浮かべながらも、千影を床へ下ろしてアプリを解除する。後ろを振り返ると、美亜と狗郎も自分と同じように不満ありありといった顔をしていた。

　すると千影が、

「何やら気に入らなそうな顔だな？」

「当たり前だ。お前の顔から負けた悔くやしさが微み塵じんも感じられないからな。他の三種の駒の召喚獣も出してない。何よりこの戦い──、召喚獣に戦いを全すべて任せているだけで、千影自身はほとんど何もしていなかったからな」

　召喚獣アプリの弱点は、それを操作している創成士イマジニアが無防備になりやすい点にある。だが千影ほどの創成士イマジニアともなれば、その弱点をわざわざ放置するようなことは本来ならばあり得ない。

「わざと勝ちを譲ゆずったつもりか？」

「そう怖こわい顔をするな。それに実力を隠かくしているのは遥斗も同じ──」

「気付いてたのか……？　だが俺の場合は隠しているわけじゃない。出したくても出せないんだ。脳への負荷を考えると、オーバークロックブーストの[image: 100]％を引き出すのは不可能だろうな」

「まあ元よりこの決闘デユエルの勝ち負けなどはどうでも良い。さっきの戦いで私の目的は既すでに十分に達成されているからな」

　──千影の目的？……

　その含みを持たせた言い方に、遥斗は小さく眉み間けんへ皺しわを寄せる。

　すると不意に──、

　二人の間に割って入る様に美亜が駆け寄ると、千影の制服の袖そでをぐいと引っ張った。

「不完全燃ねん焼しよう。この後改めて一対一での決闘を申し込む」

「ふっ、まあそれはそれで楽しめそうではあるがな。だが残念ながら今日はタイムオーバーみたいだぞ」

　笑いを堪こらえながら千影は親指でバトルフィールド上層の窓ガラスを指差す。

　ロビーフロアの観客席には、他ほかの野や次じ馬うまの生徒たちに交じって、緋桜杏奈が鬼のような形相でこちらを見下ろしていた。

　理由は分からないがどうやらかなり御ご立腹の様子だ。




　　　　※




　闘技場三階──、遥斗たちがバトルフィールドからロビーフロアへと戻もどると、そこには予想通り杏奈が待ち構えていた。肩かた幅はばに開いた両の足はガッチリと床を踏ふみしめ、腕うでを組んで背中を仰のけ反らす姿はまるで絵にかいた様な仁に王おう立だちだ。

　そしてそんな高圧的な態度でこちらを睨にらむ杏奈のすぐ脇では、羽奈子がこぢんまりと座りこんで、捨てられた子犬の様な眼差しを浮かべている。

　羽奈子の方が先に遥斗に気づいたらしい。勢いよく駆け寄って来ると、泣きつく様に腰こし元もとへしがみ付いて来た。

「ふぇーんっ、遥斗ちゃんっ。杏奈ちゃんがめちゃくちゃ怖いよ──っ」

「……。どうせ羽奈子が余計なことをしたからだろう。また学内サーバーへのハッキングがバレたんじゃないのか？」

「ちっ、違ちがうもん。ハッキングはちょこーっとだけしてるけど、今回のはまだバレて──、ふがぁっ」

　遅おくれて駆け寄ってきた杏奈は力任せに羽奈子を引っぺがし、床へと投げ捨てた。

「やっぱり、まだちょこちょこ学内ネットのセキュリティエリアに潜もぐり込んでたのねっ。──ってそれより遥斗、今はアンタの方が先っ！　胸に手を当てて思い出してみなさい。アンタが私にどれだけ迷めい惑わくかけたのかをねっ！」

　言葉の勢いのまま、杏奈は遥斗の鼻先まで迫る勢いで詰つめ寄って来る。

「もう少し落ち着いたらどうだ？　それに俺は誰だれかに咎とがめられる様な生き方をした覚えはない」

「ふーん……。よくまあそんな口が利きけるわよね。誰かさんが呼び出しをすっぽかしたせいで、ギルドリーダーの私が代わりに、学生課の事務員からねちっこく説教されたっていうのに」

「……。あー……。なんだ、その話か。言われるまですっかり頭から抜ぬけていたな」

　悪びれるでもなく、遥斗はそう平然と返した。

　そう言えば昨日の決闘中に起きたトラブルの一件で、学生課から呼び出されていたのだった。

　遥斗としては、同様のトラブルで既に何度も呼び出しを受けていることもあり、行った所でどうせまた同じ話をされるのだろうと、記き憶おくの中での優先度が著いちじるしく低くなっていたのだ。

「だいたいどんな話の内容かは想像が付く。闘技場のシステムの再起動にどれだけ時間がかかるか、から始まって、最近の若者はだらしないへ飛んで、最終的には無意味な啓けい発はつ的精神論に落ち着くんだろう？　わざわざ出向いて何度も聞く話じゃない」

「ええ、そうよ。中身なんて空っぽの、怒いかりに任せたぐだぐだの説教よ。でもね、私はそのわざわざ出向いて聞くほどじゃない話を、アンタのせいで長々と一時間半も聞かされたの！　それに何より、まず私に一言あってしかるべきなんじゃないっ？」

「……。ああ、それはそうだな──、助かった。杏奈のおかげで無む駄だな長話を聞かされずに済んだな」

　杏奈は呆あつ気けに取られたようにしばしの間を空けてから──、

「はぁっ!?　まずは謝罪が先でしょっ!?　どうして素す直なおにゴメンナサイが出て来ないのっ？」

　今までやりとりを黙だまって背後で聞いていた狗郎が、そこで急に失しつ笑しようを漏もらした。

　気が立っている杏奈は、それにも敏びん感かんに嚙かみつく。

「ちょっと狗郎っ？　何他人ひと事ごとみたいな顔して笑ってるわけ？　遥斗の勝手を見み逃のがして一いつ緒しよに闘技場で戦ってたアンタも同罪なんだからね？」

「いやいや、マジ勘弁。俺は本当に無関係だろーが。それにさ、遥斗がこういうゴーイング・マイウェイな性格なのは、杏奈も初めて会った時から知ってるだろ？　文句言うだけ無む駄だ無む駄だ。ここはリーダーとして度量の大きい所を見せて矛ほこ先さき収めろって」

　それに同調するように、隣となりの美亜も小さく頷うなずきながら、

「責任を取るのがリーダーの仕事。杏奈が頭を下げれば全て丸く収まる」

「アンタたちねぇっ、本当にいい加減にしなさいよ！　こういう時だけ調子良くリーダー、リーダーって責任押し付けてっ！　だいたい──」

「ゴホンっ……。盛り上がってる所悪いが、あまり時間に余よ裕ゆうが無くてな」

　咳せき払ばらいと共に、杏奈の話を遮さえぎって姿を現したのは千影だった。

　天敵の登場に、火に油を注いだかのように杏奈の眼まな差ざしに鋭するどさが増す。

　しかしそれが千影の隣へ向いた瞬しゆん間かん、何かに気が付いたような表情と共に怒りのボルテージは一気に消しよう沈ちんした。

「まっ、真ま冬ふゆさんっ？　どどど、どうしてここにっ!?」

　千影の横──、杏奈の視線の先には黒い軍服に身を包んだ、大人びた雰ふん囲い気きの女性の姿があった。

　均整のとれた顔立ち──、特に雪のように透すき通った白い肌はだと、優やさしげな大きな目が印象的だ。

　そして何よりしぐさと言うべきなのか、基本の顔の作りと言うべきなのか、彼女から発せられる雰囲気が誰かに似ているのが気になる。

　その女性はぱっと華はなやぐような笑えみを浮うかべると、嬉うれしそうに杏奈の手を両手で包んだ。

「まあ嬉しいわー。私のこと知ってくれてるだなんて。でも杏奈さんは、今二年生で私とは入れ違いでの入学のはずでしょう？」

「は、はいっ。あのっ、私真冬さんに憧あこがれて、四学園の中からヴァルフォールへの入学を決めたんです！　ムラサメでの御ご活かつ躍やくもニュースで拝見していますっ」

　杏奈の顔からは緊きん張ちよう感かんと驚おどろき、そして嬉しさ混じりの興奮が洩れ出ている。

　それを見た遥斗の口元から思わず乾かわいた笑いが零こぼれる。

　これだけ礼節正しく謙けん虚きよな杏奈を見るのは初めてだ。この暴れ馬みたいな女をこれだけ大人しくさせるだなんて、この女性は一体何者なのだろうか。

　チラリと千影の方を窺うかがうと、紹しよう介かいが遅れたと言わんばかりに──、

「彼女は天王寺真冬──、この学園ヴァルフォールを二年前に卒業し、今は特務機関ムラサメで四番隊の隊長を務めている」

「そう言えばネット上の記事で特集されてるのを見た覚えがあるな」

[image: ]

　女性創成士イマジニアにして最年少の隊長へ抜ばつ擢てき──、そんな太文字で煽られた彼女へのインタビュー記事を思い出した。とは言え、記者の質問内容は真冬の私生活に関するものばかりで、まるで女優のグラビアのような気取ったポーズの写真が、大々的にページを飾かざっていた。

　実際に世間では、見み栄ばえのいい彼女の隊長抜擢を、ただの話題作りの広報的なものだと批判する論調も強い。それが真実かどうかは、今日彼女と初めて対面した遥斗には判断のしようもないが。

　遥斗が値ね踏ぶみするような眼差しと共に、真冬へ向かって小さく会え釈しやくをすると、それを見ていた杏奈が腕をグイッと引っ張ってくる。

「ちょっと遥斗、もっとちゃんと挨あい拶さつしなさいよね。真冬さんは入学から五年間、ランキング一位を守り続け、学生の立場でありながらすでに当時、〝始まりの迷めい宮きゆう〟探たん索さくに参加していた、伝説的な人なのよ！──美亜、羽奈子、狗郎っ！　ほらアンタたちもきちんと頭下げてっ」

「あらあら、そんな気にしないで。急に押しかけちゃったのは私なんですから」

　杏奈に促うながされるようにして遥斗たちも、ニコニコと笑みを浮かべる真冬と順に握あく手しゆを交かわしていく。

　さすがに美亜は興味が無いといった淡たん々たんとした表情を浮かべているが、羽奈子はまるで憧れのアイドルに会ったかのようにキャーキャーとはしゃぎまわり、狗郎の鼻の下は見事なまでに伸のびきっていた。

　それにしてもさきほどの千影からの真冬の紹介──、遥斗としては、どうにも突つっ込まなければ気が済まない点があるのだが……。

「千影、名字が天王寺ってことは、彼女はお前の──」

「そういうことなのっ！　これは本当にもう残念ながらとしか言いようがないけど……」

　遥斗の疑問に逸いち早はやく且かつ、苦々しい表情で反応したのは杏奈だ。

「どうしてこの包容力の塊かたまりのような真冬さんの妹が、こんな性悪女なのかは全くもって謎なぞだけどね」

　杏奈はそう忌いま々いましげに千影を見つめる。

　やはり真冬と千影は姉妹らしい。どうりで雰囲気が似ていると思った。

　この様子を見るに、杏奈の千影に対する敵対意識は、真冬への憧れに対する裏返しであり、その根本には妹である千影への嫉しつ妬とがあるようだ。

　そして千影がわざわざ今日のタイミングで、自分たちへ決闘デユエルを申し込んで来た理由もおぼろげながら見えてきた。

「さっきの決闘の後、千影は『目的は既すでに達成されている』と言ってたな。その目的というのは姉の真冬さんに、俺たちとの戦いを見せることか？」

「まあ、ご名答といったところだ。さすがは遥斗、察しが早くて助かる」

「ふふっ、本当に千影ちゃんの言ってた通り頭の良い子みたいね。頼たのもしいわ。──、今日はハイランドタワーの事件で大だい活かつ躍やくした若い創成士たちの実力を、自分の目で確かめたいなって思って学園にお邪じや魔ましたの」

　真冬は口元を手で押さえながら、いたずらっぽい笑みを浮かべる。こういう笑顔は本当に千影そっくりだ。

　真冬の話を聞いて、杏奈はさらに興奮した様子で真冬の前へ足を踏み出すと──、

「光栄です！　真冬さんっ。それでしたらぜひ私の戦いも見ていってください！──、ほら千影、何ぼーっとしてるのよ。早くバトルフィールドへ行くわよ。アンタなんか開幕一分でノックアウトしてあげるんだから」

「お前を決闘でいたぶってやることはやぶさかではないが、今はもう少し落ち着いて姉さんの話を聞いた方が良いと思うがな」

「話……？」

　杏奈がきょとんとした眼差しを向けると、真冬はスッと一つ息をついてから表情を引き締め直した。

　その凜とした雰囲気に吞み込まれるように空気が変わる。

　真冬は少し間をおいてから──、

「元より一シ桁の覇ング者ルである杏奈さんの実力は、改めて確かく認にんする必要もありません。そしてさっきの決闘を見たところ、遥斗さん、美亜さん、狗郎さんも実力は十分で合格。もちろんみなさんのそのアプリを整備している羽奈子さんにも同行してもらいます」

「えっと合格って……？　すみません、よく話が見えないんですけど」

「失礼しました。説明の順序が逆になってしまいましたね。大切な話なのでよく聞いてください。私はみなさんが、〝始まりの迷宮〟に入るだけの実力を備えているのか、確認しに来たんです」

「私たちが、〝始まりの迷宮〟にっ!?」

　驚きと共に杏奈の口元が引きつる。さっきまでの憧れにも似た興奮も一気に冷めたようだ。

「あわわわ、〝始まりの迷宮〟だなんて……」

「いきなりそんな話されてもな……」

　それは羽奈子や狗郎も同じだ。突とつ然ぜんの突とつ拍ぴよう子しも無い話とあって茫ぼう然ぜん自じ失しつといった顔で互たがいを見合っている。

　それに比べて、美亜と遥斗は平然とした表情を浮かべていた。

　美亜の無表情はいつものことだから、おそらく単純に真冬の話に興味が無かっただけだろう。

　ただ遥斗は違ちがった。杏奈の脳内に眠ねむるアプリ──、ディメンジョンコマンドの存在を知った時から、遅おそかれ早かれこんな話が降って来ることを予想していた。

　だとすれば真冬のこの誘さそいには何か裏がある──、だがたとえそうでも、長年目標としてきた〝始まりの迷宮〟へ入れるということは、遥斗にとってこの上なく魅み力りよく的な話でもあった。

　驚いて固まった杏奈たちをフォローするように、真冬は話を進める。

「確かに覚悟は必要です。ですがそんなに心配なさらないで。私も杏奈さんぐらいの年の頃ころには、既に〝始まりの迷宮〟探索へ参加してましたから。──それより、みなさんは〝始まりの迷宮〟へ立ち入るためのライセンス制度については御ご存ぞんじですよね？」

「ああ。危険な〝始まりの迷宮〟を探索する上で、余計な犠ぎ牲せい者しやを増やさないために、そこに立ち入る創成士イマジニアを制限する。そのためのライセンス制度だと聞いている」

「はい、その通りです。実際四学園に所属する一部の生徒──、特に一シ桁の覇ング者ルの中でも優ゆう秀しゆうな生徒には、既にライセンスが交付されています」

　言いながら真冬に掌てのひらで指し示された千影は、自じ慢まんげに髪かみを搔かき上げた。

　徐じよ々じよに冷静さを取り戻もどして来たらしく、そんな千影を睨にらみながら、杏奈も会話へ加わってきた。

「ってことは、私たちにもそのライセンスが今回交付されるってことですか？」

「残念ながら、そういう訳じゃないんです。正確に言うと、その一歩前段階ってところになりますね。資質のある学生を〝始まりの迷宮〟探索へ参加させて、ライセンスを交付するだけの実力があるかを見る──、手続きの関係上、みなさんにはこの選抜徴兵制度を使って、今回〝始まりの迷宮〟へ来ていただくことになります」

「だが、いくら四番隊隊長とはいえ、個人的な一存でそんなことを決められるものなのか？」

「それなら御心配なく。すでに上層部から許可は得ていますから。あとはみなさんの返事次し第だい──、当然危険はあります。ですが迷宮攻略のためにも、ぜひ皆さんのお力をお貸しください」

　その真冬の言葉を受けて、遥斗は杏奈へとまっすぐな眼差しを向けた。

　するとしばしの間を空けた後──、

　杏奈はまっすぐにこちらを見つめ返して、ゆっくりと頷うなずいて見せる。その目にはすでに覚かく悟ごが籠こもっている。

　元より行方ゆくえ不明の兄を捜さがし続けていた杏奈だ。自分と同様にその延長線上にある〝始まりの迷宮〟を常に意識し続けていたのだろう。

　だがそれとは裏腹に杏奈の返事は──、

「真冬さん……。せっかくのお話なんですが、この場ですぐお返事することはできません」

「あら、それはどうして？」

「これは私一人の問題じゃなく、ギルド全体の問題だからです。一度時間を置いた上で、ギルドメンバーみんなで話し合う時間をいただきたいんです」

　そう言いながら、杏奈はぐるりと自分たちの方を見回す。

　すでに覚悟が決まっている遥斗と杏奈に比べて、いきなり話を聞かされた狗郎と羽奈子の顔には明らかに不安の色が滲にじんでいる。〝始まりの迷宮〟は、心に不安を抱かかえたままの人間を無理やり連れて行けるような甘い場所じゃない。

　杏奈は自分のリーダーという立場を考え、早急に答えを出すことを見送ったのだろう。

　真冬は微笑ほほえみと共に一つ小さく頷くと、

「そうですか……。分かりました。千影ちゃんから聞かされてたより、思慮深い方みたいね。──、この話は学園の運営委員にも通しておきますね。それでは色いろ好よい御お返へん事じをお待ちしています」

　そう言葉を残し、真冬は千影と二人で颯さつ爽そうと踵きびすを返して、エレベーターの方へ歩いて行く。

　その背中を遥斗は、複雑な感情と共に見送った。




　　　　※




　そして二週間後──、

　遥斗は黒くろ塗ぬりの装そう甲こう車に揺ゆられ、窓から見える景色へと目をやりながら、自らの昂たかぶる気持ちをどうにか抑おさえ込んでいた。

　ムラサメの装甲車が早朝にイデアを出発して四時間が経たち、外の景色にも少しずつ変化が現れ始めた。

　先ほどまでは見える景色は森や山ばかりだったのだが、今、道どう路ろ脇わきに広がっているのはだだっ広い空き地だけ。自分たちが走るアスファルト舗ほ装そうの一本道以外は綺き麗れいさっぱり何もない。ただただ真っ平らに整地された土地が無む駄だに広がっている。

　おそらくここ周辺は〝悪夢の七日間〟以前、大規模に幻げん実じつ体たいの建物アプリが展開された都市だったのだろう。その名残なごりとして、空き地の中にポツポツと平面型の大型インプリメントが敷しかれている。

　迷めい宮きゆう化の危険から建物の形状で管理することも出来ず、今の有様となってしまった。

　遥斗が車内に視線を戻すと、コの字状の後部座席の正面──、真冬と不意に目が合った。

　すると真冬は嬉うれしそうに口元を綻ほころばせながら──、

「喜ばしい限りです。みなさんが揃って私の徴兵要請に応じてくださって」

　真冬の言葉通り、〝始まりの迷宮〟へと向かうこの装甲車の中には、遥斗と杏奈をはじめ、羽奈子、美亜、狗郎とギルドメンバー全員の姿があった。

　隣となりに座る杏奈は思い出し笑いを浮うかべながら、車内を見み渡わたす。

「私としては、誰だれか一人でも行きたくないって人がいたら、お断りしようって決めてたんです。でもみんな、私と遥斗が行くなら、その手助けをしたいって言ってくれて」

「別に杏奈のためじゃない。私が興味あるのは、猫ねことドーナッツと遥斗だけ。遥斗が行くなら、私も行く。抜ぬけ駆がけ厳禁」

　美亜に追従するように、羽奈子と狗郎も、

「はじめは不安が大きかったんだけど、すぐにワクワクが大きくなってきちゃって。だってムラサメの創成士イマジニアが使ってる兵器アプリとかも生で見られるし、一流のエンジニアの人たちにも会えるかもだなぁって。それに何よりトウキョウは私の故郷でもあるから」

「まあ創成士イマジニアとして〝始まりの迷宮〟を目指すのは、当然だからな。俺としても自分の今の実力が〝始まりの迷宮〟でどれだけ通用するか気になってさ」

　きっと三人とも今の言葉通り、遥斗や杏奈に気を遣つかって「行く」と言ってくれたわけではないのだろう。各自が各自なりに考え、そして覚悟を決めた上で今日を迎むかえたのだ。

　しかしそんな車内の良い雰ふん囲い気きを壊こわすように、杏奈は前方の席を忌々しげに睨む。

「で？　何でアンタまで、さも当然って顔でここにいるわけ？」

　杏奈の視線の先では天王寺千影が涼すずやかな顔で、足を組んで座っていた。

「私は学園ヴァルフォールの生徒会長だからな。お前らが無事〝始まりの迷宮〟から帰き還かんできるように守ってやる義務がある」

「お生あい憎にくさまっ。アンタの助けなんか一っ欠片かけらもいらないわ。だから今すぐ車から飛び降りて、そのまま徒歩でイデアに帰って良いわよ。私が許可してあげる」

「そう邪じや険けんにしないでくれ。私が今回の探たん索さくに参加することになったのは、姉さんたっての希望なのだからな」

「えっ……？──そうなんですか、真冬さん？」

「千影ちゃんは若いけど創成士イマジニアとしての腕うでは確かですし、〝始まりの迷宮〟に何度か訪れています。同じ学生としてサポートできる人がいた方が、杏奈さんたちも動きやすいかと思ったの。ちょっと気の強い子だけど、杏奈さんも仲良くしてあげてね」

「うっ……。真冬さんがそう言うのだったら……」

　あきらかに納なつ得とくしていないという声こわ色いろながらも、杏奈は渋しぶ々しぶと矛ほこ先さきを収めた。

　不意にガタンと車内が大きく揺れ、それを境にガタガタとタイヤから不快な振しん動どうが伝わってくる。

　遥斗が窓へと視線を移すと、そこにはすでに舗装された道路は無く、荒あれ果てた赤土の荒こう野やが広がっていた。

「そろそろ、トウキョウの旧市街地跡へ入ったようだな」

「はい、そうです。ここら辺一帯は〝悪夢の七日間〟当時、〝始まりの迷宮〟の拡大を抑おさえるために空くう爆ばくで打ち壊されたんです。荷物を整理してから撤てつ退たいするような暇ひまは無かったみたいですから」

　真冬の説明通り、荒野の中にはところどころ瓦が礫れきが散らかっているのが分かる。もっとも赤土の埃ほこりまみれになった、そのゴミの塊かたまりが元来なんだったのかを、推察することも出来ないが。

　不意に真冬が真しん剣けんな眼まな差ざしで車内をぐるりと見渡す。さきほどまでの穏おだやかな表情とは、まったく別物だ。

「改めてですが、ここから先はイデアに突とつ発ぱつ的に発生する次元迷宮ダンジヨンとは、比べ物にならないほど危険な場所です。そしてあなたたちは学生として、その〝始まりの迷宮〟へとこれから探索に向かいます」

「学生は学生らしく、大人しく見聞に努めとけってやつ？」

　狗郎の言葉に、真冬は無言で首を横に振ふる。

「いえ、むしろ逆です。そんな甘えは捨ててください。──、一歩〝始まりの迷宮〟へ入ってしまえば、学生やムラサメなどといった立場の違いは関係ありませんから。実は私はあなたたちを、ディストピアに対たい抗こうできる戦力と見込んで、今回〝始まりの迷宮〟へお誘いしました」

「それは光栄な話だな」

「実際に遥斗さんたちには実績がありますからね。だからこそ私はみなさんに期待しているんです。自分たちの行動一つ一つが、〝始まりの迷宮〟攻こう略りやくへ繫つながって行く。ぜひそれを意識した上で、これからの探索に臨のぞんでください」

　その激げき励れいに遥斗は口角を上げて、大きく頷き返した。

　ここから先はまさしく戦地だ。各メンバーの顔を見渡すと、自分同様にほど良い緊張と熱い決意の色が窺うかがえる。

　どれだけこの日を夢見て、心に思い描えがいてきただろうか。十年の月日を空け、ようやく遥斗は故郷の首都トウキョウへと戻って来たのだ。




　　　　※




　数刻の後──、

　装甲車から降りた遥斗は、その目前の異様な光景に小さく息を吞のむ。

　遥斗たちを待っていたのは、高さ10メートルほどの巨大なコンクリート壁かべだった。赤土の荒野をぶった切るように、そのコンクリ壁が地平線の果てまで延びている。

　まるで来るものを拒こばむように、そそりたつ壁──、おそらくこの奥に〝始まりの迷宮〟が、広がっているのだろう。

　最後に装甲車から降りてきた羽奈子は、ぽかんと大口を開けながらそのコンクリ壁を見上げると、

「うわぁっ、何この壁……。ずーっと先まで続いてるよ。これもＳＡＲの建物アプリなのかな」

「いやいや。この壁は全部、通常建築物ですよ。政府の指揮の下もと、突とつ貫かん工事で〝始まりの迷宮〟を覆おおったんです。建物アプリだと迷宮に吞み込まれちゃいますから」

　その声と共に、黒いムラサメの制服に身を包んだ若い男がこちらへ近づいて来た。

　コンクリ壁の一か所に大きな両開きの鉄門が備え付けられており、そこを中心に数台の装甲車が停まり、カーキ色のテントが張られていた。

　よくみると他にも十数人ほどのムラサメの構成員の姿が確かく認にんできる。おそらく前線基地のようなものなのだろう。

　さきほどの若い男は、真冬の正面で足を止めると敬礼を向けた。

「お疲つかれ様です、天王寺隊長。御ご帰き還かんお待ちしていました」

「ありがとう。佐さ納の田だ曹そう長ちよう、私がいない間、何か変わったことはありましたか？」

「いえ、ゲート周辺では特に何も。中からの報告によると予定されていたエリアの攻略も滞とどこおりなく進んでいるようです」

「そうですか。それは良かったです」

「それで隊長──、彼らが例の……？」

　その若い男の視線がこちらへ向く。細ほそ面おもてに縁ふちなしのメガネと、温和そうな印象を受ける顔立ちだ。

　それに反応するように、杏奈が一歩前へと歩み出た。

「お世話になります。学園ヴァルフォール二年の緋桜杏奈です。ちょっと癖くせの多い奴やつらで、ご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが、よろしくお願いします」

「もともと一番の問題児だったお前が、それを棚たなに上げて言うことか？──学園ヴァルフォール一年の神凪遥斗だ。よろしく頼たのむ」

　杏奈に続く様に遥斗も挨あい拶さつを交かわし、その後に他のメンバーも自己紹しよう介かいしていく。

　そして最後にその若い男自身も──、

「特務機関ムラサメ、四番隊所属の佐納田です。天王寺隊長とは同期入隊なんだけど、あっという間に差を付けられて、今じゃその部下として頑がん張ばってます」

　その冗じよう談だん交じりの自己紹介に笑いがこぼれ、場に温かな雰囲気が広がる。

〝始まりの迷宮〟を目前にして、遥斗たちの緊きん張ちようをほぐそうと気を遣ってくれたのかもしれない。

「もう佐納田君ってば。あなただって幹部候補って言われてるくせに」

「いえいえ、隊長には遠く及およびませんよ。──それより、もうすぐに出発しますか？　すでに行軍の準備は調ととのっていますが」

「ええ。そのつもりです。明日あしたの夜までには中ちゆう継けい基地に辿たどり着きたいので」

「それは強行軍ですね……。学生のみなさんはほとんどが、〝始まりの迷宮〟へ入るのも初めてと聞いていますが」

「心配は無用ですよ。彼らに足りないのはその経験だけ。若いですがみなさん、とても優ゆう秀しゆうな創成士イマジニアです。下手な新人よりはよっぽど頼もしいと思います」

「了りよう解かいしました。でしたら、各隊員にすぐ出発することを告げてきます」

　真冬へ敬礼を向けてから、佐納田はゲートの方へと小走りで戻もどって行く。

　それを確認してから、真冬はこちらへ向き直ると──、

「そういう訳なので、みなさんもすぐに出発の準備に取り掛かかってくださいね。食料や水などの最低限の装備品は、こちらで準備してあります。佐納田曹長から、自分の分を受け取って荷物にまとめなおしてください」

「ああ、分かった」

「出発は十分後です──」







　高さ３メートルほどの巨きよ大だいな鉄門が、軋きしむような音を立ててゆっくり開く。

　それを目前で見ながら、遥斗は胸の高鳴りを抑えつけるように襟えり元もとを手で押さえた。

〝始まりの迷宮〟と外の世界を繫ぐゲートの前に並ぶのは、遥斗と杏奈をはじめとした学生たち六人と、真冬と佐納田以下、特務機関ムラサメの隊員五名──、併あわせて十一名の小部隊だ。

　とは言え、夢む幻げん都市イデアで次元迷宮ダンジヨンを探索する時に比べたら、明らかに大所帯だと言える。

　鉄門が完全に開くと、真冬たちムラサメの隊員が先に奥へと進み、その後ろから遥斗たちが続く。

　その先にはさきほどのものと同じ鉄門がもう一つ待ち構えていた。どうやらセキュリティを考えての二重扉とびらになっているらしい。

　背後の鉄門が歪いびつな音をたてて閉まり、同時に目前の門がゆっくりと開く。




　瞬しゆん間かん──、冷たい空気が遥斗の頰ほおを刺さし、視界が真っ白な風に包まれる。

　──これは中々、過か酷こくな環かん境きようの様だな……。

　門から一歩を踏ふみ出すと、シャリという音と共に足が軽く沈しずむ。

　目の前に広がっているのは凍いてつく吹雪ふぶきの吹ふき荒れる氷河の谷だ。白色のグラデーションだけで描かれた世界──、遥斗たちの両サイドには切り立つような氷の段だん壁ぺきが聳そびえており、その間を縫ぬうように細い道が吹雪の奥へと続いている。

　ただ立っているだけでも、体力が奪うばわれて行く様な感覚がある。

　体を切り刻む様な寒気に、羽奈子が頰を真っ赤にして声を震ふるわせながら、

「ざ、ざむいぃっ……。この氷河の谷ってＳＡＲの幻げん実じつ体たいってことだよね……。〝始まりの迷めい宮きゆう〟の中ってこんな寒さがずっと続くの？」

「いえ、ここからほんの数キロだけですよ。〝始まりの迷宮〟内は細かなエリアに分かれているんです。エンジニアチームによると、各エリアの気候や地形はもともと準備されていたＳＡＲの地形パターンの組み合わせでランダムに生成されているらしいです。ここはさしずめ氷山エリアといったところですね」

　そう答えた真冬の体はいつの間にかムートン生き地じのコートに包まれている。

　千影と他のムラサメの隊員もだ。防寒着の服ふく飾しよくアプリを起動したらしい。

　それを見て杏奈たちも、慌あわてて服飾アプリを起動する。各自のインプリメントから、眩まばゆい光の粒りゆう子しが溢あふれ、その姿はすぐに暖かそうなコートに包まれる。

　だがオーバークロックブーストの影えい響きようを受ける遥斗だけはそうはいかない。

　そんな遥斗を気に掛ける様に、千影が、

「姉さん、お伝えしておいた通り、遥斗は服飾アプリを使用することが出来ません」

「ああ、例の能力の影響でしたね。大だい丈じよう夫ぶです。遥斗さんの分のコートは別に準備してありますから。──佐納田曹長、彼に準備しておいたコートを」

「はい。──これに着替えてください、遥斗さん」

「余計な手間を掛けて申し訳ない。これで凍えずに済みそうだ」

　佐納田から立派な毛皮のコートと手て袋ぶくろを受け取ると、遥斗は背負っていた荷物を一いつ旦たん下ろし、それを身に纏まとった。さっきまでの制服姿よりは幾いく分ぶんマシではあるが、それでも吹き荒あれる吹雪の冷たさは身に染しみるものがある。

　そもそもこのエリアを支配する寒かん気きは、人間が生存できる範はん囲いを超こえている。

「それでは早さつ速そく出発しましょう。このエリアに長居することは死に繫がりかねません。〝始まりの迷宮〟の詳くわしい説明は、歩きながらさせていただきますね」

「ああ、それは同感だな。よろしく頼む」

　仕切り直しの様に、佐納田を先頭にムラサメの隊員が崖がけ底ぞこの道を歩き始めた。その後に、遥斗たち学生チームが続き、最さい後こう尾びに真冬が付くという形だ。

　氷に覆われているため足元は滑すべり易やすく、加えて谷の隙すき間まをすり抜ぬける向かい風が、容よう赦しやなく遥斗たちの体力を奪って行く。

〝始まりの迷宮〟を探索するということは、この過酷な環境を生活の基盤としなくてはならない。

　イデアの次元迷宮ダンジヨンでは、戦せん闘とう能力と冷静な判断力が重要視されているが、〝始まりの迷宮〟探たん索さくではそれに加えて高い体力と精神力も求められるようだ。

　歩きながら背後の真冬が気遣うように声をかけてくる。

「遥斗さんは、廃はい都とトウキョウのご出身だと聞いています。久しぶりのご帰郷がこんな形になってしまい申し訳ありません」

「真冬さんが気にすることじゃない。創成士イマジニア全体の責任だ。それにその手の感情は何も湧かないな。むしろあるのは、ずっと目指していた〝始まりの迷宮〟に、自分が今立っているという高こう揚よう感かんだ。──とは言え、この環境下で虚ゴ空なるース者トに襲おそわれるのは、あまり気が進まないがな」

「安心してください。油断はできませんが、ここは攻こう略りやく済みのエリアですので、虚ゴ空なるース者トに襲われる頻ひん度どは低いです」

「〝始まりの迷宮〟は各エリアを攻略しても、その姿までは元に戻らないようだな」

「はい、残念ながら……。〝始まりの迷宮〟中央にある量子型スーパーコンピュータ──通つう称しよう〝プラトン〟が全すべての〝始まりの迷宮〟のＳＡＲデータを管理していると言われています。その制せい御ぎよを取り戻さなければ、廃都トウキョウの姿が元に戻ることはありません。そのためには各エリアを一つずつ制圧して、迷宮中央までの道を切り開くしかないのです」

　かつてヘリや戦闘機などで、空路による迷宮攻略作戦を実行したこともあったと聞いたことがある。しかしその結果は悲ひ惨さんなもの──、ＳＡＲによる最さい新しん鋭えいの対空兵器アプリによってそれらはことごとく撃うち落とされたらしい。

　その被ひ害がいの甚じん大だいさにその後の空路からの攻略作戦は全て中止──、結局のところ真冬の言う通り、〝始まりの迷宮〟に創成士イマジニアが潜もぐり込むしか、攻略の道は無いようだ。




　そのまま吹雪の中を二時間ほど進んで行くと、道の先にはぽっかりと空いた洞どう窟くつが見えてきた。その奥には地の底へと誘いざなう様な暗くら闇やみが広がっている。

　吹き荒れる強風から逃のがれるように、探索チームはその洞窟の中へと入って行った。

　先頭を行く佐納田が手を翳かざすと、そこに光の粒子が集まり球体を成した。そこから溢れる光が洞窟内の闇を照らす。必殺技アーツアプリの一種らしい。

「おおー、いわゆる氷ひよう穴けつってやつかな。中々凝こった作りしてるなぁ」

　狗郎の声が反はん響きようするように響ひびいた。

　洞窟内は周囲の岩がん壁ぺきを覆うように氷が広がっており、天てん井じようからは幾いく本もの巨大なつららがぶら下がっている。吹きこむ風が弱まった分、寒さはいくらかましになったが、その景色が寒々しいことに変わりはない。

「もう少しで次のエリアです。そちらの方が気候的には楽ですので、先を急ぎましょうか」

　真冬に促うながされる様にして、遥斗たちは再び洞窟の奥へと歩みを戻した。

　するとすぐに、開けたホールのような場所へと出た。学園の教室二つ分ほどの広さの空間が、いきなり目前に広がった。

　その中ほどまで進んだ辺りで──、




「きゃぁっっ！」

　突とつ然ぜん、前にいた杏奈が悲鳴を上げると、そのまま後ずさるようにして尻しりもちをついた。

「どうかしたのか？」

「ひ、人っ！　人が氷の中にっ……」

　遥斗が駆かけ寄ると、震えた杏奈の指が示す先──、天井まで届く巨大な氷ひよう柱ちゆうの中にはムラサメの黒い制服に身を包んだ若い男が埋うまっている。

　苦く悶もんと恐きよう怖ふに歪ゆがんだその男の表情は、まるでさきほどまで生きていたかと錯さつ覚かくするほど生々しい。だがその一方で肌はだはマネキンのように白く透すき通っていて、完かん璧ぺきに生気が抜け落ちていた。

　羽奈子と狗郎も強こわ張ばった表情でその遺体を見つめている。

　そんな中で真冬は、その氷柱を愛いとおしむように撫なでながら──、

「彼は私の先せん輩ぱいに当たるムラサメの隊員だと聞いています。私が学生時代に初めて訪おとずれた時も、この氷柱は今と同じようにありました。このホールはかつてエリアを守護する巨大な虚ゴ空なるース者トが鎮ちん座ざしていた場所なんです」

「エリアを守護する虚ゴ空なるース者ト？」

　遥斗の質問に対して、真冬は神しん妙みような面おも持もちで一つ頷うなずく。

「〝始まりの迷宮〟には各エリアにそこを守護する虚ゴ空なるース者トが配置されているんです。その虚ゴ空なるース者トを倒たおすことで、はじめてエリアは攻略となります。このエリアを守護していたのは通称フロストドラゴン──、氷の力を操あやつる巨大なドラゴン型の虚ゴ空なるース者トです」

「この氷こおり漬づけの遺体は、その虚ゴ空なるース者トにやられたということか……」

「はい……。実はここは特務機関ムラサメが発ほつ足そくして、最初に攻略に成功したエリアだったんです。ですが当時はまだエンジニアによる迷宮内の解かい析せきも進んでおらず、創成士イマジニアの腕うでも今より未熟だったらしくて……。結果、そのフロストドラゴンの氷のブレスを浴びて、数十人の隊員が一瞬で氷漬けになってしまいました」

　改めて周囲を見回すと、壁かべに寄り掛かる様にして他ほかにも数体の氷漬けの遺体が見受けられる。

　真冬の話を聞きながら少しずつ平静を取り戻したらしい。遥斗の手がグイッと引っ張られる。そこに体重を預ける様にして杏奈は体を起こした。

「でも……、なんで遺体がそのままなんですか？」

「……。私としても心苦しいのですが搬はん送そうに手が回らないんです。ムラサメ隊員の全能力は、〝始まりの迷宮〟攻略のために発揮されなければなりません。ましてやこの過酷な環境下での遺体搬送となると、途と中ちゆうで虚ゴ空なるース者トに襲われた時のリスクがあまりに高い……」

　申し訳なさそうに顔を俯うつむかせた真冬だったが、すぐその気持ちを切り替かえる様に氷漬けの遺体をまっすぐに見つめた。そのまま敬礼を向ける。

「はじめて私がここを訪れた時、同行してくれたムラサメの方に言われたんです。この遺体を見る度たびに心へ刻んで欲しいと。自分たちは常に死と隣となり合わせにいることを、そして、〝始まりの迷宮〟攻略へと続く道は、多くの創成士イマジニアの犠牲によって築かれていることを」

　その言葉を聞いて、杏奈は唇くちびるを小さく嚙かみしめると、真冬に倣ならうようにして遺体へ敬礼を向けた。その表情からは切なさが滲にじんでいる。

　遥斗をはじめ他の学生も同じように敬礼を向ける。

〝始まりの迷宮〟を目指す覚かく悟ごや決意といったものは、自分の中ではとうの昔に固まっているつもりだった。だがこの遺体を前にすると、死ぬことへの恐怖と自分が背負っているものの大きさを否いや応おうなしに再さい確かく認にんさせられる。

　不意に真冬が口元を押さえて、ふっと微笑ほほえみを浮うかべた。

「ふふっ、でも何だか嬉うれしいです。自分が引き継ついだバトンを、次の世代に渡わたせた安心感なのかもしれませんね。とても心が温かいです」

「隊長、申し訳ありません……。行軍スケジュールに遅おくれが出ています」

　その佐納田の進言に、真冬は頷き返すと──、

「あらあら、余計な時間を取ってしまいましたね。そろそろ次のエリアへ向かいましょうか。この奥がゲートになっています」

　真冬に連れられるようにして、遥斗たちはホールの奥へと進んで行く。そして通路の奥まった先でその足を止めた。

「ここが次のエリアへ繫つながるゲートです。各エリアを攻略すると、その隣りん接せつするエリアへ繫がったゲートが開放されるんです」

　見た所、特に変わった様な場所はない。ただの氷ひよう壁へきの行き止まりのようにしか見えないが……。

　まるで見本を見せるかのように、佐納田がその氷壁に向かって手を伸のばした。

　そして指先が壁に触ふれる間ま際ぎわ──、




　水面みなもに小石を落とした様な波は紋もんが、目の前の空間に広がって行く。その中心では、佐納田の指先が見えない何かに埋まる様にして消えていた。

　佐納田は躊ちゆう躇ちよする様子も見せず、波紋の奥へとそのまま体を預けた。壁に吸い込まれる様にして姿が消えていく。

　それに続いて、他の隊員や千影も次々とゲートへと飛び込む。

　残った真冬はゲートの方を手で指し示しながら、

「みなさんもどうぞ。これで凍いてつくような寒さからも、ようやく解放されますよ」

「じゃあ俺から行かせてもらおう」

　遥斗はゲートの前へと立つと、そこへ真っ直すぐに掌てのひらを伸ばした。

　手が波紋の先へと吸い込まれた瞬しゆん間かん──、不思議な抵てい抗こうを皮ひ膚ふが感じた。まるで薄うすい空気の膜まくを突つき破った様な感かん触しよくだ。

　遥斗がゲートへと一歩を踏ふみ出すと、感触が手から腕、肩かた、胸と徐じよ々じよに伝わる。

　ついには顔がゲートを抜けると、眩まぶしい光が飛び込むようにして視界を塞ふさいだ。

　──うっ……。

　足先からは柔やわらかなクシャリとした感触が返り、体を撫でる風は柔らかく暖かい。

　光に目が慣れ遥斗がゆっくりと目を開けた。

　そこにはさきほどまでとは全くの別世界が広がっている。

　空からは暖かな陽ひの光が差し込み、海沿いに切り立った台地の上は、どこまでも丈たけの短い緑の草で覆おおわれていた。その先には濃こい緑が生おい茂しげった森や大きな湖も見える。

　牧羊地を彷ほう彿ふつとさせるような、のどかな森と丘おかがどこまでも果てしなく広がっている。さきほどの氷河エリアとは一転して、ここは気候もずいぶんと穏おだやかだ。

　遅れてゲートをくぐって来た杏奈や羽奈子も、その光景を前にして狐きつねにつままれたような表情を浮かべている。

　遥斗は毛皮のコートを脱ぬぐと、それを丸めて背負っていた鞄かばんの中へと詰つめ込んだ。

　最後に真冬がエリア移動を終え、纏まとっていたコートのアプリを解除しながら、森の方を指差す。

「あの森の奥に次のエリアへのゲートがあります。今夜はあの森の中での野営となりますので、よろしくお願い致いたしますね」




　　　　※




　日が暮れると同時に、森はその表情を一変させる。頭上に張り巡めぐらされた木々の枝は月明かりさえも遮さえぎり、辺りを包む闇は吸い込まれるように深い。

　そこで一夜を過ごす者の心を不安にさせる。

　たき火から洩もれるパチパチという乾かわいた音に交じって、時折、森の奥からは何ものとも判別のつかない生物の鳴き声が聞こえてくる。

　優に直径10メートルを超こえる巨きよ木ぼくに寄り添そうように、カーキ色のテントが二つ並んでいる。ここが今夜の遥斗たちの寝ね床どこだ。

　夕飯は野営用の缶かん詰づめで手軽に済ませた。食事を済ませると他にするようなこともなく、一日がかりでの移動とあって疲つかれている者から順に仮か眠みんを取ることになった。

　とは言えここは迷めい宮きゆうの内部──、いつ虚ゴ空なるース者トに襲おそわれるか分からない。当然ながら見張りを立てておく必要がある。

　二つのテントの間で、煌こう々こうと闇を照らすたき火──、それを囲むように遥斗と杏奈ともう一人、ムラサメの同行メンバーから任期一年目の二十歳の男性隊員が見張りとして起きていた。

　真冬は気を遣つかって見張りはムラサメの隊員が順番に行うと言ってくれたのだ。

　しかし遥斗としては気持ちの昂たかぶりのせいか、すぐに寝ねつけるわけもなく、こうして見張りの隊員に付き合うようにして起きていた。

　隣となりに座ってぼーっとたき火を見つめている杏奈も、きっと自分と同じなのだろう。

　ついさきほどまでは、その杏奈と張り合う様にして美亜も起きていたのだが、眠ねむ気けに負けてしまった様で、今は遥斗の腰こしにしなだれかかる様にして寝ね息いきを立てている。

「それにしても付き合っていただいて、ありがとうございます。こんなことを言うと、佐細田曹長に怒られてしまいますが、自分は気が小さい方なので、一人での見張りは心細いものがあったんですよ」

　遥斗の向かいに座る細ほそ面おもての若い隊員はそう言いながら、手元に落ちていた小枝を火にくべる。枝に付いていた実が熱せられてパチンと弾はじけた。

　この男、さきほど聞いたところによると工く藤どうという名らしい。まだムラサメに入隊したばかりの新人のようだ。実際にその雰囲気は学生っぽさを残していた。

　工藤はこちらへ人ひと懐なつっこい笑え顔がおを向ける。

「申し訳ありませんね。こんな場所で不便な野営を強しいてしまって。明日あした、中ちゆう継けい基地に着けば、もう少し安心して夜を過ごせるんですが」

「別にアンタが気にすることじゃないわ。出来ればふかふかのベッドと、温かいシャワーが欲しいとこだけど、まあこれぐらいの環かん境きようは覚悟の上だし」

　そう答えると杏奈は、さきほど工藤に淹いれてもらったハーブティーを一口啜すすった。そしてそのまま虚うつろな眼まな差ざしを、足元のたき火へと向ける。

「今日はいつになく静かだな。普ふ段だんのお前を思うと少し気味が悪いくらいだ」

「うっさいわね。私だって感傷的になる時もあるのよ」

　遥斗が入れた茶々に、杏奈はむぅと口先を尖らす。

「アンタだって見たでしょ？　あの氷漬けになった遺体を」

「あれを見て死ぬのが怖こわくなったのか？」

「……。別に私が死ぬ分には良いの。兄にメールを貰もらった時から、〝始まりの迷宮〟を目指す腹は決まってたし。その途中で自分が死ぬことも、その死が誰だれかの礎いしずえになるのも覚悟の上。……でも仲間が目の前で死ぬってこと考えたら、急に胸が苦しくなってきちゃって」

　かつて杏奈は自らの判断ミスが原因で、旧ギルドのメンバーに大おお怪け我がを負わせてしまった経緯いきさつがある。だからこそ余計に、仲間が傷つくことに臆おく病びようになっているのだろう。

「まあ百歩譲ゆずって遥斗、アンタは良いわ。ずっと昔から〝始まりの迷宮〟を目指して来てたわけだし。でも羽奈子とか狗郎とかはさ、きっとこんなに急に〝始まりの迷宮〟へ探たん索さくに入るなんて、想像すらしてなかったんじゃないかなって」

「あいつらも、あいつらなりに覚悟を決めてここに来たんだ。仮に誰かが死ぬことになったとしても、それをお前が自分のせいだなんて思うのは失礼だと思うがな」

「分かってる。もっと仲間を信じろってことでしょ？　でも頭じゃ理解できても、気持ちが割り切れないの」

　そう言葉を吐はき出すと、杏奈は心の不安を抑おさえる様に、マグカップに入ったハーブティーを一気に飲み干した。

　不意に、さっきまで自分たちの会話を黙だまって聞いていた工藤が笑いだす。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。みなさんが死ぬことは、よっぽどじゃなければ有りません。こんな下っ端の自分でも、〝始まりの迷宮〟内でどうにか無事生きていけてるんですから」

「逆に言えば生きてこられたってことが、創成士イマジニアとして優ゆう秀しゆうな証あかしだと思うが」

　遥斗のフォローに、工藤は恥はずかしそうに頰ほおを搔かく。

「自分なんか本当に全然なんです。まだ研修中なので未攻略のエリアにも立ち入れませんし。それにムラサメに入れたのだって、学生時代最後の定期決闘デユエルで、たまたま相手が自分と相あい性しようの良い人だったからなんです。勝ってギリギリでランク入り出来た上に、その戦いをムラサメの幹部の方が見学に来ていて」

　その工藤の話を聞きながら、杏奈は急にはっとした表情を浮かべると、怪け訝げんな顔で小首を傾かしげる。

「ねえ、工藤さんだったかしら……？　私、アンタと学園であったことある？」

「はい、ようやく思い出してくれましたか。自分は昨年までお二人と同じ学園ヴァルフォールに通ってたんですよ。杏奈さんとは決闘で戦ったこともありますし」

「へぇー……。でもゴメン、さすがにそこまでは覚えてないわ」

　その杏奈の失礼な発言に、工藤は少し寂さびしそうな表情を浮かべる。

「まあ開戦から三十秒持たずにやられてしまいましたからね。覚えてないのも無理ないですよ。こんな自分でも今日までやって来られたんです。優秀なみなさんが、そう簡単にやられるなんてことは──」

　ムクリ──、

「嫌いやな獣けものの臭におい……」

　工藤の言葉を遮ったのは、唐とう突とつに体を起こした美亜だ。

「……ちょっと美亜？　アンタ寝ね惚ぼけてるの？」

　怪訝な表情を浮うかべる杏奈を無視して、美亜は闇やみの奥へと威い嚇かくするような鋭するどい眼差しを向けている。

「あそこ。黒い何かが動いた」

　そう指差す先を遥斗たちも目を凝こらして見てみるが、美亜ほど夜目が利きかないので、その存在を確かめることは敵かなわない。だが美亜がそんな冗じよう談だんを言う性格ではないのは、遥斗も良く知っていた。

　視線を送ると杏奈も真しん剣けんな面持ちで小さく頷うなずいた。

　一気に張り詰めた緊きん張ちよう感かんが場を支配する。

　遥斗は脳内に浮かぶブルーのインターフェース画面──、サードアイへ意識を向けると、手早くシルバーリムズを立ち上げた。

「幻げん影えい換かん装そうっ！」

　右みぎ肩かたに装着したインプリメントから光の粒りゆう子しが溢あふれ出て、それは瞬またたく間に銀白色のナックルとブーツを作り上げる。

　そして遥斗が構えを取ると同時に──、




　ガシャァアアンッ[image: !!!]

　一いち陣じんの風を纏まとった黒い塊かたまりが、いきなり闇やみ夜よを切り裂さく様に降ってきた。

　遥斗たちが咄とつ嗟さに転がる様にその黒い塊を躱かわすと、それになぎ払はらわれるようにして、たき火の炎ほのおが飛び散った。

　散らばった炎は周囲の乾いた枯かれ葉や小枝に燃え移り、夜の森をぼんやりと灯ともす。

　それに照らし出される黒い巨きよ大だいな影──、体長４メートルほどの体は黒く短い毛に覆われており、鋭い目が闇夜の中で妖あやしく輝かがやいている。

　口元から覗のぞく牙きばと前まえ脚あしの爪つめは鋭く、その姿は一見して巨大な猫ねこの様にも見える。だがその最大の特とく徴ちようは前脚と後ろ脚の間にある一枚布のような大きな飛膜だ。それをつかって木の上から滑かつ空くうするようにして、襲いかかってきたのだろう。イデアの次元迷宮ダンジヨンでは見たことのない虚ゴ空なるース者トだ。

　その猫型の虚ゴ空なるース者トの足元では、一人逃にげ遅おくれた工藤が腰を抜ぬかした様に座り込んでいる。

　それでも工藤は声を絞り上げ、

「てっ、敵てき襲しゆう───っ!!　虚ゴ空なるース者トっ、虚ゴ空なるース者トですっ!!」

　その叫さけび声とほぼ同じタイミングで、テントの中から真冬、佐納田、千影が飛び出した。

　数秒遅れで、狗郎と他ほかの隊員たちも飛び出してくる。

　虚ゴ空なるース者トは牙をむき出しながらぐるりと周囲を見み渡わたすと、体をバネの様に縮めてから上空へと飛び跳はねた。

　その姿は闇の奥へと再び消えて行く。

　だが退いたという訳でも無さそうだ。周囲からは小刻みにシュッシュッと空気を切り裂くような音が重なって響ひびいてくる。

　おそらく木の間を滑空しながら、襲うタイミングを窺うかがっているのだろう。しかも重複するように聞こえる音の数からして、虚ゴ空なるース者トはさっきの一いつ匹ぴきだけではなさそうだ。

「背中合わせで陣じん形けいを整えます。円を描えがく様にして死角を無くしてください！」

　真冬の指示通り、遥斗たちは陣を取り闇へと目を凝らす。周囲に広がった炎の灯あかりに照らされて、上空を何かが横切っているのがどうにか確かく認にんできる。

　真冬の指輪タイプのインプリメントから光の粒子が洩れ、それは彼女の手に操あやつられる様にして漆しつ黒こくの弓矢の形状を成した。弓には照準を合わせるスコープや矢の軌道を安定させるスタビライザーなどが付いており、メタリックなデザインをしている。

「私が撃うち落としますので、佐納田曹そう長ちようは追つい撃げきをお願いします」

「了りよう解かいしました！」

　そう返事した佐納田の両りよう腕うでには、刃はの長い爪状の武器ウエポンアプリがすでに展開している。

　真冬は弓の弦げんを力強く引き、上空目め掛がけて一本の矢を撃ち放った。

　その矢が闇夜へと吸い込まれるように消えて行くと──、




「ギィヤァァァァアアン!!」

　甲かん高だかい鳴き声が森中へ響き渡わたり、遥斗たちの数メートル先へ黒い塊が墜つい落らくしてくる。撃ち落とされた猫型の虚ゴ空なるース者トは、必死に手脚をバタつかせて体を起こそうとするが、それも敵わず、呻うめくように鳴き声を上げている。

　まるで見えない何かに押しつぶされているように見える。

　そこに佐納田が飛び掛かる様に爪をたて、虚ゴ空なるース者トは一いつ瞬しゆんにして刻まれていく。漆黒の体を構成していたグラフィックが崩くずれ、それは煌きらめきながら散っていた。

「グラヴィティ・アロー……」

　隣となりにいた千影が得意気に口角を上げながら、そう漏もらした。

「姉さんの使っているあの弓型の武器ウエポンアプリの名だ。あの矢に貫つらぬかれた者は、通常の十倍の重力に押しつぶされ二度と起き上がることは出来ない」

「恐おそろしい能力アプリだな。一いち撃げきでも喰くらえば終わりという訳か」

　闇夜に向かって再びグラヴィティ・アローが放たれ、一いつ拍ぱくの後に猫型の虚ゴ空なるース者トが落ちてくる。

　そこに千影の召しよう喚かんした馬の頭を持つ細身のゴーレム──、騎士ナイトが飛び掛かり、手に持った巨大なランスで頭を貫いた。

　死し骸がいはすぐに煌きながら四散して行く。

　──俺達も負けてられないな……。

　遥斗たちはゲストとしてここに招かれた訳ではなく、迷めい宮きゆう探索に貢こう献けんするためにやってきたのだ。真冬たちに守られているだけという訳にはいかない。

「狗郎っ、俺たちも行くぞ！　足場を頼たのむっ」

「おうよっ。任せとけって」

　狗郎の必殺技アーツアプリ──、ファントムによって光の粒子が狗郎の分身体を作り出す。

　遥斗が目配せを送ると、タイミングを見計らうようにして、分身体は頭上へと飛び上がった。

　１ワンテンポ遅れてから、遥斗もそれに続くようにジャンプする。空中で狗郎の分身体へと追い付くと、その肩かた口ぐちを踏ふみ台にするように再び跳ねて、体をさらに上空へと運ぶ。

　目前を横切る黒い影──、遥斗は黒い毛並みに手を伸のばすと、その喉のど元もとをがっしりと摑つかんだ。

　虚ゴ空なるース者トは呻き鳴きながら手脚をバタつかせ、その結果バランスを崩すようにガクンと黒い毛に覆おおわれた体が揺ゆれた。

　それを境に虚ゴ空なるース者トは真っ逆さまに地面へと落ちて行く。

　墜落の間ま際ぎわ──、遥斗が喉元を摑んだままの手を力任せに振ふり下ろすと、虚ゴ空なるース者トはもろに背中を地面へ打ちつけた。

　ドスンと強い衝しよう撃げきが遥斗にも伝わり、周囲に土つち埃ぼこりが舞まい上がる。

　猫型の虚ゴ空なるース者トは白目を剝むいたままダラリと口から舌を垂らし、その体は光を乱反射させながら散る様にして消えて行った。

　遥斗が起き上がって闇夜を見上げると──、

　同じ様にして上空へ飛び上がった狗郎のダガーが、虚ゴ空なるース者トの飛ひ膜まくを切り裂き、その体が空から落ちてくる。

　杏奈はそれを迎むかえ撃つように飛び上がり、両者の影が交こう錯さくすると同時に右手のクレイモアが一いつ閃せん、闇夜に銀白色の軌き跡せきを描いた。

　真っ二つに斬きり払われた虚ゴ空なるース者トの体は、墜落を待たずして闇の中で散って行く。

　残りの数匹ひきも美亜のヘルインパクトから放たれた小型ミサイル弾だんを浴び、黒くろ焦こげとなって木の上から降って来た。

　ようやく森の中に響いていた大気を切り裂くような音が止やんだ。

　それを確認してから杏奈は腰こしに手を当てて、小さく息をつく。

「これで全部かしら？　私の寝ね込こみを襲おそおうだなんて百年早いっていうの」

「大丈夫。もう気配は感じない」

　そう答えると美亜はヘルインパクトの武装を解いた。

　真冬もアプリを解除すると、ふっと口元を綻ほころばせ、

「みなさん、さすがですね。〝始まりの迷宮〟の虚ゴ空なるース者ト相手に、初戦からこれだけ戦えるだなんて。期待以上で驚おどろかされちゃいました」

　しかし──、

「そう言えばさ、羽奈子の姿がどこにも見えねえんだけど……」

　不安げな表情で狗郎がキョロキョロと周囲を見回している。

　確かに虚ゴ空なるース者トの襲しゆう撃げき時から、羽奈子の姿を見た記き憶おくが無い。

　ということは……。

　一同の視線が虚ゴ空なるース者トになぎ払われて潰つぶれたテントへ集まる。

　その予想通り、カーキ色のテント生き地じがモゾモゾと蠢うごめき、そこからひょっこりと寝ぼけ眼まなこの顔が飛び出してきた。

「うぅー……。なんかドタバタうるさいから、目がさめちゃったよぉ」

　吞のん気きに欠伸あくびを吐はき出す羽奈子の様子からして、襲撃に全く気付いて無かったらしい。

　杏奈は呆あきれる様にため息をつくと、まだ半分夢ゆめ心地ごこちの羽奈子の頭を拳で小突いた。

「あぅちっ！　もうっ、杏奈ちゃんいきなり何するの？　私、低血圧なんだから優やさしく起こしてよーっ」

「何するのじゃないっ。虚ゴ空なるース者トの襲撃があったのに、よくも今まで熟じゆく睡すいしていられたわね。どういう神経してるんだか、頭かち割って中身を見てみたいぐらいよっ！」

「ほぇー……。疲つかれてたせいか、そんなの全然気づかなかったよ」

　その羽奈子のあまりに能天気な笑え顔がおに、周囲から失笑が洩もれる。おかげで、戦せん闘とうで張り詰つめていた緊張感が一気に緩ゆるんだ。

「ふふふ、頼もしいじゃないですか。羽奈子さんみたいに、いつ如何いかなる場所でも熟睡できる太い神経も、〝始まりの迷宮〟探たん索さくでは大事になってくるんですよ」

「真冬さん、あんまり甘やかさないでくださいね……。じゃないとこの子、もっと調子に乗っちゃうんで……」

　ギルドリーダーとしての嘆なげきが籠こもった杏奈の一言に、さらに笑いが湧わく。

　遥斗もつられるようにして、ふっと笑いを溢こぼした。

　厳しい戦いの中に身を置いているからこそ、こういうゆるりとした時間は大切だ。いくら〝始まりの迷宮〟の中にいるとは言え、四六時中ピリピリしているのはナンセンスだ。神経の消しよう耗もうを抑おさえ、心に余よ裕ゆうを持っていなければ冷静な判断は下せない。

　だがそんな温かな雰ふん囲い気きをぶち壊こわすように──、




　パァ───ンっ[image: !!!]

　いきなり乾かわいた破は裂れつ音が目の前で響いた。

　何が起こったのか理解が追い付かない──、すぐ前にいた工藤の胴どう体たいが、いきなり爆ばく発はつして、その鮮せん血けつがベタリと遥斗の顔へ飛び散ったのだ。

「うっ……、あああぁぁ……」

　状じよう況きようが理解できていないのは攻こう撃げきを受けた工藤自身も同じの様だ。地面へ転がったまま、血まみれになった自分の体を、声を震ふるわせながら見つめている。

「あはははは、真っ赤にはじけたっ。とっても綺き麗れい……、まるで花火みたい」

　調子っぱずれの幼い声が森中に響き渡る。

　遥斗はハッとするようにその声の元へ視線を向けた。

　先ほど燃え広がったたき火の炎ほのおの奥──、赤色のゴスロリドレスに身を包んだ、ツインテールの少女が小首を傾かしげてこちらを見つめていた。

　いつの間にそこにいたのだろうか。まったく気が付かなかった。その少女の存在を視認した瞬しゆん間かんに、ベッタリとした悪お寒かんが遥斗の体を包んだ。

　この感覚には覚えがある。スナッチャーに対たい峙じした時と同種類のものだ。得体の知れない何かを見つけた時の、本能的な恐きよう怖ふ……。

「赤って綺麗でしょ？　だからみんないっぱい血を流して死んでね」

　そう言うと、少女は異様なまでに目を見開いて甲高い笑い声を上げる。その笑顔は気味悪さを通り越こして、猟りよう奇き的なホラーさえ感じさせる。

「撤てつ退たいです！　直ただちに森の奥へっ」

　強こわ張ばった顔で真冬がそう叫ぶと、すぐさま佐納田の手に武器アプリによる大型のハンドガンが現れた。

　トリガーが引かれ、森の中に数発の弾が撃ちこまれる。

　どうやらそれは煙えん幕まく弾だんだったらしく、瞬またたく間に周囲に白はく煙えんが立ち込める。

「佐納田曹長は先頭に立ってゲートまでの案内をっ。みなさんは最低限の荷物だけを持ってそれに続いてください！　私が最さい後こう尾びに付きます」

「了解です！──みなさん。こちらへ急いで！」

　真冬の指示を聞き、杏奈や羽奈子たちは事態がまだ整理できていないといった表情のまま、佐納田に付いて行くようにして、森の奥へと駆かけて行く。

　遥斗もそれに続こうとしたが、足元に倒れる工藤の姿が目に付いた。

　工藤の表情は苦悶と恐怖に染まっており、呼吸が浅くなっていくのが目に見えて分かる。

　不意に背中を強く押される──、真冬だ。

「彼はもう助かりません……。無事な者だけでも撤退をっ」

　悲痛な顔の真冬に促うながされるようにして、遥斗も森の闇やみの中へと駆け出す。

「だめぇ───っ！　ねえ、何で逃にげるのっ？　みんな私が嫌きらいだからぁっ!?」

　背後から少女の怒ど声せいが響ひびき、それを追いかける様に爆ばく音おんが耳をつんざいた。

　爆ばく風ふうが遥斗と真冬の体を吹ふき飛ばし、その勢いのまま地面へ投げ出される。痛みと衝撃で体が軋きしむが今は立ち止まっている暇ひまは無い。

　遥斗は近くに倒たおれていた真冬を抱だき起こすと、彼女に肩かたを貸す様にして森の中を走って行く。

「も、申し訳ありません、遥斗さん……。まさかこんなことになるなんて」

「あのイカレた女は一体何なんだ……？」

「彼女はディストピアを率いる七人のセブンス・革新者ウイザードの一人、名前をクインテッドと言います」

[image: ]

　以前に千影から、〝始まりの迷宮〟でディストピアを名乗る人物から襲撃を受けた創成士イマジニアがいると聞かされていた。加えて、そのディストピアを率いているのが、ＳＡＲを開発した七人の革新者であるという噂うわさも真実だったらしい。

「真冬さんがすぐに撤退を決めたってことは、よっぽどヤバイ相手みたいだな」

「はい……。ブラッド・フラワー──、彼女の装備する兵器アプリはレガリアの一つで、自分の領域テリトリーにある全すべての物体を自由に爆発させられるのです。あの能力アプリに何十人もの創成士イマジニアたちが殺されてきました。でもまさか七人のセブンス・革新者ウイザードが、こんな手前の攻こう略りやく済みエリアに現れるなんて……」

　つまりは想定外の異常事態ということらしい。

　クインテッドが自分たちを襲う目的が何なのかは知りようもない。あの言動を見る限り、本能任せの愉ゆ快かい犯はんとも十分に考えられる。

　だが果たして本当に自分たちは運悪く彼女の気まぐれに巻き込まれただけなのだろうか？　それとも──、もし仮にディストピアが自分たちを狙ねらう理由があるとすれば……。

　漆しつ黒こくの闇に包まれた森を駆けながら、遥斗は眉み間けんに一筋の皺しわを寄せた。







[image: ]　第二章　虚構の楽園と不帰の民







　空を覆おおう暗あん褐かつ色しよくの雲からパラパラと冷たい雨が降っている。膝ひざほどの丈の草が生おい茂しげる湿しつ地ち帯エリアを、遥はる斗とたちは一歩ずつ前へと進んで行く。

　その足取りが重いのは、足元のぬかるみのせいだけでは無かった。

　昨晩あの後、遥斗たちはどうにか次のエリアまで逃げることが出来たが、その途と中ちゆうでクインテッドの執しつ拗ような追つい撃げきを受け、ムラサメの隊員他二名が命を落とした。

　あの状況を思い返してみると、学生メンバーに犠ぎ牲せい者しやが出なかったことは奇き跡せき的とも言える。それは死亡したムラサメの隊員二人が庇かばってくれたおかげでもあるのだが。

　エリア移動後はディストピアの襲撃は止んだが、再び狙われないとも限らない。その不安から逃のがれる様に、遥斗たちは夜通しで〝始まりの迷めい宮きゆう〟内を歩き続けた。

　正午過ぎには今いる四つ目のエリアへ到とう達たつ──、それでも先頭を行く佐さ納の田だと真ま冬ふゆの進軍ペースが緩むことはない。

「わわわっ──、おっと」

　目の前で羽は奈な子こがぬかるみに足を取られて転びそうになったのを、寸前で遥斗は肩を摑つかむようにして支えてやる。

「ふぅー……。ありがとね、遥斗ちゃん」

「……大だい丈じよう夫ぶか？　さっきから歩きながら随ずい分ぶんふらついてたみたいだが？」

「えっ？　あっ、うん……。ちょっとしんどいけど、大変なのはみんな一いつ緒しよだからね」

　そう虚うつろな目で返事した羽奈子の額には大おお粒つぶの汗あせが浮うかんでおり、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で大きく肩で息をしていた。

　エンジニアである羽奈子は、自分たちと比べると体力の面で明らかに劣おとっている。この行軍は相当辛つらいもののはずだ。昨晩あれだけ熟睡していたのも、それだけ疲れていたからなのだろう。

　先頭を行く真冬は歩きながら振ふり返ると──、

「無理をさせてしまって、ごめんなさい。この先のゲートを抜ぬければ、すぐに中ちゆう継けい基地ですので頑がん張ばりましょう。そこならば安心して休めますので」

　励はげますように笑みを浮かべた真冬だったが、そこには昨日までの可か憐れんな華はなやかさは有りようもない。一晩で部下を三名も失ったのだ。無理をしているのがあからさまに分かる。

　誰だれもがそれを察してなのか、それ以上の会話も続かずに、遥斗たちは黙もく々もくと湿地帯を進んで行く。

　そうして小一時間ほど、重苦しい雰囲気のまま歩いて行くと、やがて湿地帯に浮かぶ小さな浮うき島しまへと出た。その中央には大きな枯かれ木が聳そびえる様に立っている。

　真冬は浮島へと上陸すると、その枯れ木の前でようやく足を止めた。

「みなさん、お疲つかれさまでした。ここがゲートです」

　真冬が手で示す先──、枯れ木は空くう洞どう化している様で、その根元にぽっかりと穴が空いていた。

「この先のエリアに、ムラサメの中継基地があります。ここをくぐればもう安心ですよ」

「ふぅー、それを聞いたらなんだか一気に疲れがきちゃったよ。それじゃお先に移動させてもらおうかなっ」

　羽奈子は声を弾はずませると、腰こしをかがめる様にして根元の穴へと入っていった。

　その奥──、波は紋もんの中へ吸い込まれる様にして、羽奈子の姿は消えていく。

　後に美み亜あ、杏あん奈な、狗く郎ろう、千ち影かげが続く。

　さっき真冬が、この先のエリアへ行けばもう安心と言っていたが、果たしてこの〝始まりの迷宮〟という敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかに、そんな心休める場所が存在し得るのだろうか──、

「遥斗さん？　どうかしましたか？　私たちは最後に移動しますので、どうぞお先に」

「ああ……。じゃあそうさせてもらおう」

　真冬に促される様にして、遥斗も木の根元の空洞へと足を踏ふみ入れた。

　異なる空気の層を突つき破った感覚が伝わり、移動と同時に眩まばゆい光が飛び込んできた。眩まぶしさから逃れる様に遥斗は額へ手を翳かざす。

　雨にぬれた冷たい肌はだを、やさしく包み込むように爽さわやかな風が吹き抜けた。

　徐じよ々じよに明るさに目が慣れ、遥斗がゆっくりと目を開けると──、




「これは……」

　目前に広がる光景──、遥斗は自分の目を疑うように眉間へ皺を寄せた。

　丘きゆう陵りようを下る様にして、その先にある大きな湖まで石造りの整備された道が続いている。その道沿いにはオリーブ畑が広がっており、その中に点々と風車小屋が建てられていた。

　そして何より一番驚おどろかされたのは、道の先の湖こ畔はんに広がっている景色だ。白しら壁かべにオレンジの屋根の家が、丘陵に沿って段々状に立ち並んでいる。

　陽ひの光が壁かべの白と湖面にキラキラと反射してまばゆい。その現実離れした、光景を見ていると、白昼夢を見ている様な気さえしてくる。

「ねぇ……。あれって街よね？」

　杏奈がこちらを見上げる様にして、呆ぼう然ぜんとした表情を向けてくる。

　千影以外の、はじめてここを訪おとずれるメンバーはみな同様の反応だ。

　真冬がこのエリアなら安心できると言ったのも意味が分かった。

　今までの四つのエリアでも、廃はい墟きよや遺い跡せきのような人工的な建造物は時折、見ることが出来た。だがこのエリアはそれとは明らかに違ちがう。人間がそこで生活しているような温かな雰ふん囲い気きがエリアに満ち満ちている。

　するとエリア移動を終えた真冬がうかない表情を向け──、

「やはり驚かれますよね……。迷宮内にこんな場所があるなんて。あの湖畔の街の一画が、ムラサメの中継基地になってます」

「やっぱりあれは街なのか……？」

「はい。実はあの街は色々と問題があるんです……。それは着いてからゆっくりと──、たぶん、街に着いたらみなさんもっと驚かれると思いますし」

　そう言うと、それ以上語ることを拒むように、真冬は石造りの道を街へと下って行く。

「ほら、私たちも行きましょっ。良く分からないけど、なんだか素す敵てきな場所よね」

「ああ……」

　杏奈に強ごう引いんに手を引かれて、遥斗もそれに続く。

　だが背中を弾ませている杏奈とは対照的に、遥斗の眉間には皺が寄ったままだ。

　さきほどの真冬の台詞せりふ──。街に着いたらもっと驚くとは、どういう意味なのだろうか。真冬の憂いを含んだ表情が気になる……。




　　　　※




　白い漆しつ喰くいの壁と鮮あざやかなオレンジの屋根の建物が、街頭に密集するように続いている。玄げん関かん脇わきやベランダには様々な花を咲さかせた鉢はち植うえが並んでおり、街に彩いろどりを添そえている。石いし畳だたみの通りを抜ける乾かわいた風は、温暖で心地ここちの良いものだ。

　その地中海のリゾート地の様な景観を楽しみながら、遥斗と杏奈は前を行く千影に連れられるようにして、迷宮内にある不思議な街を散策していた。

　街に到とう着ちやく後、真冬と佐納田は事務連れん絡らくを伝える必要があるということで、先に中継基地へと向かっていた。

　羽奈子、狗郎、美亜の三人も疲れが溜たまっているということで、一緒に基地へと向かいそこで仮か眠みんを取っている。

　残された杏奈と遥斗は、千影に誘さそわれて街を案内して貰もらうことになったのだ。

　街の高台へと続く坂道をのんびりと登って行くと──、

「ねえ、待ってよーっ」

「ほら早く行くぞ！」

　正面から三人組の男の子がすれ違うように駆かけ下りて行った。

　小学校低学年ぐらいの年ねん齢れいだろうか。ハーフパンツにＴシャツと、その服装は外の世界のどこにでもあるような普ふ通つうの子ども服だ。

　街に着いたらもっと驚く──、その真冬の言葉は、このことを指していたようだ。

　手を繫つないで歩く恋こい人びと同士に、花に水をまく年老いた女性や、子犬を散歩させる少女──、街の中にはムラサメの隊員以外に多くの住人の姿があったのだ。

　その正体は全くもって不明だが、彼らには一つの共通点がある。うつろさと言うべきか、空虚さと言うべきか──、心の奥の不安を押し殺しながら仮初の平和の中で暮らしている様に見えるのだ。

　不意に前を歩く千影が穏おだやかな表情で振り返る。

「不ふ謹きん慎しんかもしれないが、なかなか良い場所だろう？　ＳＡＲの幻げん実じつ体たいで出来てるとは思えないほど、リアリティーがあって居い心地ごこちが良い」

「まあ、それは同意するわ。創成士イマジニアとしてじゃなくて、プライベートで来たいぐらいにね。でもそもそも迷宮の中になんでこんな街が存在しているわけ？」

　その杏奈の根本的な疑問をかわすように、ふっと千影は鼻から笑いを溢こぼす。

「初めてここが発見された時も、ムラサメの隊員は相当驚いたらしいぞ。ちょうど今のお前たちと同じようにな」

「……。何それ？　全く質問の答えになってないわよっ」

「察しろ……。つまりは明確な答えなど無いということだろう」

　そう遥斗が横から口を挟はさむと、杏奈は「なら、最初からそう言え」と言わんばかりに不服そうに千影へ唇くちびるを尖とがらせた。

「遥斗の言う通りだ。なぜこんなものが迷宮にあるのか？　何の目的で作られたのか？　誰が作ったのか？　それらは未いまだ全くもって判明していない。分かっているのはこのエリアには虚ゴ空なるース者トが現れないってことだけ。──もっともそれも経験則でしかないがな」

「迷宮の中には、他ほかにも同じようなエリアが存在するのか？」

「〝始まりの迷宮〟探たん索さくは、私たちが入ったエリア以外の方面からも進められている。そちらの攻こう略りやくが進められる中で、ここと同じような街が見つかっているらしい」

「だとしたら偶ぐう然ぜんとも考え難がたいな……」

　通りの斜しや面めんが少し急になり、それをしばらく進んだ後、前を行く千影は路地裏へと曲がった。

　そのまま小道の奥にある階段を登っていくと、小さな教会が見えてきた。

　石造りのその教会の壁や屋根には、様々なレリーフや彫ちよう刻こくが並んでいる。古びて壁が欠けている場所もあるが、またそれが雰囲気を演出している。

「へぇ、雰囲気のある場所じゃない。まるで中世の世界に迷いこんだみたい」

「まあ建物内もお勧すすめだが、私のお気に入りの場所はこっちだ」

　千影は教会の正面を回る様にして、建物横の敷しき地ちへと遥斗たちを案内した。

　丘陵に迫り出すように位置するこぢんまりとした広場は、花か壇だんの管理も行き届いており、ちょっとした公園のような場所だった。

　吸い寄せられるようにして、遥斗と杏奈は広場奥の手て摺すりへと歩いていく。

「すごいわね、ここ……。街と湖が一望できるわ。まるで目の前に街のミニチュアが広がっているみたい」

　その杏奈の感想通り、眼下には一面オレンジ色の屋根と、青く透すき通った湖面が広がっていた。その鮮やかなコントラストが見る者の心を鷲摑みにする。

　千影は遥斗の隣となりへ来て、手摺へ肘ひじを置くと──、

「付き合わせてしまったな。私はこのエリアへ来た時は、心を休めるためにこの場所へ来ることにしてるんだ。もっともここから街を見下ろしてたそがれていると、切なさの様なものも感じずにはいられないがな」

「切なさ……？」

「ああ。ここの住民たちのことを考えると、どうしてもな……」

　その千影の言葉を聞いて、遥斗と杏奈は互たがいの顔を見合わせた。

　千影の表情は、街に入る時に真冬が見せたのと同じ様に、憂うれいを含ふくんだ様な複雑なものだ。

　遥斗たちの間に流れていた空気が、重くどんよりしたものへと変わっていく。

　この街の住人達は一体何者なのか──、遥斗が街に入った時すぐに感じた疑問だ。普通の一いつ般ぱん市民がわざわざ危険な迷めい宮きゆうを越こえて、ここで暮らしているわけがない。

　敢あえてそれを聞かずにいたのは、真冬と佐納田からそのことにあまり触ふれて欲しくないといった雰囲気がありありと出ていたからだ。

　千影は一つ息をついてから、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「ここの住人の存在は最重要秘密事じ項こう……。彼らの正体──、それは〝悪夢の七日間〟に巻き込まれて死亡した市民たちなんだ」

「──っ!?」

　あまりに突とつ飛ぴな話とあって、何も言葉が出て来ない。

　先に反論するように言葉を吐はき出したのは杏奈だった。

「ちょっと千影？　冗じよう談だんにしては趣しゆ味みが悪過ぎっ。だってあの人たち普通に生きて生活してるじゃないっ。普通に街を歩き回って、普通に笑いあって──」

「それは何をもって〝生きている〟と判断するかの違いだな……。既すでに彼らは生物としての肉体を失ってしまっている。彼らは迷宮内のサーバーに管理されたデータなんだ。言ってみれば虚ゴ空なるース者トと同じだ」

「う、うそ？　彼らが単なるデータって……。何で、そんなことが……」

　杏奈は動どう揺ようを押し隠かくすように口元を手で覆おおった。

　ふと遥斗の脳のう裏りにハイランドタワーの一件で戦ったスナッチャーのことが思い出される。あの不気味な男は確かに明確な自我と意識を持って、杏奈を狙ねらっていた。だがその一方で、その死に際ぎわの体を構成するグラフィックを散らす様子は、まるで虚ゴ空なるース者トと同じだった。

「どういう仕組みかは分からないが、〝始まりの迷宮〟内で死んだ人間は、死亡と同時にその生物としての構成情報がスキャンされるらしい。そしてサーバーで管理されたデータとして、迷宮内の街で再び蘇よみがえらせられる……」

「じゃあ工く藤どうさんとか、昨日死んだ他のムラサメの隊員も？」

「ああ……。恐おそらく迷宮内のどこかでデータとして生かされてるだろうな。彼らは生前の記き憶おくも持っているし、自我もしっかりしている。だがデータである以上、食料も必要無ければ睡すい眠みんも必要無い。ただこの街の中で意識を持ったまま、永遠とも呼べる時を過ごすだけ──、言ってみればこの箱庭の様な世界は、彼らの牢ろう獄ごくの様なものだ」

「ひどい……。そんなのって……」

　杏奈の表情が強こわ張ばり、やり場のない憤いきどおりをぶつけるようにギュッと拳こぶしを握にぎった。

　先ほど見たこの街の住民たち──、その笑顔の奥に憂いの様な不思議な空くう虚きよさが滲にじんでいた理由が分かった。自らの死を知った上で、データとして迷宮の中で生きていく。その精神状態を考えれば、心が蝕まれ、気が狂ってしまってもおかしくない。

　それでも十年という年月の流れの中で、突きつけられた現実とどうにか向かい合ってきたということだ。

　そしてその姿は、〝始まりの迷宮〟を探索する創成士イマジニアにすれば、明日あしたの我が身ということになる。

「実はどうしてもお前たちに言っておきたいことがあって、ここへ誘ったんだ」

「な、何よ？　急に改まっちゃって」

　千影はそう前置きすると、しばしの間を空けてから、こちらへ射い貫ぬくような眼まな差ざしを向けてきた。

「学園ヴァルフォールの生徒会長として言う。だからこそお前たちは死ぬな！　絶対に生きてイデアへ帰るんだ。お前たちが死ぬことはこの私が許さない」

　遥斗と杏奈は視線を交かわしてから、千影を真っ直すぐ見つめ返すと──、

「当たり前だ。こんなところで死ぬつもりなどさらさらない」

「ふん、何偉えらそうに言ってんのよっ！　別にアンタに心配されなくたって、絶対に生き残ってやるんだから」

「ふふふっ、念のためというやつだ。お前らがそう簡単に死ぬタマでないことは、私も良く知っているからな。──ん？　おっと……」

　千影は一いつ瞬しゆん、顔をしかめると軽く瞼まぶたを閉じる。

「サードアイに姉さんから呼び出しのメールが来た。すぐに中ちゆう継けい基地へ来て欲しいらしい」

「何かあったの？　まあいつまでも街をぶらついてる訳にも行かないし、私たちも基地へ行きましょっか」

「そうだな。──千影、ありがとう」

「礼を言われるようなことじゃない。私がここに来たかっただけだしな」

　口ではそう言うものの、昨日のクインテッドの襲しゆう撃げきの一件もあり、千影なりに自分たちを気き遣づかってくれたのだろう。

　千影はふっと笑みを浮うかべると、さきほど来た道を引き返す様にして、小道の階段を下りて行く。




　　　　※




　白しら壁かべの民家が並ぶ住宅街から湖沿いに北へ抜けると、古いレンガ造りの建物が並ぶ一画へと出た。砂すな埃ぼこりで薄うす汚よごれた壁はぼろぼろに崩くずれており、かなり年季が入っているように見える。

　さきほどの綺き麗れいな街並みを考えると、こちらは旧市街地といったところだろうか。

　ムラサメは、ここ周辺を中継基地として利用しているらしい。その証しよう拠こに通りでは、黒い制服姿の隊員が頻ひん繁ぱんに行き来しているのを見かけるようになった。

　そのまま千影に連れられるようにして、旧市街地の中を歩いて行くと──、

「見つけた」

　いきなりグイッと上着の袖そでを引っ張られ、遥斗が振ふり返ると、美亜がこちらをじっと見つめていた。なぜかその左手には食べかけのドーナッツがある。

「おーいっ、遥斗ちゃ───んっ！」

　羽奈子も一いつ緒しよだったらしく、大きく手を振りながら弾はずむように駆け寄ってきた。

　その後ろから続く狗郎だけは、なぜか疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子だ。

「三人とも仮か眠みんを取ってるんじゃなかったのか？」

「えへへー。そのつもりで、佐納田さんに宿舎まで案内して貰もらったんだけどねー。でもいざ寝ねようと思ったら、なんだか上手うまく寝付けなくってさ」

「だからみんなで中継基地をうろうろ」

　羽奈子の説明に追従するように美亜が続く。

　おそらく体は疲つかれているが、脳が興奮状態で寝られなかったのだろう。昨日の今日ということを考えると、それもしょうがないかもしれない。

　ただ狗郎だけは一人、背中を丸めて苦笑いを浮かべている。

「聞いてくれよ、遥斗……。こいつら酷ひどいんだぜ、俺が寝付いた辺りで、いきなり『探検に行くぞーっ』ってベッドに飛び乗って叩たたき起こしやがって。しかも羽奈子は〝始まりの迷宮〟で発はつ掘くつされたアプリが見たいって勝手に技術者室のサーバーを覗のぞこうとするし、美亜は食堂で給養員に無理言ってドーナッツ作らせるし……」

「えーっ、だって狗郎くんだけ一人置いてきぼりは可哀かわい想そうかなって」

　二人のやりとりを聞いていた杏奈は、脱だつ力りよくするように頭を抱かかえる。

「アンタ達、どこ行っても本当に変わんないわね……。基地で勝手なことして、イデアへ強制送そう還かんになるのだけは勘かん弁べんしてよね。──まあでも、そっちから来てくれて叩き起こす手間が省けたわ」

「へ？　何かあったの？」

　その羽奈子の疑問には、代わりに千影が答えた。

「実は姉さんから、呼び出しのメールが来た。この先にある研究棟とうに居るので、訪ねて欲しいとのことだ」

「ふぅーん……。俺たちとここで別れた時は、今日はもうゆっくり休んで欲しいって、言ってたんだけどな」

「疲れているところ悪いが、何やら会って欲しい人がいるらしくてな」

　呼び出された理由に一いち抹まつの疑問はあるが、真冬がすることだから、何か理由があってのことだろう。

　遥斗たちはそのまま美亜たちと合流し、旧市街地の奥へと進んで行く。

　そして数分ほど歩くと──、

　通り沿いの二階建ての建物の前で千影の足が止まった。

　住居というよりは、物置のような建物だ。両開きの木製のドアが大きく開け放たれている。だが今はムラサメがマシンルームとしてでも使っているのだろうか。壁かべ際ぎわの棚たなを埋めつくす様にしてサーバーが並んでいるのが、入り口から僅わずかに見える。

「たぶん、ここだと思うのだが……」

「真冬さん、中で待ってるんでしょ？　とりあえず入ってみて──、うわぁっ!?」

　中へ入ろうとした瞬しゆん間かんだった。

　いきなり白い塊かたまりが建物の奥から飛び出して来て、杏奈の体にしがみついたのだ。

「よく来た、杏奈っ。お前が来るのをずーっと待ってたんだ。よし、これで揃そろったっ！　これで〝始まりの迷宮〟を攻こう略りやくできるっ！」

　杏奈を抱だきかかえたまま、ハイテンションで叫さけんでいるのは白衣姿の女性だ。

　二十代後半の若い女性──、だが長い髪かみはボサボサで全く化け粧しようっ気けは無い。頰ほおはこけていて目の下にはクマも出来ている。素すの顔立ちが整っているギャップもあり、残念な美人という表現がピッタリだ。

「とにかく詳くわしい話は中でするぞ。お前たちも中へ入って来いっ」

「わっ？　へ？　あっ、ちょっとっ!?」

　混乱したままの杏奈を強ごう引いんに引きつれたまま、その女性は建物の中へと消えて行った。

　まるで嵐あらしが過ぎ去ったかのようだ。

　遥斗も互いに怪け訝げんな表情を浮かべたまま千影と顔を見合わせて、建物内へと足を踏ふみ入れた。

　薄うす暗ぐらい建物内には、外から見えていたサーバー類以外にも、さまざまなＳＡＲの関連機器が並んでいた。さっきの白衣姿からしてあの女性は、エンジニアの創成士イマジニアらしい。

　建物の奥にはたくさんの資料が積まれた大きな円えん卓たくがあり、その前には自分たちを呼び出した張本人である真冬の姿があった。こちらに気付いたらしく、席から立ち上がると申し訳なさそうに一礼する。

「疲れてるところを呼び出してしまって、ごめんなさい。本当は明日にでも紹しよう介かいしようと思っていたんですが、どうしても今日会いたいって聞かなくて……」

　白衣の女性はその真冬の話を一いつ切さい聞く様子も見せず、円卓の前までズカズカと歩いて行くと、

「よしっ。じゃあ早さつ速そく、作戦会議をはじめるぞ。簡単に状じよう況きよう説明を──」

「あーっ、もうっ！　ちょっと、いい加減にしてよねっ!!　そもそもアンタ誰だれっ……」

　話を遮さえぎって強引に女性の手を振り解ほどいた杏奈だが、そのまま相手の顔を見つめるといきなり固まってしまった。

　そしてたっぷりと間を空けてから──、

「……。りっ、律りつ華かさんっ!?　なな、何でこんな所にっ？」

「ふんっ、全く……。今いま頃ごろになって気付いたのか。頭の中身は子供の頃ころから全く成長していないみたいだな」

　律華と呼ばれた女性は呆あきれた様子で肩かたをすくめると、真冬の隣となりに座り円卓の上へと足を投げ出した。

　その二人のやりとりを見る限り知り合い同士に見えるが──、

「おい、杏奈。俺たちにも説明してくれ。彼女は？」

「ああ。ほらっ、ハイランドタワーの一件の後に少し話したでしょ。行方ゆくえ不明になってる兄に昔、付き合ってた人がいるって。当時の創成士イマジニア育成学園で兄と同級生だったの。当時、兄づてに何度か会ったことがあってね。──でも何で律華さんが、〝始まりの迷めい宮きゆう〟に？……」

「コホンっ。えっと、彼女の名前は雹ひよう藤どう律華──、ムラサメ四番隊のエンジニアチームのリーダーなんです」

　杏奈の紹介に、真冬が情報を付け足した。

「ってことは、律華さんは真冬さんの部下として、ここで働いているってことですか？」

「ええ……。まあ階級の上ではそうなるんですけど、律華さんは素す直なおに人の言うことを聞いてくれる様な方では無いので……」

「ああ……」

　杏奈は心中察するといった顔で、苦笑いを浮かべた。

　張本人の律華の方は、それを気にする様子もまったく見せずに、得意気な顔でテーブルを掌てのひらで二、三度叩いた。

「まあ、とにかく全員座れ。話さなければならないことがある」

　言われるがままに、遥斗たちが円卓を囲むように腰こしを落ち着かせる。

　それを確かく認にんすると、律華はテーブルの上に置いてあったインプリメント機能付きの端たん末まつ機器を操作した。

　光の粒りゆう子しが端末から洩もれ、円卓の上に立体地図を作り出す。

　周囲を囲む壁に、細かく分ぶん割かつされたたくさんのエリア、地図の中央には巨きよ大だいな塔とうのようなものが立っている。どうやらこれは、〝始まりの迷宮〟の全体図らしい。この中継基地があるエリアが赤く塗ぬられている。

　律華は鋭するどい眼まな差ざしで、ぐるりとこちらを見回してから──、

「真冬から聞かされてないようだから単刀直入に言う。今回お前たちが〝始まりの迷宮〟へ連れて来られたのは、私が緋ひ桜ざくら杏奈を必要としたからだ。それで真冬に頼たのんで無理やり連れて来てもらった」

　いきなりそう言われ、杏奈は戸と惑まどうように顔をしかめた。

　遥斗が千影の方をチラリと窺うかがうと、彼女は小さく首を振った。どうやら千影もこの話は聞かされていなかったようだ。

　すると真冬が気を遣つかうように、

「杏奈さんをお誘さそいすることが主目的だったのは確かですが、みなさんがそのおまけっていう訳じゃありませんよ。みなさんなら〝始まりの迷宮〟で活かつ躍やくできると判断したから、全員をお誘いしたんです」

「どういう理由であれ、〝始まりの迷宮〟に連れて来てくれたことに、俺が感謝してることに変わりはない」

　その遥斗の言葉に追従するように、狗郎や羽奈子も小さく頷うなずいた。

「それより、今言った杏奈が必要だって話を、もう少し詳しく聞きたいんだが」

「ああ、良いだろう。順を追って話してやる──」

　律華は席から立ち上がると、立体地図中央の巨大な塔を指差す。

「量子型スーパーコンピュータ〝プラトン〟──、この旧セントラルビルディングにあるサーバーで、〝始まりの迷宮〟を構成するＳＡＲは管理されている。まずは、このサーバーの制せい御ぎよを取り返さなくては、〝始まりの迷宮〟攻略などありえない」

「ああ、それはここに来る道中で聞いている」

「だが正せい攻こう法ほうでこの旧セントラルビルディングまで行くのは至難の業わざだろうな」

　言いながら、律華は端末のキーを叩いた。

　それに反応するように、立体地図の壁かべ端はじ側のエリアがいくつか青く点てん滅めつする。

　どうやら今、点滅している箇か所しよがすでにムラサメによって攻略されたエリアらしい。

「これを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、旧セントラルビルディングまでの道のりという意味では、攻略は10％も進んでいない。──だが諦あきらめるのはまだ早いぞ。廃はい都とトウキョウ内には、〝プラトン〟と同型の量子型スーパーコンピュータがもう一台眠ねむっている。名前は〝ウラヌス〟、この中ちゆう継けい基地のすぐそばだ」

　その言葉通り、律華の指が差すのはここから四つほどエリアを進んだ場所だ。そのうち未攻略となっているエリアはわずか二つだ。

　律華の説明は続く──、

「実はこの〝ウラヌス〟と〝プラトン〟の間で繫つながっていたネットワークが、十年たった今もまだ生きてるらしい。言い換かえれば〝ウラヌス〟のあるエリアまで行けば、そこからネットワークを介かいして、〝プラトン〟の制御を取り戻もどせるということだ」

「おいおいマジかよ。それってつまり、あとエリア二つ攻略すれば、〝始まりの迷宮〟そのものを攻略できるってことだろっ!?」

　驚おどろきと共に狗郎が声を上げた。

　そのいきなり天から降って湧わいたような話に、他ほかのメンバーも驚いた様子で顔を見合わせている。

　しかしだとしたら、わざわざ律華が杏奈を呼び出した理由が分からない……。

　その遥斗の予想通り、

「落らく胆たんさせるようで悪いが、話はもう少し複雑だ。──どうやら、〝始まりの迷宮〟は一種のコンピュータウィルスらしい。ネットワークを介して、次から次へとＳＡＲ管理サーバーへと感かん染せん。建物を迷宮で吞のみ込んで行く。だが無差別にウィルスが広がるのではなく、かつてはその感染が制御されていた形けい跡せきがある」

「かつては制御されていた？……」

　過去形の言い方に、遥斗は引っ掛かりを覚える。

「ああ。〝始まりの迷宮〟の広がりは〝悪夢の七日間〟の当初、ディストピアによって制御されていた。だが現在、訳あってその制御機構が奴やつらの手から奪うばわれた状態になっている。その結果、〝始まりの迷宮〟は広がることも収縮することもせずに、今の形状を保ったまま。イデアに発生する次元迷宮ダンジヨンはおそらく制御を失ったウィルスの暴走が原因だろう」

「その言い振ぶりだと、制御機構とやらが無ければ、たとえ〝プラトン〟にアクセスできても、ウィルスを除去して廃都トウキョウを元の形に戻すことは出来ないみたいだな」

　遥斗の指し摘てきに、律華は感かん嘆たんした様子で小さく拍はく手しゆした。

「杏奈の友達にしては、お前はなかなか鋭いな。その通りだ。制御機構が無くては、〝始まりの迷宮〟攻略は成し得ない」

「ようやく話が見えてきた。アンタが杏奈をここへ呼んだ理由──、それは杏奈の脳内にあるディメンジョンコマンドこそが、その制御機構だからだろう？」

　その推理を肯こう定ていするように、律華は無言のまま小さく頷いた。

　自然と皆みなから杏奈へ驚きの視線が集まる。

　当の杏奈は遥斗同様に、話の途と中ちゆうでそれに気付いていたらしく、驚きというよりは不安を押し殺したような硬かたい表情を浮うかべている。

「えっと、律華さん……。呼んでもらって悪いんだけど、私、ディメンジョンコマンドを自分の意思で起動することが出来ないの。イデアのハイランドタワーでも、それを暴走させちゃって、街が次元迷宮ダンジヨンに吞み込まれそうになっちゃったし……。あれって、迷宮を収縮させるだけじゃなくて、拡大することにも使えるのよね？」

「まあそういうことだ。だからこそ、その能力アプリをディストピアの連中に渡わたすわけにはいかない。真冬から聞いたが、昨日クインテッドに襲おそわれたらしいな。恐おそらく狙ねらいはお前だ。方法は不明だが連中は侵入者のおおよその位置情報をつかんでいるようだ。もっとも精度に難があるらしく、個体識別については時間がかかるみたいだがな」

　杏奈を〝始まりの迷宮〟に呼ぶことは、諸もろ刃はの剣つるぎだということらしい。ムラサメにとっての切り札であるが、逆にそれを奪われてしまえば、追い詰つめられるのは自分たち……。

　律華は場を仕切り直すように、軽く手を叩たたいてから──、

「物事にリスクが付き纏まとうのは、この世の常だ。ディストピアの動きはともかくとして、ディメンジョンコマンドの起動に関しては当てがある。宗むね近ちかの奴に、杏奈が〝始まりの迷宮〟へ来たら、自分の元へ連れて来いと言われている」

「今言った宗近って弥や神がみ宗近っ？　それって私のお兄ちゃんのことっ!?」

　杏奈は椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がると、律華へと詰め寄った。

「落ち着け、それ以外に誰がいる？　あの阿あ呆ほうで至し極ごくマイペースでいい加減な、お前の兄貴のことに決まってるだろう」

「じゃ、じゃあ、律華さんは〝悪夢の七日間〟以降も、ずっとお兄ちゃんと連れん絡らくをとってたの？」

「連絡が来るようになったのは私がムラサメに所属して、〝始まりの迷宮〟内に来るようになってからだ。だがあれは連絡なんて大層なものじゃない。一方的な情報の送信だ。まあ奴からの情報のおかげで、さっき説明した迷宮の構造や仕組みが判明したのだがな」

「ってことはお兄ちゃんも、〝始まりの迷宮〟のどこかにいるんだ……。ねえっ、どこにいるの？　律華さんなら知ってるでしょっ？」

　しかし律華は、ため息を溢こぼしてから肩をすくめて見せる。

「悪いが私は、奴がどこに潜ひそんでいるかまでは知らない。顔を合わせている訳でもないしな。だが前に連絡が来た時、宗近は妹には自分の居場所を知らせてるなどと言ってたが」

　すると杏奈ははっとした表情を浮かべる。

　その後にしばしの間を置いてから──、いきなり律華の端末を操作し始めた。

　呼応するように、立体地図上の一つのエリアが赤く点滅して表示される。この中継基地からすぐ近くの未み攻こう略りやくエリアだ。

　杏奈は自分自身を落ち着かせるように、一呼吸空けてから──、

「私が学園ヴァルフォールに入学した時に、お兄ちゃんの古いアドレスからメールが来て、それにディメンジョンコマンドのアプリデータが添てん付ぷされてたの。あと本文に、そのエリアの座標が書かれてて……」

　真冬は立体地図の点滅するエリアをじっと見つめて、何かを思い返すように顎あごへ手を当てる。

「ありえるかもしれません……。前にその未攻略エリアを訪おとずれたことがあったんですが、ワープ装置のような仕し掛かけのせいで奥に進めずに、攻略を諦めたんです」

「なるほど、宗近が侵しん入にゆう者を追い返すために、それを仕掛けた可能性は十二分にある。──おい、真冬。〝ウラヌス〟に至るまでのエリア攻略の進しん捗ちよく状じよう況きようはどうなってる？」

「順調だと聞かされてます。数日中には攻略できそうですね。すでに〝ウラヌス〟攻略のための本隊として、一、二、三番隊がこの基地に向かってます」

「いずれにしてもまだ少し時間があるな。早さつ速そく、明日にでもそのエリアの調査に行くぞ。──良いな、杏奈」

「律華さんってば、相変わらず勝手なんだから……。まあ私はもちろん賛成だけど──」

　律華の強ごう引いんな誘いに対して、杏奈はこちらを気にするようにチラリと窺ってくる。

　遥斗はそんな杏奈の背中を押してやるように──、

「お前がギルドリーダーなんだ。行きたいならどこまででも付き合ってやる。それに〝始まりの迷めい宮きゆう〟の攻略を目前にして、創成士イマジニアとしてそれに手を貸さない道理はない」

　すると他のメンバーも笑え顔がおを交かわしながら、

「杏奈ちゃん、水みず臭くさいよー。私も杏奈ちゃんのお兄さんに会ってみたいしね」

「ギルドは集団行動が大事。単独行動は厳禁」

「話のスケールの大きさにびっくりはしてるけど、ここまで来て付き合わない訳には行かねえしな」

　それを聞いて、杏奈は嬉うれしそうに頰ほおを綻ばす。

「みんな、助かるわ。でも無理だけはしないでよね。──っで千影、アンタはどうすんの？　ただの付き添そいなんだし無理に来る必要ないけど」

「ふん、馬ば鹿かを言うな。行くに決まってるだろう。学園ヴァルフォールの生徒会長として、お前たちを守る責務があるからな」

「偉えらそうにしちゃって、そんなこと言って足引っ張らないでよねーっ」

　口ではそう言っているが、杏奈の千影に向けられている眼まな差ざしには、自分たちへのものと同様に確かな信しん頼らいが感じ取れる。

　そのやりとりを、ニヤニヤ笑いながら眺ながめていた律華は──、

「仲間に慕したわれる人徳は兄あに譲ゆずりってところか。お前らを見てると、昔が懐なつかしくなってくるな。──まあとにかくこれで決まりだ。真冬、行軍の準備を頼たのんだぞ」

「任せてください。ムラサメ側のメンバーは、私と律華さん。残りは適当に選んでおきますね。あと必要な機材は──」




　ギ────ッ……──、

　真冬の話を遮さえぎるように、建物の入り口の方からドアの開く音が聞こえた。

　誰だれか客人だろうか……。

　遥斗が振ふり返ってそちらを窺うかがうと、幼い少女のシルエットが見えた。街の住人の子供かもしれない。もっとも逆光のせいで、その顔形までは判断できない。

「あー、もうっ。私がこの前、片づけてあげたばっかりなのにー。律華さんってば、すぐ散らかしちゃうんだからっ」

　その少女の声は明らかに幼い子供のものだが、喋しやべり方や語句は見た目より随ずい分ぶん大人びて聞こえる。

　真冬は小さく首を傾かしげると、

「律華さんのお知り合いですか？　小さい女の子が訪ねてくるなんて少し意外です」

「自分でもそう思う。街の子供に懐かれてしまってな。暇ひまらしくて、こうやってちょくちょくここに来て、世話を焼いてくる」

　少女は床ゆかに散らばった書類を拾いながら、円えん卓たくへと歩いて来た。

　そして照明の薄うす明あかりが、少女を照らした瞬しゆん間かん──、




　──そんなっ……。

　その懐かしい少女の顔に、遥斗は表情を強こわ張ばらせた。

　目の前の光景がにわかに信じられない。状況がすぐ理解できず、心臓を鷲わし摑づかみにされたような息苦しさに襲われる。

　羽奈子も少女の正体に気付いたらしく、愕がく然ぜんとしたまま固まっている。

　呆ぼう然ぜんと視線を送る遥斗に対して、少女は不思議そうな様子で小さく首を傾げながら、

「お兄ちゃんたちは誰なの？　ムラサメの人たちとは違ちがうみたいだけど」

　茶色がかった長い髪かみ、愛らしくくりっとした目に、薄うすい桜色の頰──、目の前にいる少女は、自分の記き憶おくに残っている姿と全く変わらない。

　間ま違ちがいない。目の前にいるのは夕ゆ映えだ──、〝悪夢の七日間〟の際に生き別れになった妹の夕映だ……。

　その生存が絶望的だと知りながらも、遥斗はきっとどこかで生きていてくれると信じていた。それがまさか、こんな形で再会するだなんて……。




　　　　※




　宿舎に宛あてがわれた遥斗の寝しん室しつ──、備え付けのベッドに座る遥斗と向かい合うようにして、もう一台のベッドの上では夕映と羽奈子が並んで座っている。

　真冬が再会を気き遣づかって、夕映も一いつ緒しよに泊とまれるように手配してくれたのだ。

「あははーっ、まさかお兄ちゃんとハナちゃんに再会できるなんて、思ってもみなかったよ。今日は今までの人生の中で最良の日かもねー」

「私も最初、夕映ちゃんを見た時には驚おどろいちゃったよ。でもさ、夕映ちゃんってば、最初は私たちのこと誰だか分からなかったでしょ？」

「だって二人ともすっごい大人になってるんだもん。なんかズルいなぁ。私だけ見た目、子供のままで。なんだか置いてきぼりにされたみたい。──あっ、でもよく見ると、ハナちゃんはけっこう昔のまんまかも」

「もーう夕映ちゃんてば、昔からすぐそうやって私のことからかうんだからー」

　笑いながら喋る二人を、ずっと穏おだやかな表情で見ていた遥斗だったが、不意に心に空くう虚きよさの様なものを覚え、視線を窓の外へと外した。

　街まち灯あかりがないせいか、夜空には輝かがやかしい満天の星が広がっている。

　妹と再会できたことが嬉しくない訳が無い。だが今この街に夕映がいるということは、彼女が〝悪夢の七日間〟で命を落としたということに他ほかならなかった。

　それは遥斗が胸の奥で信じていたのとは明らかに違うものだ。

　加えて、夕映が十年以上の年月を、ここに閉じ込められたまま過ごしてきたと考えると、切なさが心の淵ふちから押し寄せてきて、ぎゅっと胸を締しめつけるのだ。

　さっき夕映が言った言葉──、遥斗と会えた今日は人生最良の日かもしれない。

　もし〝悪夢の七日間〟なんてものが起こらなければ、その最良の日がずっと続いていただろうに……。

　不意に覗のぞきこむようにして、夕映が上目遣いを向けてくる。

「お兄ちゃんってば、どうかした？　さっきからずっと外眺めちゃって」

「ああ……。悪いな、少しぼーっとしてた。──それより、この街ではちゃんと暮らせてるのか？」

「はじめは色々ととまどったけどね……。でも大丈夫だよ。優やさしい大人の人たちもたくさんいるし。私たちみたいに親がいない子供たちの面めん倒どうみてくれる人たちがいてね。私もそこでお世話になってるんだ」

「そうか……。ってことは、やはり親父おやじたちはこの街にはいないのか」

「うん。〝始まりの迷宮〟には他にも同じような街があるらしいから、そこに居るのかもね。でも良かったよ。お兄ちゃんだけでも生きててくれて──、私的にはそのことが一番嬉しいかもしれないなー」

　そう言って、昔と変わらないキラキラとした笑みを浮うかべる夕映を見ていると、愛いとおしい気持ちが一気に溢あふれてくる。

　だが不意に夕映は俯うつむく様にして、不安そうな表情を浮かべた。

「あのさ、お兄ちゃん……。さっき律華さんの研究棟で聞いちゃったんだけど……。お兄ちゃんたちはさ、〝始まりの迷宮〟を攻略するためにここへ来たんだよね？」

「ああ、もちろんそうだ。それが、どうかしたのか？」

「私ね……、寝ねる時に不安になることがあるの。もしこの〝始まりの迷宮〟が攻略されたら、私たちデータになった人たちはどうなるんだろうって……。この迷宮と同じで、何も無かったみたいにフッて消えちゃうのかなぁって」

「……。それは──」

　慰なぐさめの言葉が続かずに、遥斗はそのまま口を噤つぐんでしまう。

　羽奈子も困ったような表情で、ギュッと唇くちびるを嚙かんだ。

　言ってみればデータとして〝プラトン〟に管理されている夕映たちは、〝始まりの迷宮〟の一部のようなものなのだ。その〝始まりの迷宮〟を攻こう略りやくして消してしまったら、迷宮の一部である彼らも消えてしまうと考える方が自然だ。

　迷宮の発生しない平和な世界と、データ化された人々の存在、その二つを天てん秤びんに載のせて計ったところで、そう簡単に答えが出るはずが無い。

　ムラサメが〝始まりの迷宮〟の情報公開を行わないでいる理由は、こういった問題が複雑に絡からんでいるからなのかもしれない。

　夕映は自分たちを気遣うように、ふっと表情を崩くずして笑顔を作ると、

「あはは、何かごめんね。せっかくお兄ちゃんたちが頑がん張ばってるのに、水を差すようなこと言っちゃって。私たちって本当ならもう死んで消えてるはずなんだもんね。だからきっと、このまま迷宮と一緒に消えて行くのが正しいんだと思う」

「夕映……」

「だからお兄ちゃんたちはさ、何も気にせずに自分たちの信じることをしてよ。私はそれをちゃんと応おう援えんする」

　そう言うと夕映はベッドから起き上がり、しがみつくようにして遥斗に抱だきついてきた。

　遥斗もその小さくて軽い体を抱き寄せると、やさしく頭を撫なでてやる。

「夕映、ありがとうな」

「うん。私、お兄ちゃんの妹で良かったよ……」

　だがゆっくりと夕映が体を離はなした時だった。

　遥斗たちのささやかな幸せの時間を邪じや魔まするように──、




　ドゴォォォオオオオンッ!!

「いぇあ───っ[image: !!!]」

　何かが崩れるような音と、野太い男の咆ほう哮こうが突とつ如じよとして外から響ひびいてきた。

　遥斗が窓から外の様子を窺うと、旧市街地の遠くで大きく土つち埃ぼこりが上がっているのが見える。

　そして、その直後に──、

「敵てき襲しゆうっ!!　ディストピアによる敵襲──、うわぁぁぁあああああ!!」

　ムラサメ隊員の悲痛な叫さけび声が夜空へ響く。

　先日のクインテッドによる襲しゆう撃げきが、遥斗の脳のう裏りを過よぎる。

　嫌いやな予感がする。今まで一度も敵の襲撃が起こらなかったこのエリアで、自分たちが訪おとずれた晩にいきなりそれが起こった。だとしたら狙ねらいは杏奈以外にはあり得ない。

「羽奈子、俺は外の様子を見てくる。夕映のことを頼んで良いか？」

「う、うん……。遥斗ちゃんも無理しないでね」

　羽奈子と夕映を残し、遥斗はそのまま部屋の外へと飛び出した。




　　　　※




　遥斗が宿舎から飛び出すと、外には既すでに杏奈、千影、美亜、狗郎の姿があった。自分と同じで外の騒さわぎを聞いて駆かけつけたらしい。

「ちょっと遅おそいわよ、遥斗っ」

「夕映が一緒だったからな。羽奈子に預けてきた。──それより敵は？」

「南西、１００メートル先。かなりの高速で移動中」

　美亜の言葉通り、南西の方角から破は壊かい音と共に土煙が立ち上る。

　そして次の瞬間──、

「きたっ」

　黒い人ひと影かげが飛び跳はねる様にして、空から降って来た。その人影が、落下の勢いのまま地面へ拳こぶしを振ふり下ろす。

　ドゴォォォオオオオンッ!!

　──くっ。

　咄とつ嗟さに飛び退のいて避よけた遥斗たちだったが、周囲に立ち昇のぼった爆ばく風ふうに煽あおられる様にして体が吹ふき飛ばされた。

　どうにか空中で体勢を整えて地面へ着地する。それから爆ばく心しん地ちを窺うかがうと──、

　地面には土が抉えぐり取られた様に、直径10メートルほどの巨きよ大だいな穴が空いている。

　そしてその中心ではドレッド頭の大おお柄がらな男がニヤけ顔で佇たたずんでいた。その男が身に纏まとっている漆しつ黒こくの鎧よろいは、スナッチャーが身につけていたのと同じものだ。やはりディストピアの手の者らしい。

　男はこちらへ血走った眼めを向けると、

「良いねぇー、お前ら。今の動きまあまあだったぜ。ようやく骨のある連中が出てきたみてえだなぁ」

　男が勢いよく両手を広げると、一気に体中の筋肉が隆りゆう起きして、纏っていた漆黒の鎧を打ち壊こわす。鎧は煌きらめく光の粒りゆう子しへと変化して、男の体全体を覆おおっていく。

「せっかくだ。絶望ってやつ見せてやろうか。お前らほどの連中に手を抜ぬくのは、失礼だからなぁ。せいぜい俺を楽しませてくれよっ」

　光の粒子が完全に体を包むと、男の体格は数倍に膨ふくれ上がった。

　一いつ瞬しゆんの眩まばゆい閃せん光こうが辺りを包み、それが止やむと同時に大きく変化した男の姿が明らかになる。

　身長５メートルほどに巨大化した男の体は、全身が暗あん褐かつ色しよくの短い毛に覆われている。手には鋭するどい爪つめ、頭部はまさしく獅し子しのそれだ。どうやら獣じゆう人じん化する変身アプリの使い手のようだ。

　まるでウォーミングアップとでも言わんばかりに、男は爪を軽く振るった。

「くっ……」

　それに合わせて敷しき地ち内に暴風が吹き抜ける。しゃがんで踏ふん張っていないと体ごと吹き飛ばされてしまいそうだ。

　男は牙きばをむき出すようにして、笑いを浮かべると──、

「一分だ。俺を相手に仮に一分でも生きてられたら自じ慢まんして良いぞ」

　大口を叩たたくだけのことはある。男から発せられる風格は、昨日のクインテッドと同等、もしくはそれ以上だ。

　だがたじろいでばかりもいられない。

　遥斗は脳内のサードアイへと意識を向ける。

「幻げん影えい換かん装そうっ！」

　肩かたに装備したインプリメントから光の粒子が溢れ、それは瞬またたく間に手足にシルバーリムズを形作る。

　そしてアプリを纏うと同時に、遥斗は男へと飛び掛かかった。

　地面を蹴けると同時に一瞬で景色が背後へ吹き飛び、黒い野や獣じゆうの姿が目前へ迫せまる。男の顔面目掛けて遥斗は拳を打ち抜く。

　しかし──、

　遥斗の拳を迎むかえ撃うつように、男の巨大な拳が振るわれる。

　そして二つの拳がぶつかり合った刹せつ那な──、

　遥斗の体を凄すさまじい衝しよう撃げきが貫つらぬいた、それとほぼ同じタイミングで背中から激しい痛みが伝わる。

　一瞬、何が起きたのか理解することが出来なかった……。

　平然と立っている男と、崩れた建物の瓦が礫れきに埋うまっている自分──、どうやら遥斗は男の一いち撃げきで、軽々と吹き飛ばされたらしい。

　男の血走った目が遥斗を捉とらえ、背中を嫌な汗あせが伝う。

　まるでとどめを刺ささんばかりに、男がこちらへ歩いて来る。

　しかしそれを阻そ止しせんと──、

「させないわよっ！」

　杏奈の左ひだり腕うでからクリムゾンアートによる巨大な炎ほのおの玉が放たれた。

　それにタイミングを合わせる様に、美亜のヘルインパクトのミサイル弾だん、千影の召しよう喚かんした歩兵ポーン、狗郎の分身体が四方を囲むように男へと襲おそいかかった。

　逃にげ場所などはない。そのまま四重の攻こう撃げきが男を吞のみ込んだように見えた瞬しゆん間かん──、

「ウォォォォォオオオオオンッ[image: !!!]」

　信じられないほど激しい咆哮が、男の口から天へと放たれた。

　そのあまりに重じゆう厚こうな音の振しん動どうを浴びて、杏奈たちの攻撃は簡単に搔かき消されてしまう。

　キイーンとした痛みが遥斗の耳をつんざく。

　より近くでそれを浴びた杏奈たちは、頭を押さえその場にしゃがみ込んでしまっていた。

　絶望的なまでの男の力の強大さに、遥斗は表情を強こわ張ばらせた。

　正直に言って今まで戦ってきた相手とは全くもってレベルが違ちがう。まるで別次元の世界に存在する悪あく魔まのようだ。

　それでも諦あきらめずに、遥斗が立ち上がろうとした時──、

　数本の漆黒の曲線が、星空を横切った。それは吸い込まれる様にして、男の手足を打ち抜く。

「ぐぅぅっ……」

　男は呻うめき声を上げて、重力に押しつぶされる様にその場へ膝ひざを突く。

　男と自分の間に舞まい降り、姿を現したのは真冬だった。今の一撃は、彼女のアプリであるグラヴィティ・アローによるものだったらしい。

　真冬の後に続いて、律華と羽奈子も姿を見せた。

　それを見て杏奈たちも、男と距きよ離りを取る様にしてこちらへ飛び退く。

「大だい丈じよう夫ぶですか、遥斗さん？　夕映さんは、佐納田が街へと護送しているので安心してください」

　真冬の手を借りて、どうにか遥斗は体を起こす。

「手をかけて悪いな。それよりあの獣けもの男おとこは一体何者だ？」

「あの男は七人のセブンス・革新者ウイザードの一人──、ゼクス……。まともに戦って敵かなう相手ではありません。今は私のアプリによる重力で無理やり押さえ込んでいますが、もう数十秒したら効果が消えてしまうでしょう。今のうちに早く逃げましょう」

「逃げるっていっても、一体どこに？……」

　その質問には代わりに律華が答えた。

「宗近の所へだ。ディストピアに居場所がばれた以上、このエリアにはもういられない。予定を早めて今すぐ出発するぞ」

　話しながら律華は、各メンバーに押しつけるようにして荷物を渡わたして行く。

「待てよ、てめえらぁ。背中向けて敵前逃とう亡ぼうなんて、クソつまんねえことしてるんじゃねえぞっ」

　男は全身の筋肉を震ふるわせながら、無理やり体を起こそうとしている。

　やはり少しずつ、重力が弱まっているようだ。

　時間はもうあまり残されていない……。

「さあ、みなさん早くっ！　後は私の部下たちがあの男の相手をしますので」

　やられっぱなしは気に食わないが、今はそんなことを気にしている余よ裕ゆうも無かった。

　真冬に急せかされるようにして、遥斗たちは旧市街地の闇やみの中へとその身を隠かくした。







[image: ]　第三章　悪夢の根源にいた者たち







　木々の生おい茂しげる密林の中──、遥はる斗とは額から流れる汗あせを拭ぬぐって、その奥へ奥へと足を進めて行く。

　大きな葉を持った様々な植物が生い茂るこのエリアは、湿しつ度どが高く蒸むし暑い。まるで赤道直下の熱帯雨林のような場所だ。進んで行く獣けもの道みち沿いには、何かの神の形を象かたどったような巨きよ大だいな彫ちよう刻こくなど、風化した遺い跡せきの残ざん骸がいが時折目に付く。

　エリアＢ30──、データ管理する上でムラサメがそう名付けたらしい。このエリアこそが、杏あん奈なのメールに添てん付ぷされていた座標の示す場所だった。

　深夜に中ちゆう継けい基地を逃にげる様に出発した遥斗たちは、エリアを二つほど移動した場所で仮か眠みんを取り、昼過ぎにようやくこの目的のエリアへ入ることが出来た。

　その後はこうやって道なき道を搔かき分ける様にして進んでいる。

「──っ？」

　いきなり甲かん高だかい羽音が木々の隙すき間まを縫ぬうように響ひびいた。

　──また虚ゴ空なるース者トか……。

　遥斗は眉み間けんに皺しわを寄せる様にして、周囲を見み渡わたす。

　先頭を行く真ま冬ふゆも既すでにそれに気付いたらしく、グラヴィティ・アローを換かん装そうして身構えていた。

「数が多そうです。みなさん注意してください」

　真冬の予想通り、何重にも羽音が重なった振しん動どう音がこちらへ高速で近づいて来た。

　そして──、

　密林の奥から現れた無数の狩人かりゆうどたち──、まるでカマキリとスズメバチをハイブリッドしたような姿だ。背には透すき通った薄うす羽ば、臀でん部ぶの鋭するどい針、手は巨大な鎌かま状になっている。

　その人間の子供ほどの大きさの昆こん虫ちゆうが、威い嚇かくするようにカチカチと顎あごを鳴らして、辺りを飛び回っている。

　しかし遥斗がシルバーリムズを起動する前に──、

「いい加減にしなさいよねっ。全部、焼き尽つくしてあげるわっ!!」

　杏奈の左ひだり腕うでに赤い紋もん章しようが激しく燃え上がり、それを躍おどらせるように手首をぐるりと回す。

　呼応するように遥斗たちの周囲３６０度に爆ばく炎えんが吹ふき荒あれた。

　炎の嵐あらしは虚ゴ空なるース者トたちは疎おろか、辺りの密林までをも一いつ瞬しゆんで飲み込む。

　そして数秒の後、炎が収まると──、

　遥斗たちの周囲十数メートルの範はん囲いには綺き麗れいな焼け野原が広がっていた。

　虚ゴ空なるース者トは全ぜん滅めつしたらしい、黒くろ焦こげになって地面に転がる物体が次々と煌きらめく様にして消えて行く。

　その光景を見た千ち影かげは、杏奈へ呆あきれた様子で、

「まったく痴しれ者め……、お前は加減というものを知らないのか？　あんまり派手に暴れると、またディストピアに場所を気づかれるぞ」

「うっさいわね。さっきから虚ゴ空なるース者トに散々襲しゆう撃げきされて、こっちはイライラしてんのよっ。これじゃいつまで経たっても探たん索さくが進まないじゃない」

　八つ当たりで森を焼き尽くすのはどうかと思うが、杏奈の気持ちも分からなくはない。

　遥斗たちがこのエリアに入ってから約二時間──、その間に優に二十回以上は、虚ゴ空なるース者トと遭そう遇ぐうしている。ほぼ五分に一回のペースで襲撃を受けていることになる。

　再び密林の奥へと歩き出した律りつ華かへ、遥斗も後ろから続きながら、

「ずいぶんと虚ゴ空なるース者トの数が多いように思えるが、未み攻こう略りやくエリアはどこもこんなもんなのか？」

「そうだな。まあこんなもんだろう。未攻略エリアの深部には、そこを守護する大型の虚ゴ空なるース者トが鎮ちん座ざしてる。どうやらその大型の虚ゴ空なるース者トが、小型の虚ゴ空なるース者トを召しよう喚かんしているらしい」

　言われてみれば、ハイランドタワーでも大きな蜘蛛くも型の虚ゴ空なるース者トを守る様にして、小型の蜘蛛が大量に出現した。あれも大型の蜘蛛が召喚したものだったのかもしれない。

「加えて、ここは真冬たちが探索に訪おとずれて以降、誰だれも入ってなかった可能性が高いな。それで召喚された虚ゴ空なるース者トが大量に溜たまってるんじゃないのか。──そう言えば、前来た時はワープトラップのようなもので、先へ進めなかったとか言ってたが……」

　律華は言いながら、チラリと隣となりを歩く羽は奈な子こへ視線を落とした。

　それに全く気付く様子も見せず、羽奈子は歩きながら小型の端たん末まつ機き器きを操作している。律華に言い付けられて、このエリアのマッピングをしているのだ。

　遥斗がその後頭部を軽く指で弾はじく──、

「あいたっ──、へ？　何？」

「もう少し周囲を見ながら歩かないとコケるぞ。──律華さんが、マップの状じよう況きようを知りたいそうだ。ちゃんと俺たちは先へと進めてるのか？」

「えっと、それは大だい丈じよう夫ぶかな。ちゃんと位置座標も動いてるし」

　それを聞いた真冬が、後ろから端末の画面を覗のぞきこんでくる。

「あっ、本当ですね。ちゃんと進めてるみたいで良かったです。前に来た時はどう先に進もうとしても、いつの間にか入り口のゲート周辺に戻もどされてしまったんです。まるで不思議の国へ迷い込んだみたいな話ですけどね」

「ふむ……。って事はだ。そのトラップが今は何らかの理由で動いていない。もしくは誰かが意図的に解除したってことか。──羽奈子、エリア内の大型の虚ゴ空なるース者トの位置は分かるか？」

　律華の指示に返事を返すと、羽奈子は再び端末を操作して──、

「えーっと、方角北東に大きな赤い反応あり。歩いている方向としてはあってるみたい。途と中ちゆうで虚ゴ空なるース者トに襲おそわれたとしても、あと一時間も歩けば着くと思う」

「このエリアは狭せまいですし、このまま一気に突つき進んでしまいましょうか。奥まで行けばきっと何か分かるはずです」

　そう話を切り上げると、生い茂る草を踏ふみ分ける様にして、真冬は歩く速度を速めた。

　遥斗たちも無言で視線を交かわし、その背中を追いかける。




　そうして虚ゴ空なるース者トを撃げき退たいしながら、密林の中を一時間ほど進んで行くと──、

　辿たどりついたのは崩くずれかけた宮きゆう殿でんの遺跡だった。切り出した巨きよ石せきが積み重なったその遺跡は、その内部までも密林の植物に侵しん食しよくされてしまっていた。壁かべには蔦つたが這はうように茂り、床ゆかから突き出した木々が、まるで柱のように天てん井じようを支えている。

　その遺跡の脇わきで美み亜あは不意にしゃがみ込むと──、

「ゴミ。スープの缶かん」

　指先で空になった缶かん詰づめのごみを抓つまみ上げてみせる。

　それを見た律華は眉間に皺をよせて、空き缶をひったくった。手て触ざわりや質感を確かめるように指で叩たたきながら、品定めするようにじっと見つめる。

「間ま違ちがいないな。このゴミはやはりＳＡＲの幻げん実じつ体たいではない。誰かがこのエリアに持ち込んで捨てたものだろう」

「ってことはっ、やっぱりこのエリアにお兄ちゃんがいるってことっ!?」

　食い気味の杏奈の質問に、律華は小さく唸うなってから、

「断定は出来ないが、この奥に何者かが潜ひそんで生活してるのは確かなようだな。──羽奈子、大型の虚ゴ空なるース者トの反応もこの建物内だったな」

「うん、たぶん入ってすぐの辺りかな」

　いずれにしても、この中にいけば全すべてが明らかになるようだ。

　遥斗は意識を脳内のサードアイへと向ける。

「幻げん影えい換かん装そうっ」

　声に反応するようにインプリメントから光が洩もれ、シルバーリムズが形を成した。

　他ほかのメンバーたちもそれぞれ、臨戦態勢を取るように各自のアプリを起動させる。

　真冬も左手脇に漆しつ黒こくの長なが弓ゆみを抱かかえながら、

「〝始まりの迷めい宮きゆう〟に潜む大型の虚ゴ空なるース者トの強さは、かなりのものです。さっきまでの雑魚ざことは比べ物になりません。ですがこのメンバーなら十分に戦えると思いますよ。無理せず、落ち着いて戦いましょう」

「ああ、分かっている。こんな所で死ぬつもりはないからな」

　そう返すと遥斗は遺跡の中へと足を踏み入れた。

　日ひ陰かげになっている分、少し空気が涼すずしい。だが崩ほう落らくした天井から陽ひの光が洩れるように差し込んでいるので、そこまで薄うす暗ぐらい訳では無かった。

　辺りはまるでエントランスホールのような大広間になっていた。足元には白い靄もやの様なものが立ち込めており、遥斗たちを誘いざなうように幾いく本もの柱が奥へと並ぶように立っている。

　その柱沿いに、奥へと歩いて行くと──、

「──っ!?」

　柱の奥──、天井から洩れる光の帯を大きな白い影が横切った。

　各メンバー共にそれに気付いたらしく、足を止めて周囲を見渡す。

　するとまるで来た道を塞ふさぐように、入り口のあたりに旋つむじ風かぜが発生した。巻き取られるようにして、足元に立ち込めていた霧きりが集まって行く。

　そして一瞬の煌きの後に、霧の塊かたまりは一いつ匹ぴきの獣けものへと変化した。

　体長十メートルほどの巨きよ軀くを覆おおう毛並みは銀色に輝かがやいており、眼めは青く目の前の者全てを威嚇するように鋭い。口元からは巨大な犬歯が覗いている。

　巨大な銀白色の狼おおかみだ。

「来るぞっ！」

　遥斗の叫さけび声と同時に、銀ぎん狼ろうは唸り声を上げながら、こちらへ突っ込んで来た。

　一瞬で距きよ離りが潰つぶされ、遥斗はそれを避よけようと身構える。

　だがその時、予想外なことに──、




　いきなり天井の割れ目から、黒い影が飛び降りてきた。

　その人影は、突とつ撃げきして来た銀狼の前へと立つと、その鼻先を押さえるように左手を突き出す。

　明らかな体格差があるにも拘かかわらず、その体当たりはいとも簡単に抑おさえ込まれた。

「ウォオオオ──ッン！」

　牙きばをむき出しにして唸り声を上げる銀狼だったが、その目の前の人物の姿を見ると何かに気付いたらしい──、

「ウウウウッ……」

　銀狼は威嚇するように声を震わせ、後ずさりする。それから忌々しげに一つ唸ると再び体を霧状に散らした。

　どうやら撤退したらしい。

　空から降って来た人影──、銀狼を追い払ったのは、二十代後半といった細身の男だ。

　長く伸のびきった髪かみは頭の後ろで、革かわひもを使って纏まとめられており、顎には無ぶ精しよう髭ひげが生えている。その顔立ちは精せい悍かんで鋭い。だが少し前屈みに曲がった背中と、虚きよ無む感かんの籠こもった虚うつろな目が僅わずかに陰いん気きな印象を与あたえる。

　杏奈はその男を呆ぼう然ぜんと見つめながら、震ふるえる手で口元を押さえていた。驚おどろきと喜びが入り混じった様な表情だ。

　この反応を見る限り、この男が杏奈の兄の宗むね近ちからしい。

　昨晩の遥斗と夕ゆ映えと同じように十年ぶりの再会なのだ。色々と思う所があるのだろう。

「お兄ちゃんっ!!　やっぱり生きて──」

　昂たかぶる感情のままに、宗近へ駆かけ寄ろうとした杏奈だったが──、




　パチーンっ！──、

　いきなり乾かわいた音が広間へ響ひびいた。

　杏奈より一足先に宗近へ詰つめ寄っていた律華が、その頰ほおへ平手打ちを放ったのだ。

　宗近は薄うす笑わらいを浮うかべながら、赤くなった頰をさすると、

「ひどい女だな……。これが十年ぶりに再会した恋こい人びとへの仕打ちか？」

「こんな近くにいながら、十年も顔を見せずに一方的に情報を送って来ただけの男に対する仕打ちとしては、生ぬるい方だ。──おい杏奈、お前も一発殴なぐってやれ。妹のお前は拳こぶしでいっても良いぞ」

「えっ？　あ、いや……。私は別に……」

　苦笑いを浮かべながら杏奈は、困った様子で頰を搔かく。

　どうやら律華の勢いに気け圧おされて、胸に込み上げていた感情も吹ふき飛んだらしい。

　おかげで兄妹きようだいの感動の再会といったシーンは、見事に流されてしまったようだ。




　　　　※




　宗近と合流した遥斗たちは、彼に案内されながら遺い跡せきの奥──、広間の先の通路へと足を進めて行く。

　どうやらこの先に根城にしてる一室があるらしい。

　先頭を歩く宗近は隣の杏奈へ視線を落とすと──、

「正直、少し驚かされたな……。ちょこまか後ろを付いて来てたあのチビが、こんなに女らしく成長するなんて」

「十年も経たってるんだから当たり前っ。むしろ私としては、お兄ちゃんの変化にガッカリなんだけど。髪をボサボサに伸ばして、おまけに髭までっ」

「それも仕方ないことさ。実際この十年ほとんど流浪生活だったからな」

　宗近はそう言って自じ虐ぎやく的な笑えみを漏もらす。

「って言うか、十年ぶりだっていうのに、なんでそんな平然としてられるの？　もっとこう妹にかけるべき言葉はないわけ？　お兄ちゃんのそういうとこ本当、昔のまんまなんだからっ」

　杏奈は不服そうな表情で、小さく頰を膨ふくらませた。

　二人の様子を後ろから見ていた遥斗は小さく笑う。

　並んで歩く宗近と杏奈の間には微び妙みような距離が空いている。

　杏奈としても兄との再会が嬉うれしくないはずがない。おそらくさっき抱だきつくタイミングを逃のがしてしまったせいだろう。冷静さを取り戻したことで、逆に久しぶりに会う兄とどう接していいのか分からなくなってしまったにちがいない。

　素す直なおに甘えられないあたりが、いかにもつよがりな杏奈らしい。

　杏奈は宗近の脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づきながら、

「そもそもさ、何でずっと姿を隠かくしてたのよ？　〝始まりの迷宮〟攻こう略りやくを目指すなら、別にコソコソしないで、一人の創成士イマジニアとして迷宮探たん索さくすればすむじゃない」

　その杏奈の疑問には、代わりに律華が口を開いた。

「したくても出来なかったってのが正解だろうな。コイツは〝悪夢の七日間〟の前まで、七人のセブンス・革新者ウイザードが主導で進めていた兵器アプリの開発プロジェクトに参加してた。それが原因で今もムラサメは、弥や神がみ宗近をディストピア側の人間と疑って行方ゆくえを追っている」

「おいおい。そこまで分かってて、出会い頭がしらに平手打ちしてきたのか？……」

「あれは半分、他人を利用した罰ばつだ。どうせ悪わる知ぢ恵えの働くお前のことだから、私に〝始まりの迷宮〟の情報を流せば、杏奈を連れて来てもらえると考えてたんだろう？」

　その予想は当たっていたらしい。

　律華がじとっとした目つきで睨にらむと、宗近は苦笑いで視線を逸そらした。

　以前に杏奈が入院していた時に、そんな話を聞いた記き憶おくがある。スナッチャーの使っていたレガリア──、ミスリルの開発にも宗近が携たずさわっていたと。

　だとしたらずっと表おもて舞ぶ台たいから消えていたのも頷うなずける話だ。下手へたに姿を現してムラサメに拘こう束そくされてしまえば、もう〝始まりの迷宮〟へ戻もどって来られない可能性が高い。

　弥神宗近は、この十年間ディストピアとムラサメの両方から追われていたということだ。その過か酷こくな状じよう況きよう下でも迷宮攻略に貢こう献けんしようと、信しん頼らいできるわずかな人物を頼たよって情報を送っていたらしい。

　よほどの神経の持ち主じゃなければ、途と中ちゆうで全てを投げ出してもおかしくないだろう。

　そう言えば──、

「さっき大型の虚ゴ空なるース者トを追い払ったように見えたが、あれも七人のセブンス・革新者ウイザードとアプリ開発をしていたことと関係があるのか？」

　遥斗の質問に、宗近は一つ頷くと、

「虚ゴ空なるース者トってのは簡単に言えば、召しよう喚かん獣じゆうアプリに自我を与え、その管理をＳＡＲサーバーに置いているってことになる。兵器アプリの開発中にそのコンセプトも既すでに提唱されていたからな。それを〝始まりの迷宮〟っていう巨きよ大だいシステムに組み込んだんじゃないかな。どちらのプログラム構成も知ってる俺からすれば、それを従えさせることも容易たやすい」

「あのー……、宗近さん。私も一つ確かく認にんしたいことがあるのですが──」

　そう話を切り出したのは真冬だ。真冬は宗近を見上げるようにじっと見つめる。

　宗近はふっと口元を綻ほころばすと──、

「いくつでもどうぞ、ムラサメのお嬢じようさん」

「私は律華さんから全てを聞いた上で、今回杏奈さんたちの招しよう聘へいに協力しました。つまり宗近さんの行方を追っているムラサメに対する裏切り行こう為いとなります。だからどうしてもちゃんと確認しときたくて。──あなたは私たちの味方ですよね？　もう七人のセブンス・革新者ウイザードたちとは無関係なんですよね？」

　問い詰める様なその質問に、宗近は困った様子で頭を搔く。

「前者の質問には自信を持ってイエスと答えられる。……ただ後者の方は残念ながらノーだな」

「それはどういうことですか？」

「あまり怖こわい顔で苛いじめないでくれ。説明したところで簡単に受け入れてもらえないだろうしな。まあ詳くわしくは俺たちの部屋へ来て貰もらえれば分かるさ」

　──俺たち？……

　ということは、遺跡内に宗近以外の人間がいるということだろうか。遥斗は引っ掛かかりを覚えるが、そんな疑問を余所よそに宗近は遺跡内の奥へ奥へと進んで行く。

　いくつかの角を曲がり、しばらく進んで行くと、やがて地下へと続く階段が現れた。

　宗近の後へ続いて、階段を降りて行くと──、

　教室一つ分ほどの広さの部屋──、そこには様々な雑貨や設備が揃そろっていた。照明器具も備え付けられており、型は古いが様々な家電製品も並んでいる。部屋の一角には缶詰などの備蓄用の食料も詰まれていて、壁かべ沿いの棚たなではたくさんの古いサーバー機器や、ＳＡＲ機器が冷れい却きやくファンの唸うなり声を上げていた。

「まるで秘密基地みたいだ」

　遥斗がそう漏らすと、それを聞いていた宗近は少し得意気に口元を緩ます。

「サーバー機器とインプリメントマシン以外は、ほとんどＳＡＲの家具アプリだけどね。食料はムラサメの中継基地から拝借したり、都市の災害用備蓄庫の跡地を漁ったり。サーバー類も迷めい宮きゆう内を歩き回って、使える機器や部品を拾って組み直したんだ」

　これだけの環かん境きようが整っていれば、ここに潜ひそんで生活していたのも頷ける。

　すると不意に──、

「切り札が、ようやく来てくれたみたいだね」

　部屋の奥の扉とびらが開き、一人の少年が姿を現した。

　背が低く見た目としては遥斗より、だいぶ年下に見える。銀白色の髪に、透すき通るような青白い肌はだ──、一見してひどく華きや奢しやに見えるのだが、落ち着き払はらった微笑ほほえみには、不思議な風格のようなものが備わっていた。

〝悪夢の七日間〟が発生したのが十年前──、当時の少年の年ねん齢れいを考えると、宗近に保護されて、ここで育てられたということだろうか。しかしそれならば、ムラサメや他ほかの政府機関に引き渡わたすでもなく、わざわざ彼を育てた理由が不明だ。

　律華も同様の疑問を覚えたらしく、眉み間けんへ皺しわを寄せると──、

「……宗近、この少年は一体何者なんだ？」

「彼の名前はアル。俺の協力者だよ。ＳＡＲの兵器開発プロジェクトで知り合って、一いつ緒しよにここで生活してるんだ」

「いや……、そういうことじゃない。ひょっとして彼は、データ化された人間なんじゃないか？」

「ああ……。えっと、それは──」

　宗近がどう質問に答えたものかといった表情を浮かべているのを見て、アルはそれを嘲あざけるように笑いを漏らす。

　それから律華の前まで来て、手を差し出した。

「初めまして、お姉さん。僕の名前はアル──、七人のセブンス・革新者ウイザードの一人です」

「──っ!?」




　　　　※




　さきほどの部屋から移動して、その奥にある小部屋──、様々な電子機器が乱雑に並べられ、壁には十数台のモニターが並んでいる。床ゆかはそれらをつなぐ幾いく本ものケーブルで埋うめ尽つくされていた。

　宗近によって、奥のその部屋へと通された遥斗たちは、モニターの前へ立つアルへと怪け訝げんな眼まな差ざしを向けていた。

　七人のセブンス・革新者ウイザードの一人──、理由はさっきアル本人が言った一言に尽きる。

　まず真っ先に口を開いたのは真冬だった。

「宗近さんと行動を共にしているってことは、アルさんも私たちの味方だってことでよろしいんですよね？」

「もちろん、そう思ってもらってかまわないよ。僕も〝始まりの迷宮〟が攻略され、廃はい都とトウキョウが元の姿を取り戻してくれることを願っている」

「でも七人のセブンス・革新者ウイザードの一人──、ディストピアの主要メンバーである貴方あなたがなぜ？」

「うーん……。ディストピアの主要メンバーって言われるのは少し心外。でもまあ君たちが、そういう疑問を抱くのは分かるよ。ただ状況はかなり複雑なんだ。少し長い話になるけど構わないかな？」

「もちろんです。差し支つかえ無ければぜひお聞かせください」

　真冬の言葉に追従するように、遥斗たちも小さく頷く。

　アルはそれを見て、ふっと微笑みを浮うかべると──、

「まあ宗近から君たちのことを聞いた時から、全部話すつもりではいたんだけど。僕が今から話すことは、端たん的てきに言えば〝悪夢の七日間〟の真実──、あの悲劇が起こってしまった理由ってやつだね」

「──っ!?」

　その仰ぎよう々ぎようしい前まえ振ふりを受けて、遥斗たちの間に戦せん慄りつが走る。

　なぜ〝悪夢の七日間〟が発生したのか、何が原因だったのか──、今までそれは一いつ切さい解明されずに、一いつ般ぱん社会ではＳＡＲの暴走として伝えられてきた。律華の様子を見る限り、おそらくムラサメの幹部たちでさえ知り得ていない情報だろう。

　全すべての創成士イマジニアが追い求めてきた真実が、今目の前で語られようとしている。

　アルは何から話したものかといった様子で、しばしの間少し顔をしかめてから、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「そうだなー……。この中で誰だれか、〝悪夢の七日間〟以前に、七人のセブンス・革新者ウイザードの姿を見たことがあるって人はいる？　もちろん写真とか動画とかでも構わないけど」

　当然ながら遥斗たち学生は当時の年齢を考えれば、見たとしてもそれが記憶に残っているかどうかすら怪あやしい。可能性のありそうな、真冬と律華の方をチラリと窺うかがうが二人とも小さく首を振ふった。

　律華は当時を思い返すように──、

「彼らは表舞台に出ることを極きよく端たんに嫌きらったらしいな。学会やビジネスの場に姿を現すことも皆かい無むだったと聞いている。そのせいで彼らの写真はまったく残って無いらしい。そういったことが、七人のセブンス・革新者ウイザードの存在の神秘性を高めて、都市伝説として語られている原因になってるんだろうな」

「そうなんだ。彼は根っからの人嫌いでね。気を許した僅わずかな人間を周囲に置く以外は、全く人前に出なかった」

「しかし、その話が〝悪夢の七日間〟の真実と関係あるのか？」

「そもそもの発ほつ端たんはそこだからね……。おかげで恐おそらく世界中の人間が大きな勘かん違ちがいを犯おかしている。七人のセブンス・革新者ウイザードって呼び名は、本来とある一人の科学者を指してるんだ」

「……それは、どういうことだ？」

　抽ちゆう象しよう的な言い回しもあって発言の意図がすぐに理解できない。

　遥斗が質問を返すと、アルはもったいぶるように少し間を置いて──、

「さっきの言葉の通りだよ。七人のセブンス・革新者ウイザードは、本当は一人しかいないってこと。元々僕らは一人の人間だったんだ」

　そこまで言うと、アルは端たん末まつを操作した。

　操作に反応して、壁に並んだたくさんのモニターが一いつ斉せいにとある青年の姿を映し出す。

　小こ綺ぎ麗れいに整えられたシルバーアッシュの、端たん整せいな顔立ち──、一見してその姿は好青年といった風にも見える。だが目つきの鋭するどさの割りに表情に力が無く、まるで世界そのものを拒きよ絶ぜつするような空くう虚きよさが感じられた。異常さと威い厳げんが同居している様な不思議な男だ。

「御み原はら九十九つくも──、彼こそが七人のセブンス・革新者ウイザードの正体にして、〝悪夢の七日間〟の首しゆ謀ぼう者しやだよ。彼には極ごく一部の人にしか話していない秘密があった。彼が自我を覚えた時、すでにその意識の中には僕らがいたらしい」

　そこまで聞いて、ようやく話が見えてきた。

　遥斗はじっとアルを見つめ、

「多重人格者──」

「そういうこと……。先天的なのか育った環境によるものなのか、御原九十九の脳内には自分自身を含ふくめた七つの人格が同居してたんだ。僕もその内の一人ってこと」

「なるほど……、七人のセブンス・革新者ウイザードって言葉は、御原九十九のその秘密を暗あん喩ゆした呼び名だったのか。それが〝悪夢の七日間〟の後に一人歩きして広まったと」

「もっとも九十九自身はその呼び名が嫌だったみたいだけどね。小さい頃ころから、どんな実績を挙げようとも認められることはなかった。ずっと精神異常者のレッテルを貼はり続けられたからね」

「じゃあ多重人格者であることを隠かくすために、表おもて舞ぶ台たいには出なかったのか……」

「でもそんな外野の声なんて無視して、僕たちはそれぞれ貪どん欲よくに知識を吸収し続けた。情報工学、脳科学、機械工学……。その賜たま物ものとして開発されたのがＳＡＲだよ。あの頃の僕らには確かな信頼関係があった。七人のセブンス・革新者ウイザードは、各分野のスペシャリストが脳内に同居した一人の天才科学者ってわけさ」

　アルは喋しやべりながら、昔を懐なつかしむように遠い眼差しをする。

　そんな表情を浮かべる理由は、その七つの人格が今はバラバラになったことと、関係があるのかもしれない。

「人間のデータ化技術によって、お前たちはそれぞれ別の体に分かれたのか？」

「〝悪夢の七日間〟の半年ぐらい前だね。九十九が急に個別の体に分かれることを提案してきたんだ。そもそも人間のデータ化技術は、そのために九十九自身が開発してたものだったしね。それに互いの研究を進める上でも僕らにとってはそっちの方が都合も良かった。でも今思えば、既すでにあの時九十九は〝悪夢の七日間〟を引き起こすことを決めてたんじゃないかな」

「計画を邪じや魔まされないために、他の人格を頭の中から追い出したということか……。だがそもそも何が目的で、九十九は〝悪夢の七日間〟を引き起こしたんだ？」

「彼の心の奥にあるのは、自分を認めて欲しいという自己顕けん示じ欲よくと、それが叶かなわなかったことに対する裏返しの憎ぞう悪おだよ。彼は世界を愛するが故ゆえに、強きよう烈れつに憎にくんでいる。だから全てを壊こわして、新しい世界を創つくろうとしたのかもしれない」

「新しい世界？　こんな迷宮ダンジヨンと虚ゴ空なるース者トに覆おおわれた世界がか？」
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「彼の本当の目的はその先にある──、ＳＡＲの様に現実の世界にバーチャルを引っ張り出すのではなく、コンピュータによって制せい御ぎよされた完かん璧ぺきなバーチャルの新世界」

　確かに現状のＳＡＲの技術に脳科学的なアプローチを加え、フルバーチャルの世界を作り出すという研究は既になされており、小規模なものに関しては成功例もあるらしい。

　だがそれで世界そのものを創るとなると、さすがに規模的に不可能だろう。莫ばく大だいなデータ処理にどれだけのサーバースペックが必要となるのか見当もつかない。それこそ世界中のサーバーをかき集めて、並列処理で繫つなぐ──、

　そこまで考えを巡めぐらせて、遥斗は思わず顔をしかめた。

「まさか……。世界中のサーバーの制御を奪うばうためのシステムが、〝始まりの迷めい宮きゆう〟ってことなのかっ!?」

「そういうこと。〝始まりの迷宮〟内で死んだ市民を無理やりデータ化したのは、その新世界の住人が欲しかったからだと思うよ。九十九自身を敬い崇めるためのね」

「それで街があったエリアには虚ゴ空なるース者トが出現しなかったのか……」

「九十九は〝始まりの迷宮〟を管理する主幹サーバーに〝プラトン〟を、バーチャルの新世界を管理する主幹サーバーに〝ウラヌス〟を選んだ。計画に賛同する仲間も集まり、他の六人の人格が気づいた時にはすでに、九十九の計画は引き返せない段階まで来ていたんだ……」

「その賛同した仲間というのが今のディストピアのメンバーだな」

「まあ賛同っていうと聞こえは良いけど、あれは半分脅きよう迫はくだよ。話を持ちかけられて、それを断った人間は次々と殺されていった……。僕たちの関係も壊れてしまったよ。九十九を止めようとした他の三つの人格も、サーバーから人格データを消されて存在を抹まつ殺さつされた。僕も宗近も、九十九に協力するしかなかったんだ。──もっとも、僕たちも黙だまって従ってたわけじゃないけどね」

　そう言うとアルは、得意気に笑えみを漏もらした。

　律華は何かに気付いたらしく、吹ふき出すように笑うと、

「宗近、ひょっとして、今現在〝始まりの迷宮〟から、その制御機構が抜ぬけているのはお前たちの仕し業わざか？」

「そういうことになるな。あれは俺とアルが仕し掛かけた時限爆ばく弾だん──、〝始まりの迷宮〟のシステム起動後、一定時間が経たつと制御を管理するプログラムが停止、自動消去するバグを潜ひそませておいたんだ」

「システム起動から七日経って、ようやくそれが爆発。結果、制御を失った〝始まりの迷宮〟は広がりを止めた。それを確かく認にんした僕らは九十九の下もとから逃にげ出したってわけ」

　つまり宗近とアルは、九十九に従うふりをして、被ひ害がいを最小限に抑おさえるために裏で協力して動いていたらしい。

　アルは棚たなに積まれたサーバーを指で差しながら、

「逃げる時に宗近が僕の人格データを外に持ち出してくれてね。今はこのサーバーを宿やど代しろにしてるんだ。これが僕の本体。──でも大変だったのは逃げた後だよ。〝始まりの迷宮〟を消すためには、もう一度その制御機構を作り直さなきゃならなかったからね」

　律華は部屋を見回しながら、同情するように──、

「この古い機材とツールで０からの開発となると正直ゾッとするな。加えてヒューマンリソースも全く足りん」

「おかげで再開発に十年近くもかかっちゃったよ。でもこのプログラムはちょっと特とく殊しゆな設計で組んでるせいで、僕以外に開発出来る人間はいなかったから、しょうがないけど」

「それでディストピアも、自分たちで作り直すことが出来なくて、そのプログラムを狙ねらってるわけか。──だから、その目を欺あざむくためにアプリ化した制御機構を、外の世界にいる杏奈へと託たくした」

　宗近は一つうなずいてから、杏奈へ神妙な顔を向け、

「まだディメンジョンコマンドを開発した段階では、迷宮攻こう略りやくのための全準備が調ととのったわけじゃなかったからな。それまでの時間稼かせぎが必要だったんだ。──杏奈、巻き込んで悪かったな」

　宗近にそう言われ、今まで黙って聞いていた杏奈は不ふ機き嫌げんそうに顔を俯うつむかせる。

　だがしばらくの間を空けてから、宗近を真っ直すぐ見つめ──、

「……いいわ。今回だけは特別に許してあげる」

「杏奈……」

「でも次回はないわよ。今度から何かトラブルに巻き込まれたなら、ちゃんと私に相談してよね。……もう私だって子供じゃないんだから」

「ああ、ありがとな」

　そう答えると宗近は杏奈の頭を優やさしく撫なでた。

　杏奈は嬉うれしさと照れ臭くささのせいか、頰ほおを真っ赤に染めて目をうるませていた。

　ようやく昔の距きよ離りを取り戻もどせたらしい。

　この二人を見ていると、思わず遥斗の脳のう裏りに昨晩の夕映との時間が過よぎった。夕映も生きていてくれたならという感情が同時に胸を締しめつける。

　不意にアルが真冬の方へと向き直って、大きく両手を広げて見せると──、

「これで僕のことを信しん頼らいしてくれたかな？」

「ええ。立場上のこととはいえ疑ってしまって申し訳ありません」

「良かった、良かった。──それじゃあ早さつ速そく、ディメンジョンコマンドのメンテナンスを始めようか。君たちはそのために来たんだよね」

　アルは杏奈の肩かたへと手を伸のばし、強ごう引いんに近くにあった椅い子すへと座らせる。

「あっ、そうだった……。メンテナンスすれば、ちゃんと私の意思で動かせるようになるのよね？」

「当然。元七人のセブンス・革新者ウイザードの腕うでを信じてよ。ちょっと頭の中覗のぞかせてもらうから、ネットワークポート開いてね。このアプリは脳内の深い場所にインストールされる設計になってるから、それだけ細かいメンテが必要なんだ」

「あっ、私にも手伝わせてくださーい」

「せっかくだからな。私も手を貸そう」

　羽奈子と律華は杏奈の下へと寄ると、自分の端たん末まつ機き器きを起動させた。

　その様子を見た遥斗は小さく息をつく。

　これでどうにか、〝始まりの迷宮〟攻略への道筋がつきそうだ。




　　　　※




　遺い跡せきの崩くずれかけた壁かべに背中を預けるように腰こし掛かけ、遥斗は空を見上げた。大きく崩ほう落らくした天てん井じようからは、星明かりが煌きらめく夜空を覗くことが出来る。

　杏奈のディメンジョンコマンドのメンテナンスが終わるまでの間、時間が空いたこともあり、遥斗は遺跡内で時間を潰つぶしていた。

　仮か眠みんをとっても良かったのだが、起きて頑がん張ばっている杏奈や羽奈子のことを考えるとそれも躊躇ためらわれた。メンテナンスをはじめてから、既に十時間近くが経っており、時刻は深夜を回っている。

　夜空に帯を引く様に延びる天の川を眺ながめながら、遥斗は一つ息をついた。

　ここ数日の疲つかれがどっと、体から滲にじみ出てくる。だが不思議と心地ここちの良い疲ひ労ろう感かんだ。〝始まりの迷宮〟の攻略というずっと心に描えがいていた目標が、目の前に見えてきたからだろうが。

　だがそれと同時に昨日会った夕映の笑顔が脳裏に蘇よみがえる。迷宮が攻略されれば、夕映のようにデータ化された人々は一いつ緒しよに消えてしまうかもしれない……。

　遥斗はまた一つ息をつくと、その葛かつ藤とうを振ふり払はらうように髪かみを搔かき上げた。

　──今はそれを考えるべきじゃないな……。

　この〝始まりの迷宮〟は、そんな迷いを抱かかえた状態でいて良い場所じゃない。ましてや、あのクインテッドやゼクスのような強敵を相手にするなら尚なお更さらだ。

　今はただ目の前に立ちはだかる壁に全力で立ち向かうことに集中するべきだろう。

　すると不意に背後から──、

「いたいた、全く何こんなとこでたそがれてるのよ？　おかげで捜さがしちゃったじゃない」

　聞き慣れた勝ち気な声に振り返ると、見上げた視線の先には杏奈が腰こしに手を当てて立っていた。なぜか照れ臭さを押し殺したような顔をしている。

「ちょっと隣となり座るわよ」

　こちらの返事など待たずに、杏奈は遥斗の隣へと腰を下ろした。

　そんな杏奈へ遥斗は笑いを漏らすと、

「メンテナンスはもう終わったのか？」

「もうほとんど終わったみたい。あとは細かいパラメータの調整だけだって。よっぽど疲れてたみたいで羽奈子なんか、倒たおれるようにして寝ねちゃったわ」

「そういうお前は休まなくて良いのか？　ここ数日歩き詰づめだったしな」

「なめないでよねー。私はそんな柔やわな鍛きたえ方してないの」

　ふんっ、と鼻を鳴らすと、杏奈はそっぽを向く。

　だがしばしの間をあけた後──、

　杏奈はこちらへ向き直り、じっと遥斗を見つめてくる。その頰はなぜか赤い。

「なんだ急にこっちを見て。何か言いたいことでもあるのか？」

「えっと……、あれよっ。アンタに一言お礼を言おうかなって、ちょっと思っただけ」

「お礼？　お前が俺にか？　怖こわいものがあるな……」

「うっさいわね、人が素す直なおになってあげてるのに、いちいち茶ちや化かさないでよねっ」

「悪い。茶化したつもりはないんだがな。少し意外だった」

　そう返すと、遥斗はふっと笑いを溢こぼす。

　杏奈は小さく唇くちびるを尖とがらしてから、気を取り直すように再びこちらを見つめると──、

「私一人じゃきっとここまで来られなかったと思って──、目標にしてた〝始まりの迷宮〟に来て、お兄ちゃんとも再会できて、迷宮攻略も見えてきた。でも学園でアンタに出会えてなかったら、あのまま一人で腐くさった毎日を過ごしてたんじゃないかなぁって……。フッとそんな気がしただけよ」

「礼を言われる筋合いはないな。別にお前のためにしたことじゃない。俺は自分の信じることをしてきた。その結果、お前と行く先が同じだっただけだ」

「アンタのそういうとこホント可愛かわいげないわよね……。スカしてないで、私がありがとうって言ってるんだから、どういたしましてで良いじゃないの」

　杏奈は呆あきれ顔で肩をすくめてみせる。

　だがしばらくして、ふっと息を抜くと──、

「でもアンタと話して少し気分が落ち着いたわ。たぶん緊きん張ちようしてたんだと思う。みんなが一いつ生しよう懸けん命めい、ディメンジョンコマンドのメンテナンスしてるの見てたから。自分の頭の中には、世界の命運を握にぎる大事な物があるんだって変な実感湧わいてきちゃって」

「お前にしては珍めずらしいな」

「私も自分は神経太い方だと思ってるけど、今回ばかりは話が別。……もし私が失敗したら全部が無む駄だになっちゃうでしょ？　お兄ちゃんとか、アルとか、死んでいったムラサメの人とか──、十年って年月をかけて、たくさんの創成士イマジニアが築き上げたものを全部崩すことになっちゃう」

　いきなり背後から会話に割り込むように、

「そんなに悲観的にならなくても良いと思うけどな。さっき君自身が言ったみたいに、仲間が君を次の場所へと運んでくれるよ」
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　振り返ると、アルが微笑ほほえみを浮うかべてこちらを見つめている。

「盗ぬすみ聞きか？　あまり良い趣しゆ味みだとは思わないがな」

「ただ出ていくタイミングを窺うかがってただけだよ。ちょっと話しておきたいことがあってね。それともお邪じや魔まだったかな？」

「別にかまわないわよ。そんなんじゃないし」

　杏奈の言葉を聞いたアルは、こちらへゆっくりと歩みを向けてくる。

「若い君たちは不安があるだろうけど、僕は今回の作戦は絶対にうまく行くと思ってる」

「何か根こん拠きよでもあるのか？」

「まあほとんど勘かんなんだけど──、ここに来た君たちを見たとき、ちょっと運命めいたものを感じたんだ。未来のために蒔まいた二つの種が、同時に僕の目の前に花を咲さかせて帰って来てくれたんだからね」

　──二つ？……

　その疑問を察したのか、アルは杏奈をまっすぐ見つめ、次に遥斗へ同様の視線を向けてくる。

「覚えてないかな？　神かん凪なぎ遥斗くん、僕は前にも君と会ったことがあるんだけど」

「……。悪いな、全く記き憶おくに無い」

「まあ当時君はかなり幼かったし、たぶんオーバークロックブーストを脳深くへインストールした影えい響きようで、その前後の記憶も消えているだろうしね」

　アルの発言に、遥斗は思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「それは、どういうことだ？」

「君の使ってるオーバークロックブーストは僕が開発したアプリってこと。御原九十九に対たい抗こうするための特別な力としてね。──〝悪夢の七日間〟が引き起こされた当日のことだったかな。迷めい宮きゆうに吞のみ込まれていく街の中で、僕はまだ幼い君と出会ったんだ」

「それで勝手に俺の脳内にインストールしたという訳か……。今さら文句を言う気も無いが、なんでそんなことを？　しかもわざわざ初対面の子供なんかに」

「うーん……。理由は二つあるかな──、オーバークロックブーストやディメンジョンコマンドみたいな脳の深い領域にインストールするタイプのアプリは、僕が基本理論を提唱したんだ。そうすることで従来のＳＡＲアプリより、高性能でデータサイズの大きなアプリをインストールできる。──でもちょっと制せい御ぎよに癖くせがあってね」

「ああ、確かに扱あつかいには相当苦労させられている」

「自在に扱うためには、インストール後に時間をかけてアプリを脳神経へ定着させる必要がある。あとは各オペレーターに合わせた細やかなメンテナンスもね。特にオーバークロックブーストは神かみ懸がかったほどの性能を持ってたものの、脳への定着に数年単位の時間がかかることが大きな問題だったんだ」

「それで当時、子供だった俺に目をつけたのか？」

「でも子供なら誰だれでも良かったって訳じゃない。君を選んだ理由は、初めて会った時の印象の強さかな。びっくりしたよ。迷宮に侵しん食しよくされていく都市の中で、妹の亡なき骸がらを抱えた一人の幼い少年がじっと空を睨にらみ続けてた。──泣くでもなく、呆ぼう然ぜんとするでもなく」

　アルにそう言われ、遥斗の意識下に眠ねむっていた当時の記憶が断だん片ぺん的てきに思い出された。

　虚ゴ空なるース者トに襲おそわれ切り刻まれた夕映の亡骸を抱え、天を見上げる自分──、その時に自分の心の内にあったのは、世界の不条理さに対する怒いかりと、妹を守れなかった自分の無力さに対する憤いきどおりだった。

「僕はあの強い意志の籠こもった瞳ひとみに賭かけたんだ。彼ならきっと成長して、また〝始まりの迷宮〟に帰って来てくれるって思って。──そして僕は賭けに勝った。今日、君に会った時に一いつ瞬しゆんで気づいたよ。君の瞳めにはあの日とおなじ強い意志が籠もってたから」

　創成士イマジニアとして鍛たん錬れんを積み続けたこの十年という年月は、どうやら全すべてこのアルという男の掌てのひらの内だったらしい。癪しやくではあるが、そのおかげで自分がここまで辿たどりつけたのもまた事実だ。

　しかし遥斗は自分の頭を指差しながら、

「残念だが、あんたの期待には添そえないな。俺はこのオーバークロックブーストを持て余してる。せいぜい最大出力の半分程度を制御するのが関の山だ」

「あはは、それは問題無いよ。言っただろ、このタイプのアプリには細やかなメンテナンスが不可欠だって。君のところのエンジニア──、白しら兎と羽奈子だったかな。彼女にオーバークロックブーストのプログラムコードを渡わたしておいた。彼女は、腕うでは十分だし、君の脳の特とく徴ちようも熟知している。メンテナンスは彼女に任せた方が良いかと思ってね」

「じゃあ羽奈子にメンテナンスしてもらえば、俺はオーバークロックブーストの力を完全に引き出すことができるのか？」

「もちろん。あのアプリは単純な戦せん闘とう能力という点では、現存するアプリの中では最強の力を持ってる。最大出力で起動出来れば、たとえ相手が七人のセブンス・革新者ウイザードであっても負けることはないね。兵器アプリ研究の第一人者である僕が言うんだから間ま違ちがいないよ」

　最強の力──、そのアルの言葉を聞いて、遥斗は視線を落として自分の手をじっと見つめる。

　この先、杏奈を連れて〝ウラヌス〟を目指すとなれば、再びクインテッドやゼクスが立ちはだかるのは確実だろう。この手の中には既すでに最強の武器が握られている。だとしたら、後は自分次し第だいということだ。

　その時、不意に──、




「まいったな……」

　アルが表情を歪ゆがめ、舌打ちと共にそう漏もらした。

「何かあったの？」

　不安そうな表情を向けた杏奈に、アルは苦笑いを返し、

「緊きん急きゆう事態ってやつかな……。このエリアを覆おおっていた僕のセキュリティシステムが何者かに突とつ破ぱされた。侵しん入にゆう者みたいだ。君たちを中へ入れる時に一いつ旦たんセキュリティを切ったのがまずかったらしい。それで僕たちがここを隠かくれ家がにしてるのがバレたんだろうね」

「えっ、それってマズイじゃない！　早くどこかに隠れないとっ」

「いや、たぶんもう遅おそいよ……。ディストピアのメンバーはその体をデータ化してる。迷宮化した場所であれば、どこにでも瞬しゆん時じに移動できるんだ。セキュリティが破られた以上、どこに隠れていても変わらない……」

　言われてみれば夢む幻げん都と市しイデアに現れたディストピアの手先──、スナッチャーも異次元へ繫つながる割れ目のようなゲートを通じて、神しん出しゆつ鬼き没ぼつに移動していた。

「死者をデータ化するプログラムを通じて、ディストピア側は迷宮の侵入者がどこにいるかを検知している。精度に難はあるけど、セキュリティを突破されてからの時間経過を考えれば、もう既に──」




　あまりにいきなりのことだった……。

「うっっ……」

　苦く悶もんの声と同時に、アルは崩くずれる様にして地面へ両りよう膝ひざをついた。その腹部からは鋭するどい爪つめが突つき出し、傷口から黒い霧きりが流れるように溢あふれ出る。

　そのアルの背後……。

　空間を切り裂さく様に漆しつ黒こくの割れ目が広がり、そこから暗あん褐かつ色しよくの毛に覆われた太い腕が飛び出している。その指先から伸のびた爪がアルの体を貫つらぬいていた。

　爪が引き抜ぬかれ、アルの体は操あやつり人形の糸が切れたように地面へ打ちつけられる。

　その毛むくじゃらの腕は、漆黒の割れ目の縁ふちを摑つかむと強ごう引いんにそれを広げた。

　割れ目をくぐる様にして獅し子しの頭が覗のぞく──、ゼクスだ……。

　それを確かく認にんした瞬しゆん間かん、遥斗と杏奈は割れ目から距きよ離りを取るように飛び退のく。

　しかし二人の退路を断たつように、遥斗たちの周囲の空間にいくつもの黒いヒビが広がって行く。

　それはすぐさま割れ目となり、その奥から姿を現したのは漆黒の鎧よろいを纏まとった数体の騎き士したちだ。どうやら今回は手下を連れて来たらしい。

　ゼクスは足元に転がるアルの頭を摑むと、抓つまむようにして体を持ち上げた。そのまま顔を覗きこみ、

「まさかこんな場所に隠れてたなんてなぁ……。よう、同志っ。久しぶりじゃねえか。元気にしてたかよ？」

「ははは……。君のおかげで瀕ひん死し寸前だよ……。それと同志と呼ぶのは止やめてほしいな。悪あく魔まに魂たましいを売り渡した君やクインテッドと同じにされるのは虫むし酸ずが走る」

「くくくっ、そいつは失礼。でも俺からしたらどっちでも良かったんだよ。世界がどうなるかなんざぁ興味がねぇ。九十九についた方が好きに暴れられると思ったから、提案にのっただけだ」

「そうだったね……。そう言えば君は昔っから戦争狂のバトルマニアだったっけ」

「ああ。そんでお前は昔から頭でっかちのクソ生意気なガキだった。──あばよ、アル。九十九から伝言だ。制御機構を作り終えたお前にもう用はないとさ」

　そう言うと、アルを摑んでいた毛むくじゃらの腕に力が入る。筋肉が大きく隆りゆう起きすると同時に──、

「ぐぁぁぁあああっっ！」

　悲鳴が辺りに響き渡り、アルの頭部は弾はじけるように砕くだけ散った。体を構成していたグラフィックが四散して、煌きらめきながら消えて行く……。

「アルっ！」

　アルがやられたことへの衝しよう撃げきと同時に、目の前にいるゼクスへの畏い怖ふが遥斗の心を支配する。しかしこの状じよう況きようでは逃にげることさえ敵かなわない……。

　ゼクスは周囲を囲む漆黒の騎士たちを見回して、

「お前ら、手を出すなよ。こいつらをぶっ殺すのは俺だ。──おっと、女の方は殺しちゃまずいんだったなぁっ」

　そう言って両手を大きく広げると、筋肉が爆ばく発はつするように大きく膨ふくれ上がった。

　どうやら戦うしか道は残されていないらしい。

　覚かく悟ごを決め、遥斗は隣となりをチラリと窺うかがう。

　杏奈は真っ直すぐな眼まな差ざしで、小さくこくりと頷うなずき返してくる。

　それを確認して遥斗は脳の深部にあるオーバークロックブーストへ意識を集中させる──、

「幻げん影えい換かん装そうっ」

　右みぎ肩かたのインプリメントから眩まばゆい光の粒りゆう子しが洩もれ出る。その光は遥斗の体を包むようにして、瞬またたく間に黒い装束を作り上げた。

　筋力、持久力、反射神経、思考速度に動体視力──、オーバークロックブーストによって、遥斗の生物としての全能力値が飛ひ躍やく的に向上していく。

　ゼクスを相手に出し惜おしみしている余よ裕ゆうはない。この形態で出し切れる全力でぶつかるのが最善手だ。

「杏奈、俺が前衛でゼクスを抑おさえる。お前は援えん護ごを頼たのんだぞ」

「分かったわ。任せて」

　その返事を聞くと同時に、遥斗は地面を蹴けった。

　一瞬でその姿はゼクスの眼前へと移動する。

　予想外のスピードだったらしく、ゼクスは面めん喰くらったように片かた眉まゆを上げた。

　その顔面へ遥斗は拳こぶしを叩たたきこむ。拳に十分な手て応ごたえがあり、ゼクスは大きく上体を仰のけ反らせた。

　しかしダウンを取るまでには至らない。

　ゼクスはすぐさま体勢を立て直し、反はん撃げきと言わんばかりに大きく拳を振ふり回してくる。

　それをかい潜くぐり、もう一発──、遥斗は暗褐色の毛に覆われた脇わき腹ばらへ拳を突き立てる。

　──これでどうだ……？

　遥斗は見上げる様にして表情を窺う。

　だがゼクスは牙きばを剝むいて歪いびつな笑えみを浮うかべると、遥斗を叩き潰つぶさんばかりに大きく拳を振り上げた。

　そこへ──、

　ドゴォォォオオオンっ!!

　杏奈の左ひだり腕うでから放たれた巨きよ大だいな炎ほのおの玉がゼクスの上体を吞みこんだ。

　爆はぜる炎から逃げるように、遥斗は飛び退く。

　やがて炎は収まり、白はく煙えんの奥にゼクスの姿が露あらわになる。

　やはり残念ながらダメージはないらしい。ゼクスは平然とした顔つきで、挑ちよう発はつするように肩かたをすくめてみせる。

「やるじゃねえかっ、そんな能力を隠し持っていたとはなぁ」

　たいしたタフさだ……。どうにか戦えてはいるものの、この状態ではゼクスを倒たおすのは到とう底てい不可能だろう。

　そのためにはオーバークロックブーストの出力をもっと上げなければならない。

　脳内のオーバークロックブースト──、そこから溢れるエネルギーを一気に爆発させる様にイメージする。それに応じて遥斗の頭に締しめつけるような痛みが走った。

　痛みを無視して、遥斗は再びゼクスへ飛び掛かかった。

　右ストレート、ハイキック、ボディブロー──、スピードがさらに上がったこともあり、遥斗の攻こう撃げきが次々とゼクスへクリーンヒットする。

　だがそれでもゼクスの顔色は一いつ切さい変わらない。

　──もっとだっ……。もっと出力をあげないとっ。

　50％……、55％……。

　激しさを増す頭痛を無視して、遥斗は次々と攻撃を繰くり出す。

　60％……、65％……。

　遥斗の拳が鳩尾みぞおちへめり込み、暗褐色の体がくの字に折れ曲がった。

　ゼクスは小さく舌打ちを漏らすと、たたらを踏ふむようにして後ずさりする。

　──いけるっ……。

　ようやくダメージが通りはじめたようだ。この機を逃のがす理由はない。このまま一気に決めてやる。

　振り回されたゼクスの拳を足で蹴り落とすと、遥斗はがら空きになった胴どう体たい目掛け連続で右の拳を寸止めした。拳からショットガンのように発せられた圧縮空気の連れん弾だんが、ゼクスの体を揺ゆらし弾はじき飛ばす。

「グァァアアアアアっ!!」

　苦悶の叫さけびと共に暗褐色の体はそのまま遺い跡せきの壁かべに打ちつけられ、崩れた瓦が礫れきの中へと埋うまる。

　しかしさらに追い討うちをかけようと、遥斗が飛び掛かった時だった──。




　ブチンっ……。

　──なんだ、これは……。

　遥斗の脳内でいきなり神経がショートしたような痛みが走った。

　同時にガクンと全身から力が抜ける。着地すらままならず、遥斗の体は地面へ投げ出される。

　体を覆っていた漆黒のバトルコートも、瞬く間に煌きながら消散していく……。

「遥斗っ!?」

　背後から杏奈の悲痛な声が届くが、体に全く力が入らず、そちらを振り向くことさえ敵わない。

　──くそっ……。

　遥斗は焦あせりと共に表情を歪ゆがませる。

　この状況はあまりにマズイ……。

　どうやら無む茶ちやをしすぎたようだ。オーバークロックブーストの出力を上げたせいで、その高い負ふ荷かに脳が耐たえきれずにオーバーヒートを起こしたらしい。体が動かないのは、一気に筋力や神経の処理速度を上げた反動だろう。

　そして──、

　ガラガラと音を立てて、崩れた瓦が礫れきの中からゼクスが起き上がる。

　体をよろめかして、大きく肩で息いきをしている様子からダメージの色は窺える。だが、まだ戦う余力は十分にありそうだ。

　ゼクスは地面に倒れ込んだ遥斗を見て、不服そうに鼻を鳴らすと──、

「オーバーヒートで自じ滅めつなんざ、一気に興きよう醒ざめだぜ……。でもまあ勝負は勝負だ。お前をぶち殺して終わりにしてやるよ」

「させないっ」

　左腕に燃え上がる真しん紅くの紋もん章しよう──、クリムゾンアートが一ひと振ふりの炎の剣けんを作り出す。それを振りかぶる様にして、杏奈はゼクスへ飛び掛かった。

　だがしかし──、

「くうぅ」

　迎むかえ撃うつように振り回されたゼクスの拳が、杏奈の体に容よう赦しやなくめり込む。その衝撃で軽々と吹ふき飛ばされた杏奈は、石の壁へと受け身もとれずに背中を打ちつけた。

「杏奈っ！」

　遥斗の叫びにも返事は無い。杏奈の左腕から炎の剣が転がるように落ちて、煌きながら消えて行く。

　今の一いち撃げきで気を失ってしまったらしい……。

　ゼクスはこちらへ向き直ると、歪んだ笑みを浮かべ、

「いじらしいねぇ。好きな男のために、体を張る女……。だがその結末ってのは大たい概がい、不幸な物だ」

　喋しやべりながら周囲を囲んでいた漆しつ黒こくの騎き士したちに顎あごで合図を送った。

　それを受け、漆黒の騎士たちは倒れた杏奈へ歩みを寄せると、その体を担かつぎあげる。

「くそっ……」

　震ふるえる足に爪つめを突つき立て、遥斗はどうにか体を起こそうとする。

　このままでは杏奈が連れていかれてしまう。

〝始まりの迷めい宮きゆう〟を制せい御ぎよするディメンジョンコマンドがディストピアの手に渡わたってしまえば、迷宮が全世界を覆おおい尽つくすことになるだろう。それだけは何が何でも避さけなければならない。

　加えて、目の前で仲間が攫さらわれようとしている状況で、手をこまねいて見ているわけにはいかない。

　だがそんな遥斗を嘲あざ笑わらうように、ゼクスは大きく息を吸い込むと──、

「ウォォォォォオオオオオンッ[image: !!!]」

　けたたましい咆ほう哮こうを、口から放った。

　激しい空気の振しん動どうが遥斗を吞のみこみ、そのまま大きく吹き飛ばす。激しく体が地面へと打ちつけられる。

「敗者が今さらジタバタするんじゃねえよ。そこで指くわえて見てろ。自分の弱さを呪のろいながらなぁ」

　いやらしい笑みを浮かべるゼクスの背後──、杏奈を抱かかえた漆黒の騎士たちを、迎え入れるように大きな黒い割れ目が広がった。

「くっ、杏奈っ、杏奈ぁ───っ!!」

　遥斗の呼び声も虚むなしく、漆黒の騎士たちは杏奈を抱えたまま、割れ目の奥へと消えて行く。そして全すべての騎士たちがその奥へと吸い込まれて行くと、割れ目も自然と閉じていった。

　──そんな……。

　絶望の二文字が遥斗の心を支配する……。

　切り札であり、大事な仲間である杏奈が敵の手に渡ってしまった。

　今の状態の遥斗に対して、残された僅わずかな気力を断たち切るには十分過ぎるほどの現実だ。

「良い表情だ。そうやって絶望に打ちひしがれる人間をぶっ殺すのが、俺にとって最高のエクスタシーだ」

　ゼクスは遥斗の傍そばへと歩み寄ると、とどめと言わんばかりに拳を握にぎりしめた。

　僅かな躊ちゆう躇ちよすら見せず、その拳は大きく振りかざされる──、




　しかし拳が振り下ろされる寸前……。

　遥斗の視界を人ひと影かげが遮さえぎった。後ろに縛しばった長い髪かみ──、現れたのは宗近だ。

　宗近は左手一本でその拳を受け止めてみせる。

「遥斗、大だい丈じよう夫ぶか？　すまないね。残念ながら少し遅おそかったみたいだな……」

　自じ慢まんの一撃を簡単に受け止められたのが不服らしく、ゼクスは威い嚇かくするように牙をむき出した。それから暴れる様にして宗近へと拳を振るう。

　しかし宗近は風にそよぐ柳やなぎのように、その剛ごう撃げきを全て左手一本で捌さばき切る。

　やがて嵐あらしの様な攻撃が止やんだ。

　怪け訝げんな表情を浮かべ、ゼクスは距きよ離りを取るように飛び退のくと、

「ムカツクぜっ……。宗近っ、お前左手に何仕込んでやがる？　殴なぐっても殴っても拳に手応えがねぇ」

　宗近は左の掌てのひらをゼクスへ翳かざすように向けてみせる。直径30センチほどだろうか。そこには同心円状に光の波は紋もんが広がっていた。

「イージスの盾たて──、ＳＡＲ兵器による全ての攻撃のエネルギーを吸収する最強の防御用アプリさ。この能力アプリの前じゃ、お前の自慢の拳も全くもって無意味だ」

「言ってくれるじゃねぇかっ。だが守ってるだけじゃぁ、この俺には勝てねぇっ！」

　ゼクスは獣けもののように両手両足で地面を弾くと、その勢いのまま宗近へ飛びかかる。

　しかしゼクスの繰り出す攻撃は、先ほどと同様に宗近のイージスの盾によって、全て捌かれてしまう。

「いつまでも余よ裕ゆう面づらしてられると思うなよっ。俺の攻撃が一発でも入れば、お前はゲームオーバーだっ」

「お前の攻こう撃げき威い力りよくについては認めてやるよ。おかげであっという間にチャージが溜たまった」

　そう言うと、宗近はゼクスの肩を踏むようにして反動で大きく後ろへ飛び退いた。

　左の手首をぐるりと回すと、さきほどまで同心円状に広がっていた光の波紋は、その形状を変える。鋭えい利りに尖とがった先せん端たんと長い柄え──、光の粒りゆう子しが銀色に煌きらめく巨きよ大だいなランスを作り出す。

「ロンギヌスの槍やり──、イージスの盾と対ついになるアプリだ。盾で吸収して溜めたエネルギーを、この槍で一気に打ち放つ。──ゼクス、怨うらむなら、自分自身の高過ぎた攻撃力を怨むんだな」

　宗近はそのランスを大きく振ふりかぶると、ゼクス目め掛がけて勢いよく投げ放った。

　ランスは吸い込まれるようにゼクスへと迫せまる。

「ふ、ふざけるなよっ。こんなものでこの俺がぁっ！」

　ゼクスはそのランスをどうにか両手で受け止める。

　しかしそのあまりのエネルギーに押されるように、毛むくじゃらの太い腕うでにヒビが入り構成するコンピュータグラフィックが砕くだけていった。

　もはや遮るものは何も無い。ロンギヌスの槍は勢いが衰おとろえることなく、そのままゼクスの体を貫つらぬいた。

「うっ、うぐぐっ……」

　暗あん褐かつ色しよくの巨体が両りよう膝ひざから地面へ倒たおれ込んだ。

　宗近は一つ息をついてから、ゼクスに向かって、

「動きが鈍にぶかったところを見ると、俺と戦う前に遥斗に相当痛めつけられたみたいだな。そんなお前の攻こう撃げきを捌くことなど造作も無い。敗因は退ひき所を間ま違ちがえたお前自身の判断ミスだよ」

　それに対して、ゼクスは最後の抵てい抗こうと言わんばかりに宗近をギロリと睨にらみつけた。

　しかしそれを境に、暗褐色の巨獣の体は煌きながら四散していく。

「遥斗っ！」

　千影の声が辺りに響ひびく。どうやら騒さわぎに気付いて駆かけつけたらしい。

　他ほかのメンバーも一いつ緒しよだ。

　駆け寄って来た千影の肩かたを借り、遥斗はどうにか体を起こす。

「ディストピアによる襲しゆう撃げきだ。どうにかゼクスを倒すことはできたが、アルが殺されて杏奈も連れ去られてしまった……」

　それを聞いた律華はその表情を歪ませる。

「最悪の事態だな……。このままでは再び〝始まりの迷宮〟が拡大していくことになる。なんとしてもそれだけは避けなければならないが……」

　しばしの間、宗近は考え込むように口元へ手をやった後──、

「まだ打つ手はある。御原九十九の最終目的を考えると、杏奈は新世界を管理する〝ウラヌス〟へ連れて行かれた可能性が高い。──その周辺エリアの攻こう略りやくは確かムラサメの四番隊が担当していなかったか？」

「はい。さきほど部下から連れん絡らくがあり、周辺エリアの攻略は無事終わったそうです。他部隊と合流の後、明日にでも〝ウラヌス〟の置かれているエリアへ攻撃を仕し掛かける予定だとか」

　それを聞いた遥斗は──、

「だとしたら都合が良い……。それに紛まぎれてエリアの深部にまで潜もぐり込む。どうにか杏奈を奪だつ還かんできれば、俺たちにもチャンスはあるはずだ」

　遥斗が同意を求めるように視線を送ると、千影、美亜、羽奈子、狗く郎ろうも大きく頷うなずき返してくれた。

　律華は呆あきれた様子で、ため息を漏もらす。

「本当に藁わらにもすがるほどのワンチャンスだな。おそらくタイムリミットはディメンジョンコマンドとサーバーの接続調整が終わるまでの数十時間──」

　それでも諦あきらめて何もしないよりはよほどマシだ。世界の命運が託たくされている以上は、僅かな可能性であろうとそれに賭かけるしかない。
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　夜通しの移動でエリアを三つ越こえ、ようやく目的地へ辿たどりついた。エリアＢ36──、ここが量子型スーパーコンピュータ〝ウラヌス〟が眠ねむる場所だ。

　空に輝かがやくのは灼しやく熱ねつの太陽、辺りには一面、黄金こがね色の砂が広がっている。その砂さ漠ばくのど真ん中にはまるで天まで届くような銀白色の塔とうがそびえていた。

　先頭を行く宗むね近ちかは、砂さ丘きゆうの頂上で足を止めると手を額に翳かざしてその塔を眺ながめた。

「あの塔の頂上だ。そこに〝ウラヌス〟が設置されてるはずだ」

「どうやらもう戦いは始まってるみたいだな」

　遥はる斗との視線の先──、塔の周辺からは爆ばく音おんと怒ど号ごうが響ひびいてくる。

　一言で表現するならカオスだ……。特務機関ムラサメの創成士イマジニアと、ディストピアの漆しつ黒こくの騎き士したちが入り乱れて戦いを繰くり広げている。

　千人近くもの創成士イマジニアが戦うこの状じよう況きようは、まさに戦争と形容するのがふさわしい。

　現在、遥斗と行動を共にしているのは宗近、千ち影かげ、美み亜あ、狗く郎ろうの四人──、

　戦いの指揮を執とる必要がある真ま冬ふゆは、自分の部隊へと戻もどっていた。今目の前に広がる戦いのどこかにその身を置いているはずだ。

　加えて、羽は奈な子こと律りつ華かのエンジニアの二人は、エリアの入り口で待機しており、サポートに回ってくれている。

　不意にボイスチャットアプリを通じて、聞き慣れた羽奈子の声が脳内に響く。エンジニアチームからの通信らしい。

「やほーっ、遥斗ちゃん。聞こえてる？　そろそろターゲットの塔が見えてきた頃ころかなって思って」

「ああ、もう目の前だ。だが周辺でムラサメとディストピアが激しくやり合ってる。中へ侵しん入にゆうするのは一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ」

　すると、しばしの間が空いて通信手が替かわる。

　律華だ。

「真冬から連れん絡らくが来てるぞ。侵入を試みる時は北西方向からにしろとのことだ。四番隊が総力を挙げてお前たちの援えん護ごへ回ってくれるらしい」

「それはありがたいな」

「無事に中へ侵入出来たら、今度はお前たちから連絡してくれ。アルのサーバーにあった、このエリアのＭＡＰデータはすでにナビアプリにインストール済みだ。最短経路で頂上まで連れて行ってやる」

「了りよう解かいした。うまく行くように祈いのっててくれ」

　ブツリ、と音がしてそれを境にボイスチャットは切れた。

　遥斗は改めて、千影たちの方へと向き直ると──、

「そういうことだそうだ。あまり時間も無いし、このまま一気に突とつ撃げきしよう。この先には間ま違ちがいなくギリギリの死し闘とうが待ってる。準備は良いか？」

　千影はふっと口元を綻ほころばすと──、

「全く今さらだな。言っただろう。私には生徒会長としてお前たちを無事イデアへ帰す義務があると」

「準備万ばん端たん。問題無し」

「世界の命運はとかそういう難しいのは抜ぬきにしても、杏あん奈なの奴やつを助けてやらねえと後でうるさそうだしなぁ」

　美亜と狗郎もそれに続いた。

　宗近は遥斗の肩かたをポンと叩たたいてから、

「俺が最さい後こう尾びについてフォローしてやる。先頭はお前に任せたぞ、遥斗」

「任せてくれ。みんな絶対に生きて帰ろう。──幻げん影えい換かん装そうっ！」

　シルバーリムズを起動すると同時に、遥斗は一気に砂丘を駆かけ下りた。その背後から、他ほかのメンバーたちも続く。

　そのまま北西から回り込むようにして、遥斗たちは戦場へ足を踏ふみ入れた。

　戦場は遠くから見ていたのとは比べ物にならないほど激しい。

　爆音が耳をつんざき、悲鳴が心を抉えぐる。すでに多くの死傷者も出ているらしい。血まみれになって、折り重なるように倒たおれるムラサメの隊員たちの姿が目に付いた。

　数体の漆黒の騎士たちが、遥斗たちに気付いたようだ。隊列を組むようにして襲おそいかかって来た。

　しかし、それを事前に見み越こしていたかのように──、

「あなたたちにはやらせませんっ」

　真冬の凛りんとした声と同時に空から黒い矢の雨が降り注ぐ。グラヴィティ・アローによるものだ。

　その射しや撃げきは的確に、漆黒の鎧よろいを纏まとった騎士たちを射い貫ぬいていく。

　攻こう撃げきを受けた騎士たちは、重力に押しつぶされるようにして、次々と砂漠へとひれ伏ふしていった。

　加えて遥斗たちの前方──、その進路を塞ふさぐようにいた漆黒の騎士たちへ、佐さ納の田だが飛び掛かかる。両りよう腕うでに装備した鋭えい利りな爪つめを、その鋼鉄の鎧に突つき立てていく。

　さきほどの伝言通り、四番隊全体に真冬の指示が行き届いているらしい。他の隊員たちも、次々と遥斗たちのフォローへと回ってくれた。

　それを受けて、遥斗たちは一気に戦場を駆け抜けていく。

　しばらくの疾しつ走そうの後──、

　目前には、ようやく目的地である銀白色の塔が見えてきた。壁かべは金属の板を張り合わせた様な外観で、その姿は近くで見るとさきほどより遥はるかに大きく見える。

　正面には、おそらく入り口へと続くであろう長い階段が延びている。

「一気に蹴け散ちらすぞっ」

「おうよっ」

　遥斗のシルバーリムズの拳こぶしが黒い鎧に包まれた体を打ぶち抜き、狗郎のダガーが騎士たちを切り裂さいていく。

　そこを守るように配置された数体の漆黒の騎士たちを倒すと、遥斗たちはそのままの勢いで階段を登って行った。

　杏奈が攫さらわれてから既すでに十時間以上が経過している。

　残された時間の猶ゆう予よはもうあまりない……。




　　　　※




　透すき通るように白い大理石の廊ろう下か──、その上を遥斗たちが駆け抜けて行く。

　無事に塔の中へと侵入した遥斗たちは、羽奈子たちエンジニアチームのナビを受けて、塔の頂上へと順調に歩みを進めていた。

　道中にあった吹ふき抜けのホールや、噴ふん水すいの置かれたエントランスなど、塔の内部は高級感のある近代的なデザインでまとめられている。

　今までの他のエリアの様子とは全くもって別物だ。

　しかしそのギャップが敵の本ほん拠きよ地ちにいるという実感を、否いや応おうなしに高めてくる。

　すぐ後ろを走っていた千影が不意に──、

「妙みようだな。あまりに静かすぎるとは思わないか？」

「ああ、確かに……。塔の入り口周辺には何体か騎士たちがいたが、その後は全く出で遭あってないな」

　ムラサメとの戦いに全すべての戦力を割さいた──、そう楽観的に考えることもできる。

　だが裏を返せば、中には余計な人手を割く必要がないほどの強つわ者ものを揃そろえているとも考えられる。

　いずれにしてもここは敵の中ちゆう枢すうなのだ。いつ何が起こっても全く不思議はない。

　遥斗たちがそのまま通路を進んで行くと、突き当たりに塔の内ない壁へきに沿うように曲線に延びる階段が現れた。

　さきほど聞いた律華のナビによると、この先に進めば良いらしいが……。

　遥斗たちが階段を登って行くと、大理石の壁と床ゆかに覆おおわれたフロアへと出た。

　塔の一つの階をまるまるぶち抜いたような巨きよ大だいな広間だ。その内部やデザインは今までと変わらないが、そのフロアには一いつ切さいの飾かざりや調度品が置かれていない。

　ただただ大理石の白が広がっているだけの世界──、その無機質な見た目が異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　周囲を警けい戒かいしながら、遥斗たちはそのフロアの中ほどまで足を進めて行く。

　すると──、




　パァ──ンッ!!

　乾かわいた音と共に、いきなり遥斗の目前で光が爆はぜた。

　咄とつ嗟さに転がるようにしてそれを躱かわすが、それに続く様に次々とフロア内で同様の爆ばく発はつが発生する。

　必死に爆発の連れん鎖さを避さけ、どうにか収まった後に、遥斗は白はく煙えん立ち込めるフロアを見み渡わたした。

　各メンバー共に同じように警戒して周囲を見回している。無事らしい。

　不意に──、

　コツコツコツ……

　フロア奥の上層へと続く階段──、ハイヒールの音を鳴らしながら、赤色のゴスロリドレスに身を包んだ少女がゆっくりと降りてきた。

「ねえ、このフロアをあなたたちの血で染めたら綺き麗れいだと思わない……？」

　クインテッドだ……。

　フロアに降り立ったクインテッドは、焦しよう点てんの合わないうつろな目のまま微笑ほほえむと、

「九十九つくもから聞いたの。あなたたちが私と遊んでくれるって──、ねえお願い、もっと私を見てっ。私のことを感じてっ」

　そう言うとクインテッドは不気味に高笑いを上げる。頭のねじが数本飛んでいるとしか思えない。相変わらずのイカれ具合だ。

　だがやはり九十九は塔とう内ないに凶きよう悪あくな門番を準備しておいたらしい。

　残された時間を考えると、ここでクインテッドの相手をしている余よ裕ゆうはない……。

　すぐ傍そばにいた千影が、耳うちするように顔を寄せてくる。

「……時間があまりない。お前たちだけで先に急げ。クインテッドの相手は私と美亜と狗郎でする」

「正気か？　敵は七人のセブンス・革新者ウイザードだぞ……。あまりに危険過ぎる」

「ふっ、学園ヴァルフォール最強の創成士イマジニアをなめるなよ。それに狗郎と美亜はギルドの仲間だろう。仲間の力を信じてやれ」

「しかし──」

「これは出発の前に美亜と狗郎と話しあって決めておいたことだ。道中で強敵が現れたら、自分たちが囮おとりになって遥斗を先に進ませるとな。──さあ、早く杏奈のもとへ行ってやれ。私たちの一いつ斉せい攻こう撃げきが合図だ」

　一方的に話を切り上げると、千影は思いを託たくすかのように背中を大きく叩いてきた。それから──、

「美亜っ、狗郎っ、私たちで敵を引きつけるぞっ。──幻影換装！」

　千影の合図を待っていたかのように、美亜と狗郎もそれぞれ自分のアプリを起動させる。

　そしてすぐさま──、

　美亜のヘルインパクトから小型のミサイル弾だんが放たれ、狗郎の分身体と千影が召しよう喚かんした歩兵ポーンが同時にクインテッドへ飛び掛かった。

　──ちっ……。

　仲間にここまでされては先に進まざるを得ない。遥斗は後ろ髪がみを引かれながらも、宗近へ視線を送ると、階段へと一気に駆け出した。

　それで宗近も全てを察したらしく、遥斗に続く様にして走り出す。

　走る遥斗の斜ななめ前方──、千影たちの仕し掛かけた一斉攻撃が、次々とブラッド・フラワーの爆発によって撃うち落とされて行く。

　そして──、

　クインテッドの歪ゆがんだ微笑が遥斗を捉とらえた。

「だめ、だめーっ。私言ったじゃないっ、ちゃんと私を見てって───っ！」

　クインテッドの掌てのひらがこちらを向く。

　しかしその瞬しゆん間かん──、遥斗たちを庇かばうように召しよう喚かん獣じゆうアプリの騎士ナイトが体を滑すべり込ませた。

　巨大な爆発が起こり、騎士ナイトの体が木こっ端ぱみじんに弾はじけ飛ぶ。

　遥斗たちはその爆ばく煙えんの中に隠かくれるようにして、広間奥の階段へとたどり着いた。そのまま一気に上層へと駆け上っていく。

　背後から宗近が小さな声で漏もらす。

「良い仲間たちじゃないか……」

　遥斗はそれに無言で頷うなずくと、背後の憂うれいを断たち切るように走る速度を速めた。




　　　　※




　──少々、かっこつけすぎたかもしれんな……。

　大理石に覆われた広間で次々と発生する爆発を避けながら、天てん王のう寺じ千影は自じ嘲ちようするように口角を上げた。

　さきほど遥斗たちを先へ行かせるために、わざと自分たちが残って囮になったことだ。

　広間の中央ではクインテッドが小首を傾かしげながら甲かん高だかい笑い声を上げている。

　間ま違ちがいなく自分たちにとって手に余る相手だ。

　あの状じよう況きよう下で他に手が思いつかなかったとは言え、普ふ段だんの冷静な自分ならば、あそこまで簡単に自分たちが残ることを決断しなかっただろう。

　本心を言ってしまえば、遥斗の手前、良い所を見せたかった気持ちがあったのは否定できない。どうにもあの破は天てん荒こうな男は自分の調子を崩くずさせる。

　爆ばく音おんが連鎖するように辺りにこだまして、爆ばく風ふうが千影の髪かみをかき乱す。

　広間で、クインテッドの笑い声に呼応するように発生する無差別な爆発──、千影たちはひたすらそれを避け続けていく。

　このフロア一帯全てが、クインテッドの能力アプリ──、ブラッド・フラワーのテリトリーに収まっているらしい。

　つまり一切の逃にげ場はなく、千影たちは常に攻こう撃げきにさらされていることになる。

　どうにか爆ばく撃げきの隙すき間まを縫ぬうようにして、美亜はミサイル弾を放ち、狗郎は分身体による攻撃を仕掛けている。だがそれはことごとく爆発の網あみに引っ掛かってしまう。

　いずれにしてもこのままではジリ貧だ。いつかは自分たちの集中が切れる時が訪おとずれる。そうなってしまえば──、




「ぐわあぁぁっ……」

　爆風に煽あおられるようにして、狗郎の体が吹き飛ばされた。

　悪い予想が現実のものとなってしまったようだ……。

　千影は咄嗟に駆かけ寄ると、狗郎を引っ張りながら体を前に投げ出す。

　瞬間、背後で爆音が響ひびく──、さっきまで狗郎が倒たおれていた場所だ。

　それを見た美亜は、ヘルインパクトをガトリングガン状に変形させると、一気に前線へ駆け上がった。注意を自身へと引きつけるかのように、辺り構わず銃じゆう弾だんを撃ち放つ。

「うっ……」

「大だい丈じよう夫ぶか、狗郎っ？」

　千影は、うめき声を上げる狗郎の傷口を覗のぞきこむ。

　焼け焦こげた制服の袖そで──、右みぎ腕うでいっぱいに赤くただれたような火傷やけどが広がっている。直ちよく撃げきは避けた様で致ち命めい傷しようには至ってはいない。

　だがこの怪け我がでは、これ以上の戦せん闘とうは厳しそうだ。

　──そうは言っても、どうする？……

　この爆撃の嵐あらしの中に逃げ場は無い。

　狗郎を庇ったまま戦うのは不可能だ。かといってこのまま放っておけば、すぐ爆発の餌え食じきとなってしまうだろう……。

　答えの出ない自問自答と共に、千影はクインテッドの方をチラリと窺うかがった。

　引き続きフロア中央に立つゴスロリ少女は、調子外れの声で歌うように笑い続けている。

　そこにふと美亜の放った数発の弾だん丸がんが届いた。

　数発が流れ弾だまのように爆発の網を搔かい潜くぐったらしい。

　しかしそれは当然ながら狙ねらい澄すました射しや撃げきではなく、舞まうようにして造作も無く避けられてしまった。

　その光景を見た千影は眉み間けんへ皺しわを寄せる。

　──まさか、ひょっとして……。

　ただの仮説に過ぎない。だがもしそれが当たっていたならば、自分たちにも勝機があるかもしれない。

「……狗郎、一か八ばちかだが私がクインテッドへ突とつ撃げきを仕掛ける。お前にフォローを頼たのみたい」

「おいおい……、そんなことしたら会長さんまで爆発の餌食になっちまうぞ」

「かと言って、どうせこのままでは打つ手はない。どうなんだ？　お前はやれるのか？」

　有う無むを言わさぬ物言いに、気け圧おされる様に狗郎は苦笑いで頷く。

　それを確かく認にんした千影は覚かく悟ごを決める様に息を吐ついた。それから一気にクインテッド目め掛がけて駆け出した。

　千影の右腕につけたバングル状のインプリメントから光の粒りゆう子しが洩もれ出て、三体の召喚獣を形作る。

　僧兵ビシヨツプと女王クイーン、城兵ルーク──、特に前の二つは千影の召喚獣の中でもとりわけ俊しゆん敏びん性に優すぐれた二体だ。

　千影は一瞬の思案顔をした後、城兵ルークのみを後方に待機させ、そのまま他二体の召喚獣と共に駆け上がる。

　加えて背後から、狗郎の分身体が二体追い付いて来た。

　召喚獣と分身体を囮にしながら、千影はジグザグにステップを踏ふんで爆撃を回かい避ひしていく。

「美亜、お前も私のフォローへ回れっ。的を散らすんだ」

　千影の指示を受け、美亜は再びヘルインパクトをランチャー状へ戻もどすと、小型ミサイル弾をクインテッドへ複数発放った。

　爆ばく炎えんの奥──、クインテッドは虚うつろな目を千影へ向けると、ニタリと大きく笑った。

　それをきっかけに周囲の爆発が激しさを増す。

　美亜のミサイル弾、狗郎の分身体、千影の召喚獣……。次々と爆発に吞のみ込まれて煌きらめきながら消散していく。

　それでもどうにか千影が、クインテッドの数メートル手前まで距きよ離りを詰つめた時だった。

　眩まばゆい光と同時に、目の前で今までより一ひと際きわ大きな爆発が広がっていく。

　避ける余裕はない。

　千影はその瞬間に──、

「幻げん影えい換かん装そうっ！」

　インプリメントから洩れた光が、千影の体を守るようにして黄金こがね色の鎧よろいを形作る。

　千影のシックス・ピーシーズにおける最後の駒こま、王キング、──その正体は、召喚獣ではない。召喚者であり真の王である千影自身を攻撃から守るための頑がん強きような鎧だった。

　王の鎧を纏まとった千影は、身を縮める様にして爆ばく発はつの中へと突つっ込んでいく。

　しかし凄まじい衝しよう撃げきと熱によって、瞬またたく間に黄金の鎧がぼろぼろに崩れて行く。

　それでも千影はその身を焦がしながら、ギリギリで爆熱から突とつ破ぱした。抜ぬけ出ると同時に、クインテッドに飛び掛かかりその細身の体を力任せに組み伏ふせる。

「フーっ、フーっ……」

　千影に押さえ込まれ、クインテッドは白目を剝むいて、過呼吸でも起こしたかのように唸うなり声を上げる。

「お前の能力アプリ──、ブラッド・フラワーはその爆発で自分自身にもダメージを与あたえる可能性のあるアプリだ。だから自分に極ごく近い範はん囲いでは、危険過ぎて爆発を起こせない。さっき美亜の流れ弾を、爆撃で撃ち落とさずにわざわざ避よけたのが、その証しよう拠こだ」
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　チェックメイト。後はこのままとどめを刺させば──、

　だがクインテッドは跳はねる様に手足をバタつかせ、

「貴方あなたが私と遊んでくれるううぅぅぅっ！　ずっと一いつ緒しよぉっ、どこまでも一緒ぉぉぉぉっ！」

　とち狂ぐるった台詞せりふと同時に、ゴスロリドレスに包まれた体は輝かがやきながら点てん滅めつし始めた。

　──まさか、自じ爆ばく……。

　千影がそれを認識した時にはすでに遅おそかった。

　刹せつ那な、視界が真っ白な光に包まれた。

　凄まじい爆音が辺りに響き渡わたり、激しい衝撃と熱の嵐が一気にフロアへ吹ふき荒あれる。

　爆発に吹き飛ばされる様にして、千影の意識はそのまま途と絶だえた。







　どれだけ時間が経ったのだろうか……。

　だが意識を覆うまどろみを振り払うと同時に、千影の体の感覚が少しずつ戻っていく。

　──ここは、一体……

　視界は闇やみに包まれており、体中が酷ひどく痛い……。

　闇の牢獄の中に押し込まれ幽閉された──、そんな気さえしてきた。

　果たして自分はまだ生きているのか、すでに死んでしまったのか──、それすらも分からなかった。

　しかし不意に頭の上で、何かが崩れるような音が響いた。

　それに合わせて一筋の光が視界に差し込む。

　千影が眩まぶしさから顔をしかめると、その光の筋は徐じよ々じよに太く大きくなっていく。

　おかげでようやく自分の状況が分かって来た。体にのしかかった瓦が礫れき、そしてその上から美亜と狗郎がこちらを見つめている。

「千影発見。まだ生きてる」

「ああ、そうだ……。だから早く掘ほり出してくれ……」

　美亜と狗郎の手を借りて、どうにか千影は瓦礫の山から抜けだした。それから改めてフロアを見み渡わたす。

　天てん井じようの一部が崩ほう落らくし、床ゆかは爆発の衝撃で抉えぐれている。壁かべを覆おおっていた大理石も激しく砕くだけ散っていた。辺り一面は瓦礫だらけだ。

　美亜と狗郎もどうにか立ってはいるものの、全身傷だらけの埃ほこりまみれだ。それでも三人ともどうにか生き残れた。

「クインテッドは自爆してそのまま死んだか……。最後の最後までいかれた女だったな。お前たち二人も無事なようで良かった」

「まあ俺たちは爆発の中心から距離があったからな。むしろその中心にいた、会長さんこそ、よく生きてたな……」

「ああ。チェスのルールでキャスリングというものがある。私のシックス・ピーシーズにおける城兵ルークにも同様の能力が備わっていてな」

「確か特定の条件下で、城兵ルークと王キングの位置を一いつ瞬しゆんで入れ替かえられるんだっけか？」

「あの時、念のため後方に城兵ルークを召しよう喚かんしておいたんだ。爆発の直前に入れ替わって、身代わりになってもらった」

「大したもんだな。あの自爆も予測済みってことかよ？」

「ふっ、お前も良く覚えておけ。切り札を使うからにはその奥の手を準備する。それが勝負の鉄則だ」

　そう千影は口元を綻ほころばすと、脱だつ力りよくするようにその場へ腰こしを下ろした。

　美亜と狗郎も同様にその場へ座り込む。

　気持ちとしてはこのまま遥斗たちを追いかけたいところだが、とてもじゃないが体が付いていけそうもない。

　仮に行ったとしても足手まといになるだけだろう。

　後は遥斗たちがうまくことを運んでくれるのを、祈いのるしかなさそうだ。




　　　　※




　千影たちと分かれてからそろそろ一時間が経つ──、遥斗と宗近は塔とうの上層階の通路を走っていく。

　──頼むっ、間に合ってくれ……。

　エンジニアチームのナビによると、そろそろ目的の最深部のはずだ。

　しかし残された時間の猶ゆう予よはもはやほとんどないだろう。

　そのまま通路を駆け抜けると、開けた円形の大きなホールへと出た。

　そこで二人は足を止める。

　床一面は漆しつ黒こくの御影石が敷しかれている。灯あかりはその床に埋うめ込まれた間接照明だけで、周囲はひどく薄うす暗ぐらい。

　その灯りに照らされる様にして部屋の八方には、それぞれ直径３メートル高さ５メートルほどの黒い円柱のモニュメントが聳そびえていた。

　脳内で羽奈子からのボイスチャットが響く。

「遥斗ちゃん、通路からサーバールームへ出られた？」

「サーバールーム？　このホールがそうなのか？」

「えーっと、黒い柱みたいなのが八本ないかな？　それが量子型スーパーコンピュータの〝ウラヌス〟だよ」

　羽奈子にそう言われ、手前にあった一本の柱を凝ぎよう視しするように視線を送る。

　黒い金属の一枚板で覆われたその柱からは、放熱用の水冷パーツのモーター音が僅わずかに響ひびいていた。加えて根元からは床ゆか下したへと数十本のケーブルが伸のびている。

　羽奈子に言われて初めて、これが超ちよう大型のサーバーマシンであることが分かった。

「これだけの大型サーバーがある場合は、それを制せい御ぎよする管制室が近くにあるはずだよー。たぶん杏奈ちゃんはそっちに連れていかれてるんだと思う」

「管制室……？」

　ホール内を見渡すと、奥にロフト状になった中層階へ続く階段が延びており、その先に両開きの扉とびらが見えた。おそらくあそこだろう……。

「ホールの奥にあるみたいだ。急ぐから切るぞ」

「あーっ！　ちょっと待って、遥斗ちゃん」

「どうかしたのか？」

「昨日の夜に頼まれた〝例のプログラム〟なんだけど、やっぱまだ時間がかかりそう……」

「元々無理なのを承知で頼んだからな。まあこの状じよう況きよう下じゃしょうがない」

「本当にゴメンね……。遥斗ちゃん、私待ってるからね。杏奈ちゃんを連れてちゃんと帰って来てね」

「当たり前だ。任せておけ」

　ボイスチャットを切り上げると、遥斗は宗近と視線を交かわしてホールの奥へと再び駆け出した。ロフト階へ続く階段を駆け上り、その奥の扉を押し開く。

　その先にあったのは──、

　奥に向かって広がる扇おうぎ状じようの巨きよ大だいなフロア──、その広さはバスケットコート三面ほどだろうか。奥に行くほど高くなる階段状の構造をとっており、高さ30センチほどの段差によって五つの階層に分けられている。

　各層の壁かべ際ぎわには〝ウラヌス〟の制御のためと思われる端たん末まつ機き器きが並んでおり、最さい奥おうの壁一面が巨大なモニターとなっていた。

　そこに映っているのは、氷山エリア、密林エリア、街エリアなどの〝始まりの迷めい宮きゆう〟内の様々な映像だ。

　薄暗いフロア内は静せい寂じやくに満ちており、聞こえるのは機器のファンの音と、時折途と切ぎれる様に鳴る電子音だけだ。

　しかしその静寂を打ち破るように──、

　フロア前方の端末機器の近くで、黒い人ひと影かげが蠢うごめく。その人影は巨大モニターの前へと足を進めると、こちらへ振ふり返った。

　モニターの灯りがその姿を照らす。

　小こ綺ぎ麗れいなシルバーアッシュの髪に鋭するどい目つきの整った顔立ち、黒いスーツにその身を包んでいる。

　目には見るもの全すべてを拒きよ絶ぜつするような憂うれいが籠こもっており、その立ち姿からは不思議な威い厳げんが感じられる。

　ようやく〝悪夢の七日間〟を引き起こした張本人と会うことができた。

　御み原はら九十九──、アルの部屋で見たままだ。十年前のそれとくらべて全く年をとった印象がない。おそらく既すでに自分自身をもデータ化しているのだろう。

　九十九は無表情のまま宗近の方を窺うかがう。

「久しぶりだな、弥や神がみ宗近……。間もなく全ての準備が調ととのうというのに、相変わらず嫌いやなタイミングで来てくれる。宗近、お前は蝿はえだよ。十年前からずっと変わらない。神の庭を嗅かぎまわる汚きたならしい蝿だ」

「ふんっ、その蝿に十年も計画を足止めされた気分はどうだ？」

「人々が罪を悔くい改めるための執しつ行こう猶ゆう予よ期間としてはちょうど良かったかもしれん。私を拒絶し認めなかった者たちには特にな。──そして今日が新世界の神による断罪の日だ」

「誰だれが神だって……？　お前はただのサイコパスのマッドサイエンティストだよ」

「口を慎つつしんだ方が良いぞ。お前の妹が私の手の中にあるのを忘れたか？」

　そう言うと、九十九は指をパチンッと鳴らした。

　それに応じる様にモニター前段を照らす照明がつく。

「杏奈っ！」

　灯りに照らされた光景に遥斗は思わず声を荒あららげた。

　大きなシリンダー状の水すい槽そうに満たされた溶よう液えき──、その中では杏奈が一糸纏まとわぬ姿で浮うかんでいる。体には人工呼吸器などの様々な管やケーブル類が繫つなげられていた。

　九十九は不敵な笑えみを浮かべる。

「死んではいない。寝ねてるだけだ。もっともそう簡単に死んでもらっては困るがな。緋ひ桜ざくら杏奈には、〝始まりの迷宮〟を制御する歯車として、ここで永遠に生き続けてもらわなければならない」

「貴様っ……」

「弥神宗近も余計なことをしたものだよ。皮肉な話じゃないか、下手へたに制御機構をアプリとして作り直したせいで、大事な妹がここで人柱として捧ささげられることになるなんて」

　遥斗は九十九を鋭い眼まな差ざしで睨にらみつけ、

「そんなことにはならない。今この場でお前を倒たおして、杏奈を取り返せば済む話だ。それで全ての片がつく」

「若造が吠ほえるじゃないか。今後のためだ。世の中思い通りに行かないことを学んだ方が良い」

　再び九十九が指を鳴らすと──、

　今度は遥斗たちの周囲を囲うようにいくつもの黒い裂け目が広がった。そこから数十体の黒い騎き士したちが、溢あふれる様に姿を現す。

「間もなく全てが調う。特等席で絶望を感じながら眺ながめていろ。世界が迷宮に吞のみ込まれて行く様をな」

「くっ……。幻げん影えい換かん装そうっ！」

[image: ]

　シルバーリムズを起動した遥斗は、目の前の空間を蹴けり払はらうように回し蹴りを放った。

　銀白色のブーツの先せん端たんから圧縮された空気の波が放たれ、その真空波が黒い騎士たちを切り刻む。

　加えて宗近の装備した巨大なランスが、次々と漆黒の鎧よろいを打ぶち抜ぬいていった。

　怒ど涛とうの勢いで二人はフロアに現れた黒騎士たちを屠ほふっていく。

　だが──、

　遥斗たちを取り囲む黒騎士の数は、戦うにつれて、減るどころかむしろ増えていっているようにさえ感じられた。黒い裂け目を通じて、戦力を補ほ充じゆうするかのように騎士たちが姿を現すのだ。

　──これじゃキリが無いっ……。

　そしてついに──、




「これはっ……」

　地じ響ひびきの様な轟ごう音おんと共に、突とつ如じよとして塔とう内ないが激しい揺ゆれに包まれる。

　同時に周囲にいた騎士たちは、役割を終えたと言わんばかりに割れ目に吸い込まれて消えて行った。

　揺れはあまりに激しい。エリアどころか、迷宮全体が揺れているのだろうか。まるで〝始まりの迷宮〟そのものが咆ほう哮こうを上げて暴れているかのようだ。

　遥斗と宗近は立っていることさえ出来ずに、床ゆかへ膝ひざをついた。

　そんな中で巨大モニターの前に立つ九十九は、平然とした様子で、

「いよいよはじまったよ。世界の終わる刻が……。〝始まりの迷宮〟の制御は再び、私の手中へと戻もどった」

「──っ!?」

「せっかくだ。そこでひれ伏ふしながら見るがいい。お前たちが守ろうとしていた世界は、無残にも迷宮に喰くい荒あらされていくのだ」

　九十九の言葉に呼応するようにして、巨大モニターが映像を映し出す。

　世界を分ける様に荒こう野やに続くコンクリートの壁かべ──、モニターが映しているのは、〝始まりの迷宮〟の入り口だ。

　壁の下から滲にじみ出る様に地面に黒い亀き裂れつが走る。

　同時に巨大な壁に大きなヒビが入り、土つち煙けむりを上げて一気に崩くずれ落ちた。

　周囲にいたムラサメの隊員たちが、あわてふためきながら逃にげて行く。

　しかしまるでそれを追いかける様に、黒い亀裂は凄すさまじいスピードで広がる。

　やがて亀裂が大地を埋うめ尽つくし漆黒に染め上げると、そこから光の粒りゆう子しが噴ふき出しはじめる。

　木々、遺い跡せき、岩山──、粒子は瞬またたく間に幻げん実じつ体たいのエリアを築き上げ、その一帯を迷宮化していった……。

　不意に映像が切り替かわる──、

　ところ狭せましと並ぶショッピングビルやオフィスビル──、次に映像が映し出したのは夢む幻げん都と市しイデアの西地区だ。

　本当なら見慣れたはずの光景だが、そこに映されていたのはあまりに異常な状況だった。

　ほぼ全てのビルに黒いひび割れが広がり、外観を構成するグラフィックが壊こわれかけている。次元迷宮ダンジヨン化だ……。

　本来ならこの地区は次元迷宮が発生する異界エリア外のはずだ。しかしおそらく〝始まりの迷宮〟の広がりが、ネットワークを介かいして飛び火したのだろう。十年前の〝悪夢の七日間〟と同じ現象だ。

　九十九はどうだと言わんばかりに両りよう腕うでを広げ、

「残念ながら、もはやゲームオーバーといったところか？　後は放っておいても世界は迷宮に吞のみ込まれる。後は全世界のサーバーを使って、新世界を創造するのみ」

　ようやく塔とうを包んでいた揺れが収まった。

　立ち上がった遥斗と宗近の目はまだ諦あきらめを覚えていない。

「ずいぶんと気が早いな。お前の今の話には一つ大事なステップが抜け落ちている。──、その妄もう想そうは全て、お前が俺たちにここで負けなければの話だ」

「遥斗の言う通りだな。お前を倒して〝始まりの迷宮〟を消しよう滅めつさせる。結局の所、やるべきことは十年前から何も変わってないからな」

　九十九は不満げに鼻を鳴らすと、

「絶望の淵ふちにおいても、あくまで抵てい抗こうする道を選ぶか……。私がお前たちに負ける可能性など万が一にもあり得ないというのに。──そこまで言うなら、新世界の神が直々に鉄てつ槌ついを下してやろうっ」

　その叫さけびと同時に九十九の体全体から光の粒子が吹ふき上がる。

　そして掌てのひらが天へ翳かざされた瞬しゆん間かん──、




　──くるっ！

　辺りの気温が突とつ然ぜんぐんと下がり、九十九の頭上につらら状の巨大な氷ひよう塊かいがいくつも出現した。それらは一直線に遥斗たち目め掛がけて降り注ぐ。

　次々と飛んでくる氷塊を躱かわしながら、遥斗は脳内の深層領域──、オーバークロックブーストへ意識を集中させた。

「幻影換装っ」

　右みぎ肩かたのインプリメントから眩まばゆい光の粒子が溢れ、光は遥斗の体を包むようにして、一瞬で黒い装束を作り上げる。

　それを見た九十九はこちらへと指先を向けた。

　刹せつ那な、足元から巨大な氷ひよう柱ちゆうが突つき出る。

　連れん鎖さするように迫せり出す氷柱を避よけながら、遥斗は九十九との距きよ離りを詰つめて行く。

　氷系の必殺技アーツアプリの使い手ならば、学園で何度か手合わせしたことがある。

　当然ながら、その出力や性能はこの九十九のアプリの方が遥はるかに上だが、それでもどうにもならないというほどではない。

　遥斗は九十九の懐ふところへ潜もぐると同時に、そこへ拳こぶしを──、

「だめだっ、遥斗！」

　背後からの宗近の忠告は僅わずかに遅おそかった……。

　──これは、まさか……。

　突き抜けるように伝わるはずだった手応えはない。

　鳩尾みぞおちに入る手前で、遥斗の拳は銀の塊かたまりに搦からめ捕とられるように受け止められていた。

　自在に形状を操あやつれる金属アプリ──、ミスリルだ。以前にスナッチャーが使っていたものである。

　九十九はニタリと口元を歪ゆがませて、

「驚おどろいているようだな。確かお前がさっき使っていたアプリはシルバーリムズだったかな？」

　その言葉と同時に九十九の右みぎ腕うでが光の粒子に包まれ、見慣れた銀白色のナックルガードが姿を現す。

　弧こを描えがく様に振ふり回された拳は、遥斗の脇わき腹ばらへとめり込み、衝しよう撃げきが体を吹き飛ばす。

「うぐぁっ」

　床へ体を打ちつけるが、それでも勢いは衰おとろえることがない。遥斗は跳はねるようにフロアの隅すみまで弾はじけ飛ぶ。

　それでも這はうようにして、遥斗が顔を上げると──、

　九十九の左ひだり腕うでに真しん紅くの紋もん章しようが現れ、紋章から噴き出る炎ほのおが巨きよ大だいな火の玉を作り出す。

　間ま違ちがいない……。今度は杏奈のクリムゾンアートだ。

「市し販はんされてるこの手のアプリはやはり性能がいまいちだな……。しかし、仲間の能力アプリで焼き殺されるのも一興だろう？」

　目の前の状じよう況きようが理解できない──、

　シルバーリムズはともかくとして、ミスリルやクリムゾンアート、なぜあれだけの高性能、高容量のアプリを次々と起動出来るのだろうか。

　起動出来るアプリの容量や数は、各創成士イマジニアの脳内メモリ量に依い存そんしている。しかし今、九十九が起動した複数のアプリ──、あれは間違いなく人間の脳処理の限界を超こえている。

　だがそれが、遥斗がここで倒たおれていて良い理由にはならない。

　遥斗はどうにか体を起こして、九十九の手から放たれた炎の玉を転がるようにして躱した。

　しかし追つい撃げきするように、遥斗目掛けて数十発の炎の玉が迫せまりくる。

　すると不意に──、

　宗近がこちらへと体を寄せ、その全すべての攻こう撃げきをイージスの盾たてで受け止めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　遥斗」

「ああ、でもあの九十九の能力アプリは一体何なんだ？……」

「まさか完成していたなんてな……。通常ならば、兵器アプリは発動者の脳内で全データが処理される。でも今の九十九はそうじゃない。自分の脳と外部のサーバーをネットワークで繫ぎ、アプリの処理を分散させ、出力をも向上させている。兵器アプリの開発プロジェクトで、九十九自身が提案したものなんだ」

「そんなことが可能なのか……？」

　二人の会話が聞こえたらしい。

　九十九は攻撃の手を止め、こちらへ向かって歩いてくる。

「ワールド・オブ・ペイン──、この能力アプリにそう名付けた。今、私の体は〝始まりの迷めい宮きゆう〟によって吞み込まれた全てのＳＡＲサーバーと繫つながっている。〝プラトン〟を含ふくめた何千、何万ものサーバーだ。その処理能力があれば、ありとあらゆるアプリを同時に起動し、その出力を最大限まで高めることが可能というわけだ」

　証しよう拠ことでも言わんばかりに、九十九が両腕を大きく広げると、周囲の床へ突き刺ささる様にして何百種類もの武器ウエポンアプリが一いつ斉せいに出現した。

「こんなことが……」

　絶望と焦しよう燥そうから遥斗は思わず唇くちびるを嚙かみしめた。

　正直言って、あまりに戦力が違ちがい過ぎる……。一人の人間が戦って敵かなうような相手では無い。

　すると宗近が耳うちするように、小声で──、

「……お前も分かっただろう？　残念だが、あの男とまともに戦って勝つのは無理だ」

「……かと言ってどうする？」

「まずは杏奈の救助を優先しよう。〝始まりの迷宮〟が広がって行けば、ますます多くのＳＡＲサーバーがそれに吞のみ込まれて九十九の力を高めてしまう」

「杏奈を救いだせば迷宮化の進行も止まる。加えてディメンジョンコマンドで迷宮を収縮させて、九十九の力を弱めることも出来るってことか……」

　しかし問題はどうやって杏奈のもとへ辿たどり着くかだが……。

　フロア最上段の水すい槽そうで眠ねむる杏奈と、遥斗たちの間には、行く手を阻はばむようにして九十九が立ち塞ふさがっている。

　宗近は覚かく悟ごを決めるように、大きく息をついた。

「俺の合図で杏奈のもとへ同時に走りだすぞ。イージスの盾で攻撃を全部防いでやる」

「出来るのか？」

「イージスの盾を最大出力でバリア状に展開させる。杏奈を助け出すまでの短い間なら持つと思うんだがな。まあ先せん輩ぱい創成士イマジニアを信じてくれよ」

　正面に立つ九十九はニタリと口角を上げると、

「そろそろ作戦会議は終わったかな？　どうせ死ぬのに無む駄だなことを」

　九十九の周囲にあった大量の武器アプリが、ゆっくりと宙へと浮うき上がる。そして次の瞬間──、それは矢のように遥斗たちへと飛んできた。

「行くぞっ、遥斗！」

　宗近の叫び声に合わせて、遥斗は地面を蹴けった。

　走る遥斗たちの周囲を囲うように光の波は紋もんが広がり、飛んでくる無数の武器を弾はじいていく。加えてイージスの盾は、炎、雷かみなり、氷、ミスリルの矢などの九十九による必殺技アーツアプリの攻撃を全てことごとく防ぐ。

　──いけるっ……

「……なるほどな。そうきたか……」

　九十九を追い越こす瞬間、そう洩もれ聞こえた。

　それを境に背後から聞こえる爆ばく音おんと轟ごう音おんが激しさを増した。

　しかし振り返っている余よ裕ゆうはない。今は宗近が全ての攻撃を防いでくれることを信じて、全力で駆かけて行くしかなかった。

　そしてついにフロア最さい奥おうへ辿りつくと──、




　ガシャァァァアアアンっ!!

　遥斗の拳がシリンダー状になった巨きよ大だい水すい槽そうを打ぶち抜ぬいた。

　ガラスが砕くだけ散り、溶よう液えきが辺りに飛び散る。

　遥斗は体に繫がっていた管やケーブル類を引きちぎるようにして、強ごう引いんに杏奈を引っ張りだす。そのまま水に濡ぬれた肢し体たいを膝ひざの上に抱かかえながら──、

「杏奈っ。大丈夫か、杏奈!?」

　息はしているものの、返事はない。どうやらまだ意識が混こん沌とんの中にあるらしい。

　遥斗は背後の宗近の方へと振り返り、

「どうするっ？　どうにか杏奈の意識が戻もどるまで──」

　目の前の光景に遥斗の言葉が止まった……。

　そこには自分たちを庇かばうように手を大きく広げて立ち尽つくす宗近の姿があった……。

　ミスリルによる矢を全身に浴びたらしく、体中が血まみれだ。間違いなく致ち命めい傷しよう──、にもかかわらず、なぜ立っていられるのだろうか……。

　宗近は血で染まった顔で、遥斗へ向かって大きく微笑ほほえんだ。そしてそのまま崩くずれる様にして倒れていく……。

　──そんな……。

「くっ……」

　遥斗は唇を嚙みしめ、憤りをぶつける様に床を殴りつける。

　さきほどの宗近の最後の笑え顔がお──、その瞳ひとみには強い思いが籠こもっていた。

　妹を頼たのむと……。

　きっと最初からイージスの盾の出力が最後まで持たないことを分かっていたのだろう。全て覚悟の上で、妹と世界のために命を賭としたのだ。

　しかしそんな宗近を嘲あざ笑わらうように、フロア中央に立つ九十九は笑い声を上げた。

「弥神宗近──、愚おろかしい男だ……。自分の命と引き換かえに妹を助けて、それが何になった？　ただの時間稼かせぎでしかない。私が一人残されたお前を殺して、緋桜杏奈をまたプラトンへ繫げばそれでふりだしだ」

「起きろ！　杏奈っ、杏奈ーっ！」

　今ここで杏奈が目を覚ましてくれなければ、さきほどの宗近の行こう為いが無に帰してしまう。

　だが遥斗の悲痛な叫さけびが届くことは無い……。

　杏奈の瞼まぶたは重く閉じたままだ。

「さすがにお前たちと遊ぶのも飽あきてきたな。終わらせようか」

　気だるい表情を浮かべ、九十九はゆっくりと遥斗たちの方へと足を進めてくる。

　黒い服装も相まって、遥斗にはその姿が死神のようにすら見えてきた。

　どう逆立ちした所で、自分は間違いなくこの男には敵わない──、ならばせめて少しでも時間を稼がなければ……。杏奈が意識を取り戻すための時間を。

　遥斗は杏奈の体を床ゆかに寝ねかし、覚悟を決めると共にゆっくりと立ち上がった。

　しかし、その土ど壇たん場ばで──、




　不意に遥斗の脳内──、サードアイでメールの着信を告げる電子音が響ひびく。

　確かく認にんすると、送信者は羽奈子だ。

　メールには何かデータが添てん付ぷされている。




『遥斗ちゃん、遅おそくなっちゃってゴメンね。アルさんから貰もらったオーバークロックブーストのアプリデータを元に、制せい御ぎよプログラムの調整をしたよ。もし間に合うようなら使って。みんな一いつ緒しよにイデアに帰ろう！


ハナコ』






　メールの文面を確認した遥斗は口元を綻ほころばせると、すぐさま添付されていたプログラムデータを脳内にインストールしはじめる。

　昨晩、〝ウラヌス〟を目指して出発する前に、遥斗は羽奈子へこの制御プログラムの調整を依い頼らいしていた。作業量や一晩歩き詰づめであることを考えれば、並大抵のエンジニアならば不可能とも言える仕事だ。

　しかしさすがは羽奈子だ。このギリギリで仕上げてきてくれたらしい。

　九十九は足を止めて、怪け訝げんな表情を浮かべながら、

「ふんっ、気でもふれたようだな。これから死ぬというのに何を笑っている？」

「少しは運が回って来たらしくてな。悪いが最後の最後まであがかせてもらうぞ」

　遥斗のサードアイに、インストール終しゆう了りようを告げるメッセージが表示される。

　同時に体が不思議な感覚に包まれた。

　今まで微び妙みようにずれていた歯車がピッタリと嚙み合ったとでも言うべきだろうか。体の細さい胞ぼうの隅すみ々ずみまでの感覚がクリアに感じられる。

　加えてオーバークロックブーストが作り上げた漆しつ黒こくのバトルコート──、以前はそこから吹ふき出していたエネルギーの波動が酷ひどく歪いびつであったのに、今はとても穏おだやかに感じられる。

　目の前の御原九十九という化け物に、この力がどれだけ通用するのか不明だ。しかし今は全力をぶつけるしかない。

　70％、80％、90％──、そして１００％……。

　オーバークロックブーストの出力を一気に最大レベルまで高めてやる。

　制御プログラムがうまく作用しているらしく、頭痛やオーバーヒートといった今までの様なエラー症しよう状じようは起こらない。

　そして──

　遥斗が軽く地面を蹴ると、瞬しゆん間かん移動のようにその姿は九十九の背後へと移動した。

　あまりのスピードに遥斗自身が驚おどろきを覚える。さきほどまで自分が立っていた場所にはまだ残像が残っているほどだ。

　目の前にいる九十九はまだ遥斗が移動したことに気付いてすらいない。

　そこに不意打ちのように、遥斗の右ストレートが繰くり出される──、後頭部に拳こぶしがめり込むと同時に、九十九の体が弾はじけ飛んだ。

　遥斗は吹き飛んだ九十九の体を追い越して先へと回り込む。そのまま飛んできた黒スーツに包まれた体を迎むかえ撃うつように回し蹴りを繰り出した。

　九十九の体はくの字に折れ曲がり、そのまま受け身も取れずに床へと打ちつけられる。

　しばらくの静せい寂じやく……。

　それから数拍はくの間が空いた後──、

「今、お前は何をしたんだ……」

　よろめきながら起き上がった九十九は呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべている。

　一方で遥斗は自分の拳を見つめながら、苦笑いを漏もらした。

　──どうやら化け物は俺自身だったようだな……。

　ここまでの性能は正直言って予想外だ。

　オーバークロックブーストの最大出力を引きだせれば、七人のセブンス・革新者ウイザードが相手でも負けることはあり得ない──、アルの言葉の意味がようやく理解できた。

　うぬぼれなどでは無く、今の自分は住んでいる世界が違ちがう。異次元にいるようなものだ。今の自分と九十九とでは恐おそらく流れる時間の速度すらも違うのかもしれない。

　状じよう況きようの異常さを認識したらしい。

　ここにきて初めて九十九の顔に焦しよう燥そうの色が滲にじむ。

「これは何かの間ま違ちがいだっ……。こんなはずはないっ、なぜ私がこれほどまでのダメージをっ……」

「どうやら立場が逆転したようだな。今度はお前が追い詰められる番だ」

「ぐっ……。小こ僧ぞうが生意気にっ」

　九十九は歯を剝むきだす様にして、こちらを睨にらむと両りよう腕うでを大きく広げた。

　再び周囲に何百種類もの武器アプリが宙に浮かぶようにして出現する。その数百もの武器は一いつ斉せいに遥斗目め掛がけて飛んできた。

　しかし今の遥斗にとって、この程度の攻こう撃げきは避よけるまでもない。

　その降り注ぐ数百の武器を、遥斗はことごとく拳で殴なぐり落とす。

「九十九、お前の攻撃はもう俺には届かない」

　最後の一本を弾き飛ばすと同時に、遥斗は九十九へと飛び掛かった。

　漆黒のバトルコートを纏った体は刹那の間に九十九の目前へと移動した。相手がそれにすら気づいてない内に、遥斗の拳が九十九の鳩尾を抉る。

　一拍の間──、

　ようやくその攻撃のダメージを体が自覚したらしい。

「ぐぅっ……」

　九十九は顔を引きつらせながら、膝を折る様にしてその場に崩れ落ちる。

　ダメージは十分──、だが九十九の目はまだ完全に死んでいない。

「まだだっ……、こんなところで私は死ねない……」

　体を震わせながら九十九が上体を起こすと、それに呼応するようにしてフロア全体に光の粒子が広がっていく。

　そしてその光の粒子が作り出したのは──、
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　炎を纏ったドラゴン、鋭い牙と爪を持つ魔獣、アンドロイドの機械兵……。

　召喚獣アプリによるもののようだ。様々な姿の召喚獣がフロアを埋め尽くさんばかりに出現する。

　だが自分を取り囲むように現れた無数の召喚獣に対して、遥斗は顔色一つ変えずに、

「もはや悪あがきでしかないな……」

　遥斗はその場で飛び上がると同時に、大気を切り裂く様に回し蹴りを放った。

　漆黒のブーツの先端から、圧縮された空気の波が放たれる。それはかまいたちのように、鋭い真空波となって円状にフロアへと広がっていく。

　そして遥斗が着地すると同時に──、

　フロアを埋め尽くしていた召喚獣たちの体が、上下にずれる様に崩れた。分断された体が煌きながら散っていく。

　目の前に座りこむ九十九はその光景を呆然と見つめながら、

「な、何なんだ……？　お前のその力は……」

「執念の結実といったところだろうな……。この能力アプリは十年間、俺の脳内で俺の思いと共に成長してきた。今日この時にお前を倒すためにだ」

　遥斗の言葉に対して、九十九の表情が絶望に染まっていく。

　この男に情けなどというものは必要無い。

　遥斗は躊躇することなく全体重を乗せて、拳を寸止めするように九十九の胸元へ突き出した。

　刹せつ那な、拳の先から放出されたエネルギーが大気を揺ゆるがす。

　撃ち出された空気の弾だん丸がんが、一いつ瞬しゆんにして九十九の胴どう体たいを貫つらぬいた。その胸むな元もとに空いた拳大の風穴から、漆黒の霧きりが吹き出る。

「またか……。また、世界は私を拒きよ絶ぜつすると言うのか……」

　啞あ然ぜんとした表情で九十九は傷口を見つめながら、崩れ落ちる様にして床へ膝をつく。その体を構成するグラフィックは既すでに崩れ始めていた。

　終わった……。〝悪夢の七日間〟の首しゆ謀ぼう者しや、御原九十九はこのままここで散り果てていく。

　遥斗はオーバークロックブーストを解除する。

　漆黒の鎧よろいは煌きらめきながら消え、その姿は元の制服へと戻った。

　しかし──、

　九十九はいきなり不気味に笑いだした。

「くくくっ……、悪いな、若者たちよ……。結局のところお前たちはここで散り行く運命の様だ」

「……どういうことだ？」

「言っただろう……。私の脳はワールド・オブ・ペインを通じて迷めい宮きゆう化に吞のみ込まれた全サーバーと繫つながっていると──、私の死を前にして、そのワールド・オブ・ペインが誤作動を起こしたようだ。私にも想定外の事態だ。まもなく迷宮を構築するＳＡＲが暴走をおこして、その出力エネルギーが一気に爆発する……」

「何だとっ？　そんなことが起きればっ」

　遥斗は阻そ止しせんと咄とつ嗟さに身構えた。

　だが九十九はそれを嘲笑うように、

「トドメを刺したければ刺せ……。残念ながらもはや手遅れだ。ワールド・オブ・ペインの制御はすでに私の意志を離れている。皮肉な物だな。世界に拒絶されたはずの私が、その世界と一緒に死んでいくのだから……。お前もそこで祈ると良い。数十秒後には全てが無へと帰する」

「くっ、そんな……」

　遥斗は憤いきどおりと共に拳を握にぎりしめる。

〝始まりの迷宮〟にいる自分の仲間たちや、多くのムラサメの隊員、加えて今イデアで発生している次元迷宮ダンジヨンには、その事態収しゆう拾しゆうのために多くの学生が探たん索さくに入っているはずだ。この状態でその全てが爆発してしまえば、被ひ害がいは計り知れない。

〝悪夢の七日間〟から十年──、多くの創成士イマジニアたちが命を擲なげうって、ここまで辿たどりついたのだ。なのにそれがこんな結末だなんて……。

　その時いきなり──、
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　激しい震しん動どうが塔とうを包む。

　立っていることもままならず、遥斗は床に膝ひざをついた。

　そして──、

「そんなことにはならないわっ！」

　フロア奥から響く凛りんとした声──、遥斗が視線を向けると、宗近の亡なき骸がらを抱かかえる杏奈の体から光の粒りゆう子しが立ち上っていた。

　どうやら意識を取り戻もどしたようだ。服ふく飾しよくアプリを起動したらしく、その姿はいつもの制服へと戻っている。

　杏奈が九十九を睨むと同時に、その体から溢あふれ出る光の粒子が激しさを増す。

「私がディメンジョンコマンドで、〝始まりの迷宮〟を全て消し去るっ。そうすれば爆発も起こらない」

「若いな……。あくまで最後まで抗うと言うのか……。ならばお前たちも試すが良い。私は最後まで世界に拒絶された──、お前たちは世界に認め受け入れられるかな？　その結果を見届けられないことが唯一の心残りだよ……」

　九十九は穏やかな微笑みを浮かべながらそう言うと、それを今生の言葉とするように、黒いスーツを纏まとった体が煌きながら散っていった。

　とにかくもう時間が無い……。

　遥斗は杏奈をまっすぐに見つめる。

「俺が時間を稼いでやる。オーバークロックブーストで迷宮に干渉して、どうにか形態を安定させる。その間にお前が迷宮を完全に収縮させるんだ。──幻影換装っ！」

　遥斗の叫び声に呼応して、インプリメントが手甲型へ変形した。手首にかけて制服の袖が舞い散る。

　脳の深くにあるオーバークロックブーストを外向きに発動してやる。

　完全な制御を手に入れたからだろう。インプリメントから溢れ出る光の粒子の量は今までの比では無い。

　迷宮の隅々にまで自分のイメージが広がっていくような錯覚すら感じる。それと同時に淀んでいた迷宮を構成する粒子が、少しずつ安定を取り戻して行く。

　あとは杏奈がどれだけやれるかだ……。

「杏奈、自分の為すべきことだけに集中するんだ。俺は信じてる。お前ならできるっ！」

　遥斗の言葉に背中を押されるように、杏奈の体から立ち上る粒子が一層激しくなった。

「──屈くつしないっ、絶対に私が守るっ！　みんなを、世界を、遥斗をっ!!」

　瞬間、塔を包む揺れは一層の激しさを増した。

　二人の体から立ち上る光の粒子が入り混じって広がっていく。

　粒子は白い光そのものとなり二人を吞みこんだ。

　やがてその暖かな光が世界を覆って行く──。




　　　　※




　数十秒の後──、

　塔を包んでいた白い光と激しい揺れがようやく収束した。

　量子型スーパーコンピュータ〝ウラヌス〟管制室──、遥斗は事態を確認するように、周囲をゆっくりと見回す。

　部屋の作りはさきほどまでと変わらないが、白い床ゆかや壁かべと天てん井じように並ぶ照明が、さっきまでより随ずい分ぶんと明るい印象を与あたえる。

　これが本来のこの部屋の姿だったのだろう。規模は大きいものの一いつ般ぱん的なサーバーの管制室といったところだ。

　遥斗はモニターの前──、力を使い果たして倒たおれている杏奈のもとへと足を向けた。

　すぐ傍そばまで行くと、杏奈も気がついたらしくうっすらと瞼まぶたを開けた。

　それから急に何かを思い出したように飛び起きて、腰こし元もとへしがみ付いてくる。

「ねえ、ちょっと〝始まりの迷宮〟はっ!?　爆発はっ!?　みんなは無事なのっ!?」

「落ち着け……。良いから、これを見てみろ」

　遥斗がそう言って背後のモニターを指差すと、杏奈は食い入るようにしてそちらを見つめる。

　モニターにはさきほどまでの〝始まりの迷宮〟──、杏奈の力によって元の姿を取り戻した廃はい都とトウキョウの姿が映されていた。当然ながら道路を行き交かう人の姿は全くないが、大小様々なビルが並ぶその景色は、遥斗が幼い頃ころに見た街並みそのものだ。

　この様子を見る限り爆発が起こる前に、〝始まりの迷宮〟は完全に消失したらしい。

　加えてモニターは夢む幻げん都と市しイデアの様子も映し出す。

　都市内のあちらこちらで発生していた次元迷宮ダンジヨンはすでに消えて、街は平へい穏おんを取り戻している。こちらも問題無さそうだ。

　それを見た杏奈はほっとした様子で、背中を丸めて、

「良かったわ……。絶対、間に合わないと思った。でも最後にアンタが信じてるっていってくれて──、そしたら力が出たっていうか、私がやらなきゃってね」

「たいしたものだ。素す直なおに認めてやる。お前のおかげで助かったな」

「私一人じゃ、無理だった。アンタが手伝ってくれたからどうにかなったのよ。──でもなんだか今になって急に怖こわくなってきちゃったかも……」

「……怖い？」

　遥斗の質問に、杏奈は無言で頷うなずくと自身の掌てのひらへと視線を落とした。

「一歩間違えば、私の力で世界が滅ほろんでたかもしれない……。もしそんなことになったら、死んでも死にきれないわ。もっと言えばその強大な力は今も私の頭の中にある……」

「なるほどな……」

　同意すると同時に、遥斗は自分の拳をみつめる。

　悪あく魔まのような力を持つ御原九十九すら圧あつ倒とうしたこの能力アプリ──、仮に自分がその気になったとしたら、どれだけの人間を瞬しゆん時じに殺すことができるのだろうか……。それを考えれば間違いなく人間一人が持って良い力の範はん囲いを超こえている。

　それから遥斗は九十九の遺体が倒れていた場所を、じっと見つめた。

「ＳＡＲを発明して、〝始まりの迷宮〟という巨きよ大だいなシステムをも作り上げた──、人格に問題はあったが、御原九十九は間違いなく天才だった。それだけの力を持っていたからこそ、彼は狂くるってしまったのだろうな……」

「私はあんなサイコパスを認める気はないけど、天才ゆえの苦く悩のうってやつね」

「ああ……。力を持っているから心に傲ごう慢まんさが芽生える。そして他人が遠ざかっていく。誰だれか一人でも、御原九十九を理解してあげられる人間がいたなら、もっと違う未来もあったかもしれない」

「それって私たちの仲間みたいにってこと？」

「別に俺はそこまでは言っていないが」

　遥斗は口元を綻ほころばせながら、杏奈の質問をかわした。

　そんな噂うわさをしていると──、

　フロアの入り口の方から、足音がいくつか重なって響ひびいてくる。

　現れたのは千影、美亜、狗郎の三人だ。三人とも体のあちこちに火傷やけどや擦すり傷があるが、どうやら無事だったようで良かった。

　遥斗はその三人へ向かって、

「その様子じゃ、クインテッドを仕留めたみたいだな。おかげでこっちもうまくいった」

　すると千影は、

「お前たちは思ってたよりピンピンしてるじゃないか。こっちは首の皮一枚といった所だったぞ。正直、自分が生きてるのが不思議なくらいだ」

「大爆発で髪かみがコゲコゲ」

　追従するように美亜も、自分の髪先を抓つまんでこちらへ見せてくる。

　それから狗郎が何かに気付いたように、

「そう言えば、宗近さんはどうしたんだ？　遥斗と一いつ緒しよにここへ向かったはずだよな」

「ああ……」

　遥斗は暗い表情と共に、視線を足元へと落とした。

　そこには九十九の攻こう撃げきによって血まみれになった宗近の体が寝ねかされている。当然ながら既に息はない。

「悪い……。無神経なこと聞いちまったな……」

　事態を察したらしく沈んだ表情を浮うかべる狗郎──、同時に重苦しい空気が伝染するように周りを包む。

　しかし杏奈はそれを打ち破るように、

「ちょっとなに暗い顔してんのよっ。せっかく〝始まりの迷めい宮きゆう〟攻こう略りやくに成功したっていうのに。ずっとそれを望んでたんだもん。お兄ちゃんだってきっと喜んでるはずよ」

「だがお前は平気なのか？　せっかく再会できたというのに」

　千影の気き遣づかうような言葉に対して、杏奈はふっと口元を綻ばす。

「元々十年も行方ゆくえ不明だったんだもの。正直今さらって感じよ。まあ最後に一日だけでも再会できたんだし、それで十分」

　──一日だけの再会か……。

　その杏奈の言葉を受けて、遥斗の脳のう裏りに最後に見た夕ゆ映えの笑え顔がおが思い出された。

　結局、自分は目の前の敵と戦うだけで、妹のために何もしてあげることが出来なかった。〝始まりの迷宮〟は無事に攻略され、全ては消えていったのだ。そこでデータとして生き続けていた人間と共に……。

　だがそんな遥斗の予想とは裏腹に──、




「やっほー、お兄ちゃんっ。迷宮攻略おめでとーっ！」

　突とつ然ぜん、甘えるような幼い声がフロアに響いた。夕映の声だ。

　遥斗が怪け訝げんな表情で周囲を見み渡わたすと、背後の巨大モニターが夕映の姿を映し出している。しかも夕映だけじゃない。その隣となりには死んだはずのアルと宗近の姿もあった。

　あまりの状じよう況きように一同の間に驚おどろきと沈ちん黙もくが広がる。

　するとモニター越ごしに、アルが小首を傾かしげる。

「あれ？　こっちの映像届いてないのかな……。そっちの監かん視しカメラの映像と音声は、ちゃんと僕たちのとこまで届いてるんだけど」

　それに対して遥斗は、一つ呼吸を整えてから、

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと届いてる……。状況の整理がつかなくて反応に困っただけだ。というか今もまだよく分かってない。──アル、お前はゼクスにやられて死んだんじゃなかったのか？」

「ギリギリセーフってやつかな。言ったでしょ、データ化してる僕の本体は部屋にあるサーバーだって。殺される直前にサーバー本体の方へどうにか意識を移動させたんだよ。おかげで体の再構成にはだいぶ時間がかかっちゃったけどね」

「まあ無事で何よりだ。それよりお前たちはどこにいるんだ？　〝始まりの迷宮〟が消えた以上、死んでデータ化された人間は一緒に消えてしまうものと思ってたんだが」

　その問い掛かけに、アルはもったいぶるようにニヤリと口角を上げると──、

「本当はそうなるはずだったんだけどねー。僕が直前に〝プラトン〟にあったみんなの人格データを〝ウラヌス〟へ転送したんだ。──ここは完全バーチャルの新世界ってやつだよ」

「──っ!?」

　遥斗は思わず眉まゆ根ねを寄せる。

　だがしばしの間を置いてから、ようやく全すべてが見えてきた。

　どうやら〝始まりの迷宮〟が消失する以前に命を落とした宗近も、その人格データが〝プラトン〟へスキャンされていたらしい。

　今のこの状況──、宗近とアルははじめから迷宮攻略後のことも考え、準備を進めていたのだろう。データ化された人々をどうやって消失から救うのかを。

　そして避ひ難なん先として〝ウラヌス〟が管理する新世界に目を付けたという訳だ。

「いくら高性能の量子型スーパーコンピュータとは言え、サーバー一台で無理やり作った世界だからね。ちょっと手て狭ぜまではあるんだけど、データ化された人たちだけで生活していく分にはどうにかなりそうだよ。──あっ、でもちょっと気になることがあってさ……」

「気になること？」

　遥斗が聞き返すと、アルは神妙な顔で一つ頷いてから、

「実は僕たちが今いるこの新世界は、僕が事前に用意してたものじゃない。〝ウラヌス〟の中に最初から準備されてたものなんだ。しかも〝ウラヌス〟単独でピッタリ起動出来るデータサイズでだよ……」

「九十九が目指していた新世界とも別物……。つまりディストピア側にも、はじまりの迷宮が消えることを想定していた者がいた──、そしてデータ化された人々を救うためにその新世界を作っておいた……。でも誰がそんなことを？」

「プログラムコードには少なからず製作者の癖が出るんだ。そして僕はこの癖をよく知ってる。このバーチャル世界をプログラムしたのは、たぶん御原九十九自身だよ……」

「まさか……。あの男は〝悪夢の七日間〟の首謀者だぞ」

　アルはしばしの間、眉間に皺を寄せて小首を傾げる。だが急に考えることを放棄するように肩をすくめると──、

「なんでだろうねー。どうして九十九がこんなのを準備してたのか、僕にもさーっぱり分かんない。昔っからあの男は、どうにも考えが読めなかったから。──ただこの世界が準備されてなかったら時間的にアウトだったよ。僕は人格データの移行で手一杯だったから」

　遥斗の脳裏に、ふと死に際の九十九の穏やかな微笑みが思い出された。

　天才ゆえの苦悩──、あの男も心の奥底では、誰かが自分を止めてくれることを願っていたのだろうか……。それとも一般人には到底理解できないような考えがあったのかもしれない。

　九十九が死んでしまった以上、もはやそれを確かめる術もないが……。

「あっ、それでね。ちょっと言いにくいんだけど……」

　モニター越しにアルは決まりが悪そうな表情を浮かべる。

「どうかしたのか？」

「さっきも言ったけど〝ウラヌス〟の処理容量はかなりギリギリなんだよね。これから本格的に新世界を運用していくとなると、スペック的にこうやって、そっちと通信するのはもう無理そうなんだ。たぶんもう数分でこの通信も切れちゃうと思う。だから──」

「今の内に最後の別れをってことか？」

　遥斗の問いに、アルは穏おだやかな表情で小さく頷く。

　今まで黙だまって話を聞いていた杏奈だったがそれを聞いた途と端たんに、モニターを通じて宗近をキッと睨にらみつける。

　それに対して、宗近は杏奈へ優やさしい眼まな差ざしを向け、

「よく頑がん張ばったな、杏奈……。信じてたよ。お前たちならやってくれるって。だから安心して死んでいくことが出来たんだ」

「何勝手なこと言ってんのよっ！　お兄ちゃんっていつもそう！　勝手に姿消して、勝手に変なアプリ送ってきて、──そして勝手に私を助けるために死んじゃって……」

「まいったな……。そんなに怒おこらないでくれよ。昨日そのことはちゃんと謝っただろ？」

「うるさいっ！　反省してるなら今すぐ生き返ってみなさいよっ！　それでこれからずっと傍で私のこと見守り続けてよっ!!」

　そう叫さけぶと瞳ひとみからとめどなく涙なみだが溢あふれ出る。杏奈は泣きじゃくりながら、顔を隠かくすようにして床ゆかへ座り込んだ。

　きっとずっと泣くのを我が慢まんしていたのだ。この様子からして、さっき自分たちに言ったのはつよがりだったようだ。

　モニター奥の宗近は、そんな杏奈を諭さとすように、

「大丈夫だ……。お前には信しん頼らいできる仲間がたくさんいるじゃないか。彼らがこれからもお前を支えてくれるさ。俺はこっちの世界からちゃんとお前のことを見守っているよ」

　その言葉を聞くと同時に、杏奈の泣き声は一層激しくなった。

　遥斗もモニターを通じて、夕映へ笑顔を向ける。

「大丈夫か、夕映？　そっちの世界でもちゃんと一人でやっていけるか？」

「うん。心配しないでよ、お兄ちゃん。宗近さんとアルさんもいるし、何よりこっちにはお父さんたちもいるはずだから」

「ああ、そうだったな」

「むしろ私はお兄ちゃんの方が心配かなー。一人で生活できてるの？　ちゃんとご飯食べないとダメだよ」

「まあ、どうにかやっていくさ」

　その曖あい昧まいな答えに、夕映は吹ふき出す様にして笑いを溢こぼした。

　だがその無む邪じや気きな笑顔から、突然一筋の涙が零こぼれる。

「……どうかしたのか？」

「急に私が死んだ時のこと思い出しちゃったよ……。お兄ちゃんが血だらけになった私を見つけてくれた時、私まだ少しだけど意識が残ってたんだよ。お兄ちゃん何度も私の名前を呼んでくれた。それから何度も、ごめんなって──」

「悪かったな、夕映……。俺はお前を守ってやれなかった……」

「良いの。そんなお兄ちゃんを見てたら、こんなに愛されてるんだって、私はあったかい気持ちのまま死んでいけたから。ありがとうね、お兄ちゃん……。お兄ちゃんの妹に生まれて私、幸せだったよ」

　夕映が言葉を終えると同時に、モニターの映像は突とつ然ぜん途と切ぎれた。残念ながらこれでタイムアップらしい……。

　最後の言葉と夕映の涙ながらの微笑ほほえみが、遥斗の心の奥を締しめつける。

　憂うれいが全て消え去ったと言えば噓うそになる。

　だがこれでようやく全てが終わったのだ。

　遥斗は床にしゃがみ込んだまま泣きじゃくる杏奈の肩かたへと手を置いた。

「帰るぞ……。俺たちの街──、夢む幻げん都と市しイデアへ」

　無言のまま遥斗の手がギュッと握にぎられる。

　杏奈はそこへ体重を預ける様にして、ゆっくりと立ち上がった。
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〝始まりの迷宮〟攻略から、約半年後──、

　大通りにところ狭せましと並ぶ幻げん実じつ体たいの高層ビル群──、西側のビルの隙すき間まからは赤い斜しや陽ようが差し込んでくる。

　その夕日を見上げながら、遥はる斗とたちはイデア西地区のオフィスビル街を歩いていた。

　一緒にいるのは千ち影かげと美み亜あと狗く郎ろうだ。

〝始まりの迷宮〟の攻略成功と共にここ夢む幻げん都と市しイデアは大きく姿を変えた。前線基地としての役割を終えた代わりに、産業先せん端たん都市の色合いが強くなったように思える。

　実際にここ西の産業特区では周辺に新たなビルが次々と建てられ、逆に中央の行政特区では、多くの行政機関が本ほん拠きよ地ちを再開発が進む新都トウキョウへ移す動きを見せている。

　不意に隣を歩いていた狗郎が欠伸あくびを吐はき出す。

　それにつられるようにして、美亜も目をしばしばさせながら大きく口を開いた。

　千影はそんな二人を見て呆あきれた表情を浮うかべ、

「随ずい分ぶんと眠ねむそうじゃないか？　〝始まりの迷宮〟が攻こう略りやくされて気が抜ぬけたか」

　すると狗郎と美亜は不満げな様子で──、

「プログラム演習課題のせいで寝ね不ぶ足そくなんだよ……。なんでオペレーターの俺たちがこんなことしないといけないんだか」

「同感……。プログラム言語は象形文字。人間には理解不可能」

　どうやら二人とも学園の新しいカリキュラムに四苦八苦しているらしい。

　変わったのは夢幻都市だけでなく、創成士イマジニア育成学園も同じだった。

〝始まりの迷宮〟がなくなった以上、ＳＡＲの利用価値はその大半が一いつ般ぱん市民の生活レベル向上ということになる。簡単に言えば戦せん闘とうを生業なりわいとするオペレーターの需じゆ要ようが著いちじるしく低下したわけだ。

　学園の運営委員会がそんな生徒たちの将来を憂えた結果、オペレーター枠わくで入学した遥斗たちの授業カリキュラムにも、エンジニア系の授業が侵しん食しよくしてきたというわけだ。

　そのまましばらく遥斗たちが歩いて行くと、ようやく目的の高層ビルが見えてきた。

　優に四十階以上はある巨きよ大だいなオフィスビル──、そのエントランスの前では、自分たちを呼び出した張本人である緋ひ桜ざくら杏あん奈なが仁に王おう立だちして待っていた。

「ちょっと遅おそいわよっ。何やってたわけ？」

「……。いきなり呼び出しておいて随分だな」

「だって直前に言わないとサプライズにならないじゃない。ほら、とっとと行くわよ」

　遥斗の愚ぐ痴ちなど全く意に介かいした様子も見せずに、杏奈は不敵な笑みを浮かべながらビルの中へと入っていく。

　一体何を企たくらんでいるのだろうか……。

　遥斗は千影と顔を見合わせると、苦笑いを交かわしてから杏奈の背中を追いかける。

　杏奈に案内されるようにして、遥斗たちはビルのエントランスを抜け、エレベーターに乗り込んだ。そのまま地下五階へと連れられて行く。

　エントランスにいた警備員が杏奈へ会え釈しやくした辺りから察するに、このビルは杏奈の親が経営するＮ＆Ｗ社のもののようだ。

　そのまま地下五階の通路を抜け、セキュリティドアを抜けると──、




「これは……」

　見覚えのある光景に遥斗は表情を訝いぶかしめる。

　部屋の八方に置かれた円柱状の巨大なサーバー──、間ま違ちがいない。〝始まりの迷宮〟で見た量子型スーパーコンピュータ〝ウラヌス〟だ。

　サーバールーム内ではたくさんのエンジニアたちが、せわしなく駆かけまわっている。

　しかし〝ウラヌス〟がなぜＮ＆Ｗ社のビル内に……。

　その疑問を察したのか杏奈は、

「実は父親に頼たのんで〝ウラヌス〟をＮ＆Ｗ社名義で買ってもらって、ずっとここで管理してたの。どこの誰だれかも分からない人間に、このサーバーを弄いじられたくなくって」

　気持ちは分からなくはないが、サーバーごと買い取るだなんて遥斗には到とう底てい思いつかなかった。さすがは大だい企き業ぎようの令れい嬢じようだけはある。

　すると不意に──、

「あー遥斗ちゃんだっ。いらっしゃーい」

　白衣姿の羽は奈な子こが満面の笑みで駆け寄ってきた。

　その姿は周囲のエンジニアたちの中に、完かん璧ぺきに溶とけ込んでいる。あまり学園に顔を見せないと思ったら、こんな所に入り浸びたっていたらしい。

　杏奈はそんな羽奈子を疎うとんじる様に、

「どこで嗅かぎつけて来たのか知らないけど、羽奈子は押しかけでここで働いてるの」

「えへへー。ゴメンね、遥斗ちゃん。本当はもっと早くここのこと教えたかったんだけど。杏奈ちゃんがうるさく──」

「今日は随分と賑にぎやかじゃないか。せっかくだ。私も交ぜろ」

　会話に割り込むようにして、いきなり背後から声が響ひびいた。

　遥斗が振ふり返ると、なんとそこには律りつ華かの姿がある。

「正直言って驚おどろいた……。まさか律華さんまでいるとは」

「ムラサメが解隊したからな。コネを使って再就職ってやつだ。ついでに言うと、羽奈子をここに引っ張り込んだのも私だ。ドジでたまに大ポカをする以外は、エンジニアとしての羽奈子は極きわめて優ゆう秀しゆうだからな」

　律華から褒ほめられて、羽奈子は得意気にたわわな胸を張ってみせる。

〝始まりの迷宮〟が攻略された今、ひょっとしたら創成士イマジニアとして一番将来有望なのは、この羽奈子なのかもしれない。

　杏奈は小さく咳せき払ばらいをしてから──、

「えっと、それで律華さん。例の装置はもう準備できてるの？」

「ああ、いつでもいけるぞ。臨りん床しよう実験でも問題は発生しなかった」

「じゃあ早さつ速そくお願いね。なんだか楽しみ。ちょっとわくわくしちゃう」

　杏奈は背中を弾はずませる様にして、サーバールーム奥にあったオフィスチェアへと腰こしを下ろした。椅い子すの周りには基板が剝むきだしになったたくさんの電子機器が、ケーブルで繫つなげられている。

　遥斗がその様子を怪け訝げんな顔で見ていると、律華が背中を押してくる。

「何してるんだ、お前らも早く準備しろ」

「いや……、というかこれから何をするつもりなのかを、先に説明して欲しいんだが」

「杏奈から何も聞かされてないのか？　まあ良い。そこに座ったら私が説明してやる」

　そう言われ、遥斗たちは仕方なくサーバールーム奥へと足を進めた。

　人数分用意されたオフィスチェアにそれぞれ座っていく。

　それを確かく認にんした律華はヘッドマウント型のディスプレイを配りながら、

「〝ウラヌス〟によって管理されている新世界は、全てがバーチャルリアリティーによって作られた世界だ。当然ながら生身の体を持つ私たちは、そこに入ることは出来ない」

「当然の話ではあるな。夢の中へ生身の体のまま行こうとするようなものだろう」

　その千影の合いの手に、律華は大きく頷うなずくと──、

「だが私たちは毎晩、夢を見ている。つまり意識だけならば、バーチャルである新世界にも行けるということだ。このヘッドマウントディスプレイが、お前たちの脳と量子無線通信を確立して、意識データをリアルタイムでサーバー内に形成する」

「技術的にはＳＡＲの開発以前に提唱されていたものだな……。だがバーチャル世界での体験が利用者の精神にダイレクトに影響を与え、その結果として精神汚染が発生する──、その手の問題が指摘され開発にストップがかかったと聞いたが……」

　遥斗が疑うような眼差しを向けると、律華はむっとした表情を浮かべ、強こう引いんにヘッドマウントディスプレイを被かぶせてきた。

「私を誰だと思ってる。そんな問題すでに解決済みだ。現実世界において誰もが持つ心の壁をデジタルデータで再現し、バーチャル世界におけるユーザーの精神を保護する──、もっともその基礎プログラムは〝プラトン〟内に眠っていたものだ。おそらく考案者は御原九十九だろうな」

「すでに臨床実験も終わってるし、安全性はバッチリってこと。そんなわけで早く行きましょうよ」

　杏奈の声がやけに弾んでいる。

　早く兄の宗むね近ちかに会いたくて、うずうずしているのかもしれない。

　そういう遥斗の脳のう裏りにも、最後に見た夕ゆ映えの涙なみだながらの微笑みが思い浮かんでいた。

　加えて完全なバーチャルリアリティーによる新世界にも興味が湧わいてきた。

　この先に広がっている世界が、自分に何を見せて何を体験させてくれるのかと思うと、高こう揚ようする気持ちを抑おさえられずにはいられない。

「それじゃ、装置を起動するぞ」

　その律華の声と同時に、ヘッドマウントディスプレイから電子音が響いた。

　サードアイにいくつかのシステムメッセージが表示され、ディスプレイから激しい光が飛び込んできた。

　その光に吸い込まれる様にして、遥斗の意識は遠とお退のいて行く。







　あとがき







　お久しぶりです！　あるいは、初めましての方が多いかもしれないですね。

　相あい川かわ黒くろ介すけです。この度は「インヴィジョン・ワールド」２巻をお読みになっていただけたようで、感謝感激の極みでございます。

　さてさて、短い巻数ではありますが、これで「インヴィジョン・ワールド」のお話は完結となりました。応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さまには重ねてお礼を申し上げます。

　当初、担当編集さんに「そんなに話の風ふ呂ろ敷しきを広げて、まとめられるのかよ」と心配されていたのですが、まあどうにかこうにか話を着地点に導くことができて、今はホッとしている次第です。

　でもその反面、同時に胸にぽっかり穴が空いたような寂さびしさを感じたりもしてます。

　執しつ筆ぴつ期間中に頭の中をところ狭せましと駆かけ回っていたキャラクターたちともこれでお別れ──、そう思うと目から込み上げる熱いものがっ……。

　はい！　そんなわけで緊きん急きゆう企き画かく！

　実はこのキャラ最初はこんな設定でしたグランプリを開かい催さいして、「インヴィジョン・ワールド」のキャラクターとお別れをしたいと思います。

　まあ簡単に言えばキャラ設定に関する裏話兼けん思い出話を、ランキング形式で発表しようって勝手な企画です。

　読者の皆様には、作者のこの思いつきにもう少しお付き合いいただけると幸いです。




　まず第３位は学園ヴァルフォール生徒会長の天てん王のう寺じ千ち影かげっ！

　当初、彼女を神かん凪なぎ遥はる斗との幼おさな馴な染じみキャラにするという案があったのです。遥斗、千影、羽は奈な子この三人が幼馴染同士で、学園で偶ぐう然ぜんにも再会すると言った感じです。

　しかも羽奈子は千影をお姉さまと慕したい、千影は天てん真しん爛らん漫まんな羽奈子を可愛がるみたいな百合ゆり的な付加設定もあったりしました。

　ですがいざ書いてみると、「幼馴染キャラが二人いるってやっぱ分かりにくいよね……」ってことでボツに。結局、今の形に落ち着きました。




　次に第２位っ！　ランクインしたのは猫ねこ好きサブヒロインの恋こい塚づか美み亜あ！

　キャラ造形、性格などはほとんど初期の設定通りに書かせていただけたのですが、プロット段階で設定資料のやりとりをしてる際に衝しよう撃げきの事件が……。

　担当編集さんから返信された美亜のキャラ設定項こう目もくに、まったく書いた覚えのない一文が──、

「ドーナッツが主食」

　そんなわけで美亜のドーナッツ好き設定は、担当編集さんのお茶目な思いつきなのです。まあ実際のところ私としてもその設定おもしろいなと思って、そのまま使わせていただいた次第です。

　他にも彼女が使用する武器ウエポンアプリのヘルインパクトですが、ガトリングガンとロケットランチャー以外にも、近きん距きよ離り用の巨きよ大だいハンマーに変形する設定がありました。

　これに関しては使う場面が無く、結局お蔵入りということに……。




　そして堂々のグランプリ！　第１位は騎き月づき狗く郎ろうっ！

「えっ!?　グランプリなのに、あんまり活かつ躍やくしてない狗郎？」ってお思いになったそこの貴方あなた、実は初期設定では彼には重要な役割があったのです。

　狗郎は実はディストピア側の人間で、杏あん奈なのディメンジョンコマンドを狙ねらうために遥斗たちへ近付いたスパイ──、当初はそんな設定で書く予定でした。

　ですが担当編集さんと話し合って、「インヴィジョン・ワールド」は設定のＳＡＲが複雑な分、逆にストーリーはシンプルな方が良いということになり、今の女子キャラに振ふり回まわされる残念な軟なん派ぱ男ポジションに成り下がっちゃいました。

　まあでも作者としては、狗郎と遥斗がコンビネーションで敵を倒たおすシーンなどを書いていると、今の方が彼的にも幸せだったんじゃないかなと思ったりします。




　あれ、おかしいな……。ランク入りしたのがサブキャラばかりというマズイ事態に……。

　それってつまり、思い出深いのはサブキャラばかり──、

　ち、違ちがいます！　断じて違います！

　えっと、あれですよっ。主人公の遥斗とヒロインの杏奈は思い出深すぎて、ここではとても語り尽つくせないってことですからね。

　まあその二人は１巻のあとがきでも触ふれてるので、最後はサブキャラたちにフォーカスをということで。




　では最後に改めて、関係者の皆様にお礼を申し上げてお別れしたいと思います。

　時に厳しく、時に暖かくご指導いただいた担当編集のＯ氏。

　今回も最高にカッコいいイラストを仕上げてくださった凱カイさん。

　そしてこの作品を手にとって読んでくださった全ての読者の皆様。

　本当にありがとうございました。感謝しても感謝しつくせないぐらいです。




　これからも作家として、皆様に「おもしろい」を提供できるよう腕うでを磨みがいていきたいと思っております。

　また次回の作品でお会いできれば光栄です。


相川　黒介　



















カバー・口絵・本文イラスト／凱

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ
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